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　カラン……と、ドアベルの音色が狭せまい店に響ひびいた。

　錆さびた蝶ちようつがいの音を立てて、軋きしんだドアがゆっくり閉まる。そのドアの向こうへ消えた背中に向かって、真ま崎さき中ちゆう也やは「ありがとうございました」と声をかけた。

　今のが最後の客だ。けれども十畳じようほどの狭い店の奥にはまだ人の影かげがある。中也はそれを気にすることなく小こ柄がらな体を翻ひるがえしてカウンターを出ると、古びた木製のドアを施せ錠じようした。

　重いロックの音がガチャリと耳に届く。

「閉店ですよー、オーナー」

　奥に声を掛かけると、返事の代わりに氷がグラスに触ふれる音が返ってくる。

（まだしばらく飲む気だな）

　オーナーの森もり田たは、中也に店を任せられるようになると、もう隠いん居きよの身分になった気でいるらしく、客が少ないときなど閉店前からこうして一人で飲み始めてしまうことがある。森田はいくつか会社を持っていて、この店は税金対策のために開いたようなものだと聞いていた。自分の好きな酒を気き兼がねなく飲める場所をと思って作った店らしい。

　そんなオーナーの楽しみを心得ている中也は、もうそれ以上何も言うことなく、店内の清せい掃そうに取り掛かった。森田とて中也を気にかけることもない。酒を飲みながら中也の手て際ぎわをチェックするような狭きよう量りような男ではなかった。

　むしろ、こちらが指示する以前に動いてしまう中也のことを働きすぎだと思っている節もある。税金対策のための店だというのに、中也が来てからというもの売り上げが伸のびてしまって、それはそれで少し困っているようだった。

　中也が壁かべの時計に目をやると、短針は夜中の一時を指している。営業時間は十二時までだというのに、わりと繁はん盛じようしており、十二時以前に店が閉まったことなど数える程度しかない。

　店構えも狭く、歌か舞ぶ伎き町ちようの片かた隅すみにひっそりと開いている店だというのに、この『アズィル』は多くの常連客からの支持を得ていた。

『asile』はフランス語で、隠かくれ家のような意味合いを持つ言葉だった。

　森田は仕し事ごと柄がらフランスに足を伸ばすことも多く、そこで聞き覚えてきた言葉だと中也は聞いている。あまり馴な染じみのない言葉なので、店の名前はカタカナの他ほかに『azil』と発音記号で表記されることが多かった。

　メンテナンス以外はもう何年も手を加えていない、現代から置いていかれたような店の内装は、まさに時間の流れを感じさせることのない隠れ家的空間だった。

　そんな店内の雰ふん囲い気きがノスタルジーを感じさせるからだとか、良質のモルトウイスキーが種類も豊富に揃そろっているからだとか、常連客同士が必要以上に馴なれ合うことなく適度な距きよ離りを置いているからだとか、この店に足の向く理由は人それぞれのようだが、いずれにしても隠れ家を求めた同志の集まる店には違ちがいないようだ。

　たまにふらりと一いち見げんの客が入ってくることがあるが、わざわざ歓かん楽らく街がいの端はしの店に好んで入ろうという客はそうとう物好きのようで、リピーターになる確率も高い。

　かくいう中也も客の一人だった。

　といっても、客としてアズィルを訪おとずれたことは一度しかないが、半年前にこの店に立ち寄ったとき、やはりなにか居い心地ごこちの良さを感じたのを今でもよく覚えている。

　中也がまだ高校を卒業したての頃ころで、酒を飲みに店に入るというのは初めての経験だった。未成年、それも一人での入店だなんて緊きん張ちようしないわけがない。加えて自分の顔立ちが幼く見えないかと心配もした。けれどもこのときの中也は、時代がかったカウンターの片隅で苦い酒を舐なめるのが自分の心境に似合いだと思っていた。

　それなのに──。

「ぶっ、なにこれっ」

　目的どおりカウンターの隅に腰こしを下ろした中也は、水割りの入ったグラスに口を付けて吹ふき出しそうになった。

「なにって、麦茶だよ。ちゃんと煮に出だしてあるからうまいだろう？」

　四十代も半なかばの森田は、若さゆえの鬱うつ屈くつを抱かかえている中也に温かい視線を送った。自分の倍以上も人生経験のある男に虚きよ勢せいを張っても無む駄だなような気がして、中也は素す直なおに麦茶を受け取ることにする。

「あいにく未成年に出すような酒は置いてないんだ、うちは」

　せいいっぱい大人おとなびた恰かつ好こうをしてきたはずの中也を見てチクリと言う。しかし、すぐにまた穏おだやかな表情をしたオーナーは、壁の時計を見ながら提案した。

「あと十分足らずで閉店の時間だけど、店を閉めた後、晩ばん酌しやくに付き合ってもらえないかな」

「え？」

「閉店後の一いつ杯ぱいが、おれの楽しみなんだ。たまには若者と飲むのもよさそうだからな」

　森田の心理としては、目の前の未成年が他の店へフラフラと立ち寄って悪い酔よい方でもしたらたまらないと思ったに違いない。

　いくら背せ伸のびをしていても、隠しきれない少年らしさはこういった場所では余計に際きわ立だつ。特にこの歌舞伎町では、鼻の利きく者が多かった。若者特有の満たされない寂さびしさを嗅かぎ取った輩やからから悪事に引き込まれる様が容易に想像できたのかもしれない。

　危なげな中也を前にして、森田なりに非行への道を正そうとの判断だったのだろう。

　そんな風に誘さそわれて、普ふ段だんの中也だったらいぶかしんで断ったところだ。けれども人の良さそうな笑え顔がおにつられて、気づけば中也は承しよう諾だくしていた。

　そして、中也が高校を卒業したにもかかわらず、定職につかずぶらぶらしていると知った森田は、翌日から中也を店で雇やとうことに決めた。

　ほぼ森田の独断で決まったような就職だったが、中也のほうも人から必要とされることが単純に嬉うれしくて、ここで森田に出会ったことは幸運だったと今でも思う。そのおかげで、独りで生きていかなければならないという絶望感から立ち直ることができたのだ。

　具体的な相談をしたわけでも、また事情を聞かれたわけでもない。けれども何かを察したらしい森田は、ひとつも問うことなく中也に居場所を与あたえて見守っていてくれた。

　そんな森田になら、自分の身の上を話してみようかと思うときがある。すべてを聞いたとき、彼はどんな反応を返すだろうか。

（──ううん、きっと信じはしないな）

　なにかを深く思いながらグラスを傾かたむける森田の横顔を盗ぬすみ見た。

　いくら相手が森田とはいえ、笑い飛ばされるのがオチだろう。

　誰も信じることはない。

　この世の中に吸きゆう血けつ鬼きが紛まぎれていることも、自分がそれを狩かるハンターだということも──。
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「じゃ、お先に失礼しまーす」

　店の清掃と明日の準備を一通り終えた中也は、まだ一人で飲み続けるらしい森田を残して店を出た。

「明日も頼たのむよ」

　陽気な声でそう言ったところを見ると、明日も閉店間際にしか顔を出さないつもりなのだろう。中也一人でも問題なく店が回ると知ると、森田はすっかり店のことを中也に任せ切りにしてしまっていた。

　森田が一人でやっていた頃のアズィルなど、週のうち半分は休んでいることもあったようで、毎日のように開店している今が奇き跡せきのようだと常連客はよく話題にする。税金対策とはいえそんな経営でよく今までやってこられたものだと、中也などは呆あきれるよりも逆に感心してしまうのだが。

　一方で森田も中也がここまでちゃんと勤め上げると思っていなかったらしく、税金対策のための店なのに利益が出てしまうというのが最近の口くち癖ぐせだった。

　たしかにこれまで中也は責任感といったものには無む縁えんだった。そんな性格は、人を見る目に長たけた者には一目で分かるほど容姿に強く顕あらわれている。

　整った顔立ちのせいで黙だまっていれば大人びて見えるが、長い睫毛まつげに縁ふち取どられた目に、ツンと尖とがったような唇くちびるは、見る者にわがままで勝ち気な印象を与えた。しかし、一見近寄りがたく冷たいようなその美び貌ぼうがほんのわずかに表情を綻ほころばせるだけで、大輪の花が咲さいたような艶あでやかさを見せる。それを際立たせるかのように濡ぬれたような黒くろ髪かみが時折誘うように妖あやしく揺ゆれていた。その奇跡のような姿を目にした者は、男女問わずため息をつかずにはいられないほど魅み入いってしまう。

　中也が意識しなくても、にこりと笑えば相手の心理に何かしら働きかける。それが男であっても女であっても関係ない。中也の持って生まれた才能でもあった。

　森田にしてみれば、はじめから中也に何かを期待していたわけではない。自分が留守にする時の店番が必要だっただけで、週に三回くらい顔を出してくれればいいだろうと、その程度にしか思っていなかった。もっと言ってしまえば店のことなど口実で、中也をこのまま放っておいてしまったらいけないような気がしていた。

　しかし、このときの中也としては、仕事にかまけて忙いそがしくしていたほうが余計なことを考えなくてすむ、ただそれだけの理由で仕事に没ぼつ頭とうしていた。

　それがいつの間にかバーテンダーとしての意識が身につき、今では立派なカウンターの主となって、森田の尻しりを叩たたくほどに成長していた。

　中也がカウンターに立つことによって、その姿を肴さかなにしようと客足が増えたのは気のせいではないはずだ。人の口に戸は立てられぬとはよく言ったもので、口コミが新規客を次々と呼び込んだのは、森田の誤算といえよう。

　中也の容姿は観賞する価値のあるものだった。

　白いシャツから覗のぞく、白磁のような滑なめらかな肌はだ。眼差まなざしはいつも憂うれえたように伏ふし目がちで、赤く色づいた唇だけがその表情を変化させる。森田の計らいもあって、シャツに黒のスラックスという味気ないユニフォーム姿であるというのに、それが却かえって犯おかしがたい禁きん忌きの魅み力りよくまでかもし出してしまっていた。

　まるで美術品のように精せい巧こうな造りの中也を眺ながめながらの酒は、いつもより上品な気がしてうまいと評判だ。決してそういう類たぐいの店ではないはずなのに、秘ひそかに中也の姿を拝みにくる客もいるほどだ。

（今から家に帰って、二時か……）

　チンとレトロな音をたててエレベーターがやってくる。

　帰宅時間を予想しながら、中也は狭せまい箱に乗り込んだ。大人五人が乗ればいっぱいになってしまうようなエレベーターは他ほかに乗客の姿もなく、中也一人を乗せてゆっくりと下降する。

　終電はもうとっくになくなっている時間だ。

　家までの交通手段は愛車のバイクだった。小こ柄がらな中也に似合いの二五〇ＣＣは、今や貴重な足となっている。運動神経にあまり自信はないが、これくらいの大きさなら細ほそ腕うでの中也にもなんとか乗りこなせていた。

　店の入った雑居ビルの裏手に回ると、ポケットの中でキーを探さぐりながらバイクへ近づく。そのとき、中也の身体からだを縦に微び弱じやくな電流のようなものが走って足を止めた。

（この、嫌いやな感じは──）

　他の何かと間ま違ちがえることはない。近くに吸血鬼の存在を知らせる、ハンターだけが感じることのできる警けい鐘しようだった。

「……っ」

　小さく息を詰つめた中也は、すかさず周囲に目を配る。

　繁はん華か街がいでもネオンの煌きらびやかな場所から遠いこの界かい隈わいは、辺りに漆しつ黒こくの闇やみが漂ただようばかりだった。中也の警けい戒かいをよそに、しんと静まり返った空気が延々と続いているように思える。

（気のせいか？　違ちがう、そんなことは……）

　指先に感じるピリピリとした静電気のような感覚。これは生まれつき中也に具そなわった吸血鬼ハンターとしての証あかしだった。代々ハンターとしての素質を受け継ついできた中也の一族は、吸血鬼の存在を近くに捉えるとこうして身体がいち早く反応する。

　ハンターによって感じ方に違いはあるが、仲間内ではこの能力を『センサー』と呼んでいた。

「いる、な」

　バイクのキーを探っていた手は、別のポケットを探り出した。指先を泳がせて狩しゆ猟りよう用のナイフに触ふれる。携けい帯たいできるようにと小型に改良されているが、こうしてふいに吸血鬼に出くわした時など心強い逸いつ品ぴんだった。

　それを手のひらに握にぎりこむと、緊きん張ちようからか手のひらがうっすら汗あせばむのを感じた。

（大だい丈じよう夫ぶ）

　自分で自分を励はげますように、そう言い聞かせた。

　吸血鬼ハンターとして、彼らを退治する使命を中也は持っている。幼い頃ころからそのための特とく殊しゆな教育を受けてきた中也であるが、その実、中也はその使命にいまいち燃えきれず、できることなら自分で手を下したくないと、その務めを義務的に果たしていた。

　ハンターとは、すなわち吸血鬼を討とう伐ばつする者である。

　いくら魔ま物ものとはいえ、命ある者の生命を奪うばう行こう為いだ。吸血鬼たちの悪行に目をつむるつもりはないが、いつも土ど壇たん場ばになって止とどめを刺すのをためらう中也に、「おまえは甘すぎる」と兄や仲間は呆れたように言っていた。

　しかし、今はその兄もいない。

　吸血鬼から人の生命を救うのが中也の使命であるというのなら、自分がやるしかないのだ。

　気が進まないながらも自分に具わったセンサーを頼たよりに、中也はじりじりと吸血鬼のいそうな方向へ足を進める。

　真夜中の街は吸血鬼たちの楽天地だ。

　歓かん楽らく街に集まる酔すい客きやくの享きよう楽らくや歓喜を吸い取って、魔物たちは暗あん躍やくする。ハンターといっても一人前には程ほど遠とおい中也には十分な注意が必要だった。

　裏路地の角を曲がると、途と端たんにピリピリした刺し激げきが強まる。吸血鬼が側にいるのだろう。

（この先は、袋ふくろ小路こうじのはずじゃ……？）

　疑問を抱いだくや否いなや、中也の視線はその先でピタリと止まった。若い女の体が崩くずれたブロック塀べいに押し付けられている。逃にげ場を失った女は、恐きよう怖ふのまなざしで目の前の男を凝ぎよう視ししていた。

「あいつ……っ」

　牙きばをむき出して瞳ひとみを赤く光らせた男は、紛まぎれもなく吸きゆう血けつ鬼きだった。

　女の首筋に、まさに噛かみ付こうとしている。おそらく女の目には異常に伸のびた犬歯が見えていることだろう。

　中也は足元に転がっていた空き缶かんを、男めがけて蹴けりつける。しかし、大きく狙ねらいの逸それた缶は、男ではなく壁かべに当たって派手な音を立てた。

「誰だっ？」

　男はとっさにこちらを振ふり向いた。

　一いつ瞬しゆん自分のコントロールのなさを情けなく思ったが、とりあえず女に噛みつくのは阻止できたようだとひとまず安心する。最近の吸血鬼は節度というものが欠けているらしく、一度に致ち死し量を超こえる血液を摂せつ取しゆすることも珍めずらしくないと聞いていた。

　振り向いた男の姿を見て、その階級が低いものと判断した中也は、いかにも性質たちの悪そうな相手を睥へい睨げいする。

　魔物でも人ひと形がたをした吸血鬼は、その造りが精せい緻ちなほど階級が高い。

　つまりは容よう姿し端たん麗れいであればあるほど能力の高い吸血鬼であるといえた。目の前の男はお世辞にも美しいとはいえない姿をしている。

　これが階級の高い吸血鬼でなくてよかったと安心するが、だからといって油断してはならないと気を引き締しめる。

「あんたの相手はおれだよ」

　高鳴る心音と引きつる頬ほおの筋肉を隠かくして、ゆっくり笑いかける。これも捕ほ獲かく作戦の一つだった。

　快楽主義の吸血鬼に、彼らが好む表情を見せつけておびき寄せる。ハイレベルな者には効かないが、低級吸血鬼には十分効果があるだろう。

　ハンターはその容姿も重要な武器であり、ハンターを継ぐ者は目を瞠みはるような美び貌ぼうや独特の雰ふん囲い気きを引き継いでいる者が多かった。自分の容姿で吸血鬼を虜とりこにするというのも、立派な能力の一つとみなされていた。

　今は鬼き籍せきの人となった中也の両親も存命中はそうとうな美男美女だった。兄の公也こうは凛り々りしく、誰もが憧あこがれるような存在で、中也は兄の容貌に比べると大きく劣おとる自分を知っていた。

　しかし、コンプレックスを感じているのは中也だけで、誰も中也が劣るなどとは思っていない。一ひと目めで男らしく憧どう憬けいを抱かせる公也と違って、繊せん細さいで危あやうげなガラス細工のような脆もろさを持った中也は、秘ひそかに愛めでられるような存在だった。

　けれども、まばゆいオーラを持つような容姿の家族に囲まれてきた中也にとって、自分はできそこないだという意識が強い。

　そんなコンプレックスを持ちながらもひねくれることなく育ってきたのは、生前の両親や兄が、中也に愛情をもって育てた賜たま物ものだった。中也とて七ヶ月前に突とつ然ぜん兄がいなくなるまでは、卑ひ屈くつになることなく、素す直なおに人の言葉を信じられる人間だったのである。

「おまえが相手だと？」

　予想通り、男は新たに現れた中也の存在に興味が移ったようで、さっきまで毒どく牙がにかけようとしていた女の存在など、もうどうでもよくなってしまったらしい。女にクルリと背を向け、中也に詰め寄った。

　中也は微び笑しようを浮うかべたまま、内心では冷静に男との距きよ離りを測る。

　──吸血鬼は、背後から心臓を一いち撃げきで仕留めなければならない。

　兄の公也から習った教えが、静かに心の底に響ひびいた。

　中也の力量で目の前の男を倒たおすには、このまますっぽり男の腕うでに抱きこまれるくらい接近する必要があった。

　男が一歩近寄るたび、ピリピリとした刺激が体を伝わり、顔をしかめたくなる。

　兄の公也のように、鋭えい敏びんな運動神経としなやかな体たい躯くの持ち主であれば、わざわざ相手の懐ふところに入り込んで油断させるような煩わずらわしいことはせずに、簡単に背後に忍しのび寄ることができるだろう。一流のハンターである兄と半人前の中也との違いはそこだった。

　新たな獲え物ものに狙いを定めた男は、値ね踏ぶみするように中也を見た。

　おぞましく感じる視線に耐たえて、中也はさりげない素そ振ぶりで髪かみを耳にかける。滑なめらかな首筋が見えるようにして誘さそい込む手段はマニュアル通りだ。

　男はゴクリと生なま唾つばを飲むと、その手を中也の首筋に伸ばした。男の喉のど元もとで獣けもののようにグルグルと鳴る音が恐怖を掻かきたてる。

（あと少し、我が慢まんしろ……っ）

　吸血鬼がその牙を剥むき出して、自分の肌はだに埋うめる瞬しゆん間かんを待つ。

　相手が一番無防備になるときを狙って、背後にそっと回したナイフで心臓を一ひと突つきするのだ。それが非力な中也に教えられた吸血鬼の倒し方だった。

　中也はワークパンツのポケットの中でナイフを握り締めた。それをそろりと取り出す。しかし、久々に吸血鬼と対たい峙じして緊張していたせいか、汗で滑すべった手のひらからナイフがするりとすべり落ちた。

（やばっ！）

　カシャンという金属音が、張り詰めた闇に響き渡わたる。

　目の前の男はハッとして地面に落ちたナイフを見やった。何度か地面でバウンドしたナイフは、乾かわいた音を立てながら転がるのをやめた。

　それを認めて、途端に男の目がカッと赤く光る。

「きさま、なんのつもりで……っ」

　瞬間、中也は男の許もとから飛び退のいた。お互たがいの間に十分の距離を取って、相手の出方をうかがう。

　有能な吸血鬼にいたっては暗示で人間の意識を奪うこともできると聞くが、この男にそこまでの能力はないようだ。それならば人間以上の特殊能力など持ち合わせていないはずだった。

「まさか、ハンターか？」

　男は中也の正体に思い至ったらしく、硬かたい表情でそう聞いてきた。

「まあね。気づくの遅おそいよ、おっさん」

「ぬかせ、小こ僧ぞうっ」

　襟えり元もとに伸びてきた腕をひょいとかわす。男に捕つかまりさえしなければ、身軽な中也のほうがこの場は有利だ。

「早くっ、逃げて！」

　中也は、あっけに取られた表情でことの成り行きを見つめる女に声をかけた。

　女は自分の置かれた状じよう況きようを思い出したらしく、男が中也と向き合っている間にそろそろとその場から逃のがれる。もう中也のことしか眼中にない男には、女が逃げ出すことなどどうでもいいようだった。

　目の端はしで女が遠くに去ったことを確かく認にんして、内心でホッとする。ハンターである自分がいながら怪け我がを負わせてしまうようなことだけは避さけたかった。

　吸血鬼との体格差を考えれば、この手で相手を退治するなど細腕の中也には無理な話だった。唯ゆい一いつの武器であるナイフも、数メートル先に転がってしまっている。

「どうした、おじけづいたのか？　ヤワなハンターだな」

　中也が攻こう撃げきを仕し掛かけてこないと知って、男は笑うように言う。ずいぶん余よ裕ゆうに見えるが、決して男に分ぶがあるわけではないことは分かっていた。

「……ヤワなって、あんた他ほかのハンターに会ったことがあるのか？」

　男のセリフが気になって、中也は距離を保ちつつ問う。

　吸血鬼がハンターに出くわすことは生しよう涯がいに一度か、せいぜいあって二度くらいだ。なぜならハンターに出くわしたときが、吸血鬼の命の尽つきるときだからだ。

「他のハンター？」

「そう。たとえば、背の高いオッドアイのハンターとか……」

　中也は兄の特とく徴ちようを挙げた。

　吸血鬼を前にすると公也は文字通り目の色が変わるのが特徴だった。遺伝的なものらしく、父親も右目だけ金色に光った覚えがある。

「知らんな」

「そう、だよな」

　もし公也と出くわしていたなら、今いま頃ごろ生きてはいられないだろう。

　なんてばかげたことを聞いているのだと、そんな判断もできなくなった自分を愚おろかに思って肩かたを落とした。

「くだらん質問はもういいか？」

「……うっ」

　一いつ瞬しゆんの気の緩ゆるみが、男につけ入る隙すきを与あたえてしまっていた。

　気づけば男の顔が予想よりも側にあり、肩を掴つかまれようとしていた。その把は捉そくから逃れるように飛び上がると、足元に転がっていたものにバランスを崩くずして地面に突つっ伏ぷした。

「いっ……つぅ！」

　カラン、カン、カン……という音で、さっき自分が蹴けり上げた空き缶かんに足を取られてしまったのだと気づき、情けないような悔くやしいような気分に陥おちいる。

　咄とつ嗟さに身を起こすが、足首に妙みような痛みが走って眉まゆをひそめた。

（ひねった？）

　けれども、それにかまっている暇ひまはない。痛みを堪こらえて立ち上がると、男の追つい撃げきから逃れて走る。

（マジでヤバイかもっ）

　痛みを訴うつたえる右足を引きずるようにして逃にげたが、前方には壁かべが迫せまっていた。これ以上逃げても行き止まりに追いやられるだけだ。

　瞬時にどうしようか考えを巡めぐらせていると、男の気勢をそぐかのようにガヤガヤと大勢の人の声が聞こえてきた。

「こっちですっ、早くっ！」

　女の声に先導されるように現れたのは、数人の男たちだった。さっき中也が逃がしてやった女が、助すけ太刀だちしようと人を集めて戻もどってきたようだ。それに気づいた吸血鬼は、チッと舌打ちをして素す早ばやく踵きびすを返した。

「あ、逃げる気だぞっ」

「そうはいくか！　追えっ」

　アルコールが入っているのか、血気盛んな男たちは逃げる吸血鬼を追いかけようとする。しかし、逃げ足は速かったようで、吸血鬼は男たちをかき分け路地裏の細道を縫ぬうようにしながら駆かけていった。

（逃げた……）

　吸血鬼の去って行った先を目で追いながら、中也は吸血鬼といえども相手を殺さずに済んだということに、心の隅すみでホッとしていた。

　吸血鬼を狩かることが生業なりわいのハンターであるというのに、いまだにこの手で倒たおすことに迷いが拭ぬぐえない。吸血鬼に妙な情が湧わいているわけでは決してなく、むしろ完全に敵視しているのにもかかわらずだ。

　人形をしているから余計に殺しにくいのだろうが、それでも相手は魔ま物ものなのに、なにを躊ちゆう躇ちよしているんだと、時折自分でも思うことがある。

（こんなおれだから、兄さんは黙だまって出て行ったんだ）

　ここ七ヶ月で覚えてしまった卑ひ屈くつな思考がむくむくと湧いて出る。自分で自分を嘲あざけるように、中也は薄うす笑わらいを顔に浮うかべた。







「つっ……、イテテ」

　なんとか愛車で自宅まで帰りついた中也は、無理やり洋間に改装した自室のベッドの上に倒れこむと、もうそれ以上動こうという気力を無くしていた。

　自宅は昔ながらの閑かん静せいな住宅街に建つ、純日本風の家屋だった。

　生まれ育ったその家を中也は古びた家だと言い放つが、奇き跡せき的にも戦火を逃れたその家は、有形文化財に指定されてもおかしくないような立派なものだ。

　もの珍めずらしいのか、この門もん扉ぴの前で写真を撮とっていく者の姿をたまに見かけることもある。けれども、こんな機能性の低い家よりマンションのほうがよっぽど便利でおしゃれだと中也自身は思っていた。

「病院行くしかない……か」

　挫くじいたのが右足だったおかげでバイクにも支障なく乗れたが、長時間の立ち仕事はかなりきつそうだ。もしこんな状態で再び吸血鬼に遭そう遇ぐうしてしまったら、うまく逃げ切れる自信はない。明日の午前中にでも診しん察さつを受けて、薬を貰もらってこようと思った。

　こんな情けない姿を兄に見られることがなくてよかったと、内心ホッとする。そして、兄の公也の姿を見なくなってもう七ヶ月が過ぎようとしていることを、カレンダーを眺ながめながらあらためて思った。

　季節は春から夏、そしてもう秋も真っ盛りな現在へと移り変わってしまっていて、この家も世帯主が不在なままでいることに慣れつつあった。

　中也の生まれ育った真崎家は、代々続く吸血鬼ハンターの家いえ柄がらだった。

　家系をさかのぼれば、中世の頃ころにたどり着くらしい。まだ科学が発達していなかった時代に、人命をおびやかす吸血鬼から身を護ってくれるハンターの存在はもてはやされた。

　それが近代になって、科学技術や生活水準が向上するにつれ、吸血鬼は闇やみへと追いやられ、それに呼応するようにハンターを生業とする者たちは急激に減少した。

　しかし、表面的に鳴りを潜めていても、吸血鬼は世界中のあちこちに潜伏していた。

　ハンターはその能力を弱めないために、親から子への完全な世せ襲しゆう制を守ることで、その特殊な能力や知識を現代まで受け継いできた。しかし、現代でハンターを継けい承しようする人間は、日本で三十人にも満たないと言われていた。

　兄の公也とともに、中也はハンターの後継者だった。とはいえ、二人きりの兄弟なので、他に後継すべき者はいないのだが。

　両親は中也がまだ小学校の低学年の頃に揃そろって亡なくなった。

　そのわけを聞いたことはないが、吸血鬼にやられたのではないかと中也は密ひそかに思っている。

　兄は決して両親の遺体を見せてくれなかったので、直接の死因は分からない。そしてそのことは、幼いながらに尋たずねてはいけないことだと感じていた。

　なぜならその話題を持ちかけようとすると、必ず兄が困ったような顔をしたからだ。兄を困らせることが分かって、今まで触ふれられずにいたことだった。

　けれども──。

　中也は社会に出て働きだした今、ものごとの分別もなんとなくわきまえるようになって、吸血鬼からの危害で両親は亡くなったという疑いを濃こくしていた。

　それが分かったからといって、もう十年以上も昔のことがどうなることでもないが、ますます吸血鬼に対する嫌けん悪お感は強くなった。

　両親亡き後は、十歳離はなれた兄によって中也は育てられた。

　公也は利発でしっかり者だったが、まだ未成年ということもあり、親しん戚せき筋や施し設せつに行くことを勧すすめられた。しかし、それを断って兄弟二人で生きていくことを決めたのは公也である。

　そのため、公也は兄でありながら父親のような存在だった。公也にとっても中也は弟を超こえた存在で、他ほかに家族がいなかったせいもあって、溺でき愛あいされて育った。

　中也が寒いと口にすれば自分のコートを差し出し、食べ物もまず先に中也へと与えてくれる。

　決して口数の多いタイプではなかったが、両親に代わる愛情を公也が与えてくれていたので、中也は寂さびしいと感じたことはなかった。公也が側にいてくれれば、嫌いやなことなど何もない。

　中也との生活を支えるため、公也は大学進学をあきらめてハンターになった。

　もっとも十五の頃から父親にハンターの手ほどきを受けていた公也は、すでにその才能を発揮していて、早くハンターを継つぐよう請こわれていた身である。

　しなやかな体たい躯くや身体能力の高さはもちろん、成年に達した公也は稀まれに見る美び貌ぼうの持ち主に成長していた。きりりと締しまった顔立ちは、少し甘さに欠けるものの誰もが認める美び丈じよう夫ふだった。それもハンターの才能のひとつというのなら、間ま違ちがいなく一流のものである。

　公也に足りない甘さは、中也が補っていた。幼い頃は「天使のよう」と評された繊せん細さいな美貌であわれを誘さそって、やたらと周囲の人間から物をめぐんでもらうことに役立った。子供が二人だけで生きていく上で必然と身についてしまったことだった。

　中也は自分の容貌があまり好きではなく、兄のようにかっこいい男になりたいと憧あこがれていたが、公也が自分の見た目について揶や揄ゆするようなことは一度もなかったおかげで、いじけた性格に育つことはなかった。

　その相貌から能力のレベルが推おし量れてしまうハンターは、平気で人の容姿をからかったりすることもあるのだ。男らしさに欠けた中也などは、ハンター仲間から嘲ちよう弄ろうの対象になりえたが、公也が睨にらみを利きかせていたおかげもあって、のびのび暮らしてきた。

　しっかり者の兄に守られていたせいで辛つらいことも知らずにきた中也だったが、高校卒業を控ひかえた頃、初めて人生の転機に見み舞まわれた。

　──兄が突とつ然ぜん家を出て行ったのだ。

　両親が亡くなったときも大変だとは思いもしなかった。幼かったせいもあって、身内がいなくなるということがよく理解できなかったせいもある。

　けれど、このときばかりは中也も呆ぼう然ぜん自失の日々を過ごすことになった。

　日ごろから全国を飛び回っていた公也は家にいないことも多いが、留守にするときは家にいない期間をしっかり告げていくような人だった。

　それが、中也が朝目を覚ますと、居間の樫かしでできた食しよく卓たくの上に一枚のメモを残して公也はいなくなってしまっていた。そのメモには自分を捜さがすなという言葉が一言のみ。どこへ行くともいつ帰るとも、一いつ切さい書かれていなかった。

　明らかにいつもとは違ちがうそのメッセージに兄の決意が表れているのを感じ取って、中也は初めて足元が崩くずれるような不安に襲おそわれた。

（おれが、こんなだから……）

　ジンジンしてきた右足首を手のひらでさすった。

　今でも兄が出て行った理由は分からない。

　兄に依い存そんしきっていた弟に嫌いや気けがさしたのか、それとも中也の知らないうちに、誰か大切な人ができたのだろうか──。

　いや、自分がこんな頼たよりない存在だから、公也は黙っていなくなったりしたのだろう。

　もし中也がもっと自立していたり、しっかりしていたなら、相談くらいはしてくれたかもしれない。今いま頃ごろこんな風に独りで膝ひざを抱かかえることなどなかったはずだ。

　それは、初めて深く中也が陥おちいった、自分に対する嫌悪だった。

　兄の庇ひ護ごがなくなってしまえば、自分なんてとてもちっぽけな存在だと、卑ひ下げした気分になっていたのが森田と出会った頃の中也だった。

　けれどもそれも中也の思い過ごしで、公也はどうやら大きなヤマを任されたらしいと、後でハンター仲間から伝え聞いた。

　公也ほどのハンターになれば、ただ闇やみ雲くもに吸きゆう血けつ鬼きを捕ほ獲かくするのではなく、企き業ぎようや個人などから特定の個体を狙ねらうよう依い頼らいされることがある。それはトップシークレットのため、中也などの半人前が知り得ることではないが、公也が単身で潜せん入にゆう捜そう査さをしているらしいことだけはかろうじて分かった。

　吸血鬼の群れにハンター一人で乗り込むなんて、背筋が凍こおるような話だ。

　公也が黙だまって家を出て行ったわけは、そういった事実を知ってからは自分に心配をかけないためだろうと思うようになった。もしかしたら中也に反対されると考えたのかもしれない。

「そんなの、心配するなってほうが無理だよ……」

　ごろんと仰あお向むけになると、カーテンの隙すき間まから青白い月が見える。淡あわくも光を放つそれは、余計に中也を不安にさせた。

　だからといって、自分には兄をサポートするような力もない。それになにより、中也には吸血鬼を殺すということに大きな抵てい抗こうがあるのだった。







　かかりつけの喬きよう木ぼく病院は、たいていいつでも混雑しているが、午前中の受け付け終了間ま際ぎわになるとぐんと患かん者じやが減ることを中也は心得ていた。

　地域に根付いた個人病院だが、内科から外げ科か、そして救命救急センターまで併へい設せつするような大規模の総合病院である。家から近いこともあって、具合が悪くなると出向くのは、必ずこの喬木病院だった。

　中也が幼い頃ころから地域住民に頼られていたような病院だったと記き憶おくしているが、ほんの五年ほど前に病びよう棟とうを新しく建て直したことをきっかけに科も増え、ますますその評判はよさそうだった。

　無事に診しん察さつを終え会計を済ませた中也は、薬局の前の長いすに座って自分の番号が呼び出されるのを待っていた。

　右足の怪け我がは捻ねん挫ざと診断され、軽けい症しようだった。

　昨夜あれから患かん部ぶを冷やしたのがよかったのか、痛みはほとんどない。そのため、病院までの道のりもバイクで来ていた。この程度の怪我なら、店で立ちっぱなしも苦ではない。

　滞とどこおりなく営業できそうでよかったとホッとする。そんな真面目まじめな性格ではなかったはずなのに、店のことを心配している自分が別人のようで、なんだかおかしい。

（でも、こんなおれのことも知らないんだよな。兄さんは）

　自身に対する嘲あざけりにも似た独り笑いを浮うかべると、ポーンという音とともに中也の待つ番号が呼び出された。

　少し右足をかばいながら、カウンターまで歩み寄る。

「真崎中也さん、のみ薬と外用薬が出てます──」

　薬やく剤ざい師しの男から事務的な説明を聞くともなしに聞いて、薬を受け取る。そのとき微かすかに指が触ふれ合って、ビリッと電流のようなものが身体を駆かけ抜ぬけた。

「あっ」

「……っ！」

　お互たがい咄とつ嗟さに手を引いた後、顔を見合わせた。

　状じよう況きようだけを説明すれば、二人の間に静電気が起こったことになる。けれども中也は、それが単なる静電気ではないと知っていた。

　言うなれば、センサーと同類のものだ。

「すみません、痛かったですよね」

「あ、いいえ」

　薬剤師に謝られて、怪あやしまれないよう相手を窺うかがった。静電気を発したのはむしろ自分のほうだというのに、内心で申し訳なく感じる。

（人間、だよなぁ。どこからどう見ても）

　年の頃は二十代前半。身長一七〇センチに少し欠ける中也よりほんの少し体つきはよさそうだが、細身ながらもごく一いつ般ぱん的てきな体型である。顔立ちも柔やわらかくおとなしそうで、人目を惹ひくような派手なタイプではない。

　どう見ても怪しいことのなさそうな人間を相手にセンサーが働くなんて、これは一体どういう意味なのだろうかと首をひねった。

「どうかしました？」

　あまりに不ぶ躾しつけな視線を送ってしまっていたのだろう。男はやや不ふ審しんげな視線を中也に向けてくる。

「べ、別になんでも」

　中也はごまかすように笑うと、薬を雑にデイパックに詰つめてカウンターを離はなれた。背後から「お大事に」という声が聞こえてくる。

　病院の廊ろう下かを歩きながら、妙みような形でセンサーが働いた意味を考える。あの薬剤師はれっきとした人間に思えた。それなのに反応するということは、なぜなのか。

（ま、いっか。あれくらいの反応なら、見張る必要もないだろう）

　なぞは深まるばかりだったが見過ごすことにして、中也は外来用出口とは逆の方向へ進んだ。

　バイクを停とめた駐ちゆう輪りん場じように向かうには、非常用出口から外へ出るのが一番の近道だった。長いこと喬木病院に通っているせいもあって、そういうことまでよく知っている。

　駐輪場は非常用出口から出てすぐのところにあった。中也がその鉄の扉とびらを開こうと手を掛かけると、身体からだを縦に電流のようなものが走った。

「センサー？」

　薬剤師を前にしたときとは違ちがい、明らかな反応だった。この感かん触しよくは、間違いなくいるに違いない。

（でも、こんな昼間に!?）

　通常、こんな明るい時間からセンサーが働くことは稀まれだった。しかも今日に限っては二度もだ。吸血鬼の暗あん躍やくする時間は夜と決まっているので、ますます妙なことだ。

　吸血鬼はまだ遠くにいるらしく、体で感じる電流のようなものも微び弱じやくだった。

　中也は病院の職員に咎とがめられないよう堂々とした態度を取りながら、センサーに導かれるようにその先を辿たどる。

「ここ……？」

　病棟の端はし。まるで倉庫のように両開きの頑がん丈じようなドアの上には、親切にも『リネン室』と書かれたプレートがあった。

　吸血鬼がこの中に潜ひそんでいることは間違いないようで、中也の体は耳鳴りすら引き起こしてしまっている。体が危険を訴うつたえているようにも思えたが、中也はポケットからこっそりナイフを手のひらへ移すと、しっかりそれを握にぎりしめた。

　閉へい塞そく的なところは嫌いやだとビクビクしながら、静かにノブを回す。

　鍵かぎはかかっておらず、するりと音もなくドアは内側へ開いた。室内には上部の明かり取りの窓しかないようで、薄うす墨ずみのような闇やみが広がる。

　内に入るのをためらって隙間から中を覗のぞくと、吸きゆう血けつ鬼きらしき魔ま物ものの姿はなく、微かな明かりの中に二人の男の姿があった。

　一見して医者と患者のようだ。

　長白衣を纏まとった長身の男が、パジャマ姿の若い青年の首筋をすっと撫なでる。もちろんこんな場所で触しよく診しんしているわけではなく、その手つきは妙な艶つやを含ふくんでいた。

「先生と、こうして二人きりになれるのを、夢見てました」

　患者はうっとりするような目つきで医者を見上げる。

「それは光栄だ。こんな人目を避さけた場所に誘さそわれたということは、そういうつもりだと考えていいんだろうね」

「おとなしく帰らせるようなら、リネン室なんかに呼び出してません」

「そうか。聡い子は好きだよ」

　こういった場面に慣れきったような二人の会話が聞こえてきた。

（ラブシーン……か？　男同士で……？）

　今にもキスを交かわしそうな二人の様子を見てはいけないと思うのに、なぜか目が離せない。それどころか、息を殺してそっと数センチのドアの隙すき間まから、二人の成り行きを見守ってしまう。

　それは、医者の姿があまりにも艶やかに見えたからだろう。

　特別なものは何も纏っていない、簡素で禁欲的な白衣姿だというのに、その衣類の隙間から男の持つフェロモンのようなものが流れ出ている気がする。きっちりとネクタイを締しめてストイックな恰かつ好こうをしているというのに、なぜそんな風に感じるのか不思議だった。

　目を凝こらして顔を見れば、三十代半なかばの男は凄すご味みすら感じるほどの美び貌ぼうの持ち主だった。薄うす暗ぐらいところで見ると、日本人離ばなれしたノーブルさが全体的に漂ただよっている。

　人間離れした男の美貌に中也が心を奪うばわれていると、男の口元で何かが光ったのを感じ、我に返った。

「マズイ……っ！」

　男の口元からは、立派なエナメル質の牙きばが二本出ている。しかし、恍こう惚こつの表情をさらした青年には見えていないようだ。

　それを男はゆっくりと白い首筋に突つきたてようとしている。間違いない。あの男は吸血鬼以外の何物でもない。

「待ったっ！」

　中也は間かん一いつ髪ぱつのところで、男との間に体を割り込んだ。

　なんとか血を吸う前でよかったと内心で安あん堵どするが、男は突とつ然ぜん現れた中也の存在に驚おどろくことはなく、逆に中也の姿を認めて、微かに笑ったような気さえした。

　威い嚇かくのためにナイフを振ふりかざそうとした中也だったが、相手のその余よ裕ゆうぶりにあてられてしまったようで、ギュッと手のひらに握りこむことしかできなかった。

「食事の邪じや魔まをしにきたのかな？」

　ゆったりとした口調で男はそう言った。その態度が、まるで中也が覗き見をしていたことなど分かりきっていたようだと感じさせる。

　すらりとした鼻び梁りようにゆったりとした笑えみを作る口元は、まるで典てん雅がな英国紳しん士しのようだった。整えられた毛先を緩ゆるやかに後ろに流した髪かみの色は、濃こいブラウンとあって親しみやすい。けれどもこれほどの容色の男にまっすぐ見られたなら、うっとり見入ってしまうか逆に目を合わせづらいかのどちらかだろう。

　美び丈じよう夫ふは身内で見慣れているはずの中也でさえ、遠目ながらも口を開きながら見とれてしまったほどだ。間近で見た容姿もさることながら、それ以上にどこか人を惑まどわす魅み力りよくをかもし出しているように思える。

「これは愉ゆ快かいなお客さんのようだ」

　手足も思うように動かず、対たい峙じした相手を睨にらみつけることで精せい一いつ杯ぱいな中也のことを、男はまるで小動物を愛めでるような目つきをしながら、伸のびた牙を納めた。

　象ぞう牙げ色の牙が体内に取り込まれる様子をこんなに間近で見るような機会は今までになくて、中也はその模様をじっと見つめてしまっていた。

「前置きはここまでだな」

　男はそうつぶやいたかと思うと、中也の背後にいた青年に向かって手を振りかざす。すると、暗示によるものか、おとなしくしていた青年は、操あやつり人形の糸が切れたように突然地べたへ崩くずれ落ちた。

「な、なにを……!?」

　慌あわてて中也がしゃがみ込むと、青年はちょうど真新しいシーツが積み上げられたところに凭もたれるようにして気を失ってしまっていた。

「心配することはない。少し眠ねむってもらっているだけだよ」

「……！」

　ただ手を一振りしただけでそんなことまでやってのける男を目の前にして、中也は背筋が凍こおるような感覚を覚えた。

（間違いでないのなら……）

　こんな高度な技わざをいとも簡単にやり遂とげてしまう吸血鬼なんて、ほんの一ひと握にぎりしかいないはずだった。吸血鬼はその血の濃さによって、持ちうる能力に大きな違いがあると聞いている。遥はるか昔の始祖の血を多く受け継ついだ者は、身体能力や特とく殊しゆ能力で超ちよう人じん的な力を有するという。つまり、直系に近い者ほど能力が高いということだ。

　それが本当であれば、この男はピラミッドの、最高位にある者だった。

　中也のような未熟なハンターなど、男の力量をもってすれば一いつ瞬しゆんで昇しよう天てんしてしまうだろう。こんな小さなナイフなど何の役に立つはずもない。

　それに気づくと、カタカタと小刻みに体が震ふるえだし、手のひらのナイフは耳みみ障ざわりな金属音を立てて床ゆかに転がった。

「可愛かわいらしい顔に似合わず、物ぶつ騒そうなものを持っているようだね」

　その転がったナイフは、倒たおれ込んでいた青年の足元で止まった。彼は意識を奪われて眠らされているというのに、まだうっとりとしたような表情で口元を軽く開き、心地ここちよい夢でも見ているかのようだった。

　これも、この男のかもし出す魔的な能力の影えい響きようなのだろう。

「ハンター、か。近ちか頃ごろは吸きゆう血けつ鬼き撲ぼく滅めつキャンペーンでもやっているのかな？　今年に入って二度目だよ。そろそろＣＭの依い頼らいでもやってきそうな勢いだな」

「……二度目？」

　その言葉に、中也の体は反応を示した。

　もしかしたら、兄が追いかけているのはこの男ではないだろうか。自分では太刀たち打うちできないような相手だが、公也だったらなんとかなるかもしれない。

（けれど、この男がのうのうと生き延びているということは──）

　一瞬ばかげたことを考えそうになって、中也は無理やり思考を閉とざした。

「それは、おれ以外のハンターにも、最近会ったということか？」

　震える声をなんとか振り絞しぼる。まるで肺が空気のしぼんだ風船のようになってしまい、弱々しい声しか出なかった。

　それでもなんとか言葉をつむぐと、自由にならない口の代わりに精一杯男を睨む。

「だったらどうだというのかな。わたしがどんなハンターに遭そう遇ぐうしようが、きみには関係ないことだと思うけど」

「か、関係なくはない。おれだって、ハンターだ。……な、仲間の情報くらい知る権利はあるっ」

「まあ、そういうことにしてあげてもかまわないが、吸血鬼の仕留め方もろくに分かっていない半人前に、ハンターを名乗るような資格はあるのかな？」

　くすくすと笑うところを見ると、中也の真意が言葉どおりではないことに気づいているのだろう。

「それに、きみがハンターだと言うのなら、わたしを倒すのが先決じゃないのかい」

　すいっと男は一歩前に出て、中也との間合いを詰つめた。

　一八〇センチを越こえるだろう長身で中也を覗き込む。男にまっすぐ見つめられて、中也はまるでなにかに導かれるように、ぼんやり見とれてしまっていた。

　兄の安否だけでも確かく認にんしなければと思うのに、ミイラ取りがミイラになってしまうように、自分も床に倒れた青年と同じことになってしまいそうだと心の隅すみで思う。

　けれども微かすかに赤い光を孕はらんだ男の目を見つめていると、不思議にもそうなってもいいかという気分にさせられた。危険だと分かりながらも近づきたいと思ってしまう。

　体の震えは少しずつ収まり、心が目の前の男に向かって開いていくようだった。

「──目を、閉じていなさい」

　中也の深層に心地よい声が響ひびき渡わたる。初めて聞く声だというのに、どこか懐なつかしいような気持ちにさせられた。敵の声だと分かっているのに、なぜかそれは愛する者の声に聞こえる。甘味を含ふくんで、蕩とろけるように中也の心を侵おかす。

　安心しきってしまった中也は、忠実にその言葉に従ってゆっくり両目を閉じた。

「……っ」

　一呼吸の間のあと、中也の首筋に鋭するどい痛みが走った。

　硬かたく細長いものが、皮ひ膚ふを裂さいて体内に侵しん入にゆうしてくる。目を開けて確認せずとも、それが男の牙であることは直感で分かっていた。いや、目を閉じたときからこうなることは予想していたのかもしれない。

　滑なめらかなエナメル質の切っ先が分け入ってくる場所がとても熱い。まるで冷たすぎて熱く感じるようなどっちつかずの感覚だが、どちらでも変わらないように中也は思えた。

「はっ、あ……っ」

　しかし、そう感じたのもほんのわずかのことで、苦しさが快楽に変わった。

　男が血液を吸い上げる行こう為いが、なぜか中也の体を昂たかぶらせていく。一点に血液が集中するさまは、まるで性器を直接吸われているような感覚だった。そういうことをされたことはないが、リアルな錯さつ覚かくに見み舞まわれて中也は大きく喘あえいでいた。

「は……ぁ……あ！」

　初めて知る強い感覚に、快楽よりも不安感を大きくしてしまう。

　そろそろ十九になる中也だったが、他人に噛かみつかれることはもちろん、肌はだに触ふれられた経験など今までになかった。

　兄の腕うでの中の世界で育ってきたため、他人と交流を持つようになったのは、アズィルで働くようになってからだ。とはいえアズィルとて仲間でわいわい騒さわぐような店ではなく、中也の交流の程度などたかが知れていた。

「い、いやだ。や……め」

　勝手に体が興奮していく恐きよう怖ふに中也は悶もだえる。知らずに目じりへとうっすら涙なみだが溜たまっていた。

　公也の顔が頭をよぎったが、助けを求めても無む駄だなことは、今の精神状態でも理解できていた。その代わり、自分が今までどれだけ兄にガードされていたかを思い知ることになる。

（大切なものは、失ってから気づくっていうけど──）

　公也が側にいるかぎり、いくら腑ふ抜ぬけたハンターであってもピンチに陥おちいるようなことはなかったのだ、と。

「んっ」

　ずるりと牙きばの抜ぬけた感かん触しよくがして、中也は息をつめた。

　もうこれで終わりなのかと、急な失しつ速そく感に襲おそわれて物足りない気持ちを味わう。

「あ……」

　男が噛み痕あとを舌で舐なめるたびに、少しずつ興奮も治まってくる気がする。それもそのはずで、舌先が傷痕をなぞると、牙の埋うまっていた穴は不思議と消えてなくなっていた。

　脱だつ力りよくした中也は、シーツの山へと体を凭せかける。深く息を吸って、ドクドクいう心臓をなだめた。もう冬に向かっている季節だというのに、汗あせでＴシャツが肌に貼はりついてしまっている。

「疲つかれたかな。さすがに血を吸われるのは初めてだろうね」

　男は相変わらず涼すずしい表情で中也を見た。

　さっきは赤く見えた瞳ひとみの色が、今は濃こいブラウンに見える。危険を承知で近づきたいという気持ちももう消えてしまっていた。

　しかし、震えるほどの恐怖も不思議と感じない。

「なんで……あんたみたいなのが、こんなところに……」

　男の着ている白衣は偽にせ物ものではないだろうということは、染み込んだ薬やく剤ざいの匂においから分かった。吸きゆう血けつ鬼きが医師として活かつ躍やくしているなど聞いたことはないが、彼らの知能レベルが高いことを思えば不思議ではない。

「吸血鬼が医者をやっているのが、そんなにおかしいかい？　病院にいれば我々に必要な血液は入手しやすいし、医者という信しん頼らい性に惹ひかれて彼のように取り入ってくる者も多い。大変理にかなっていると思うがね」

　まだ目覚める気配のない青年を男は視線で示した。

「……ああ、きみにはいい場面を邪じや魔まされたんだったな。わたしの唯ゆい一いつの楽しみだというのに、困った子だ」

　少しも困っていないように、表情も変えずに男は笑った。

　その口調も微笑ほほえみも穏おだやかそうに見えるのに、腹の底でなにを考えているのか読めない相手だった。ただ分かることは、あまり関かかわってはいけない相手だということだ。

「そうだ、悪い子には罰ばつを与あたえることにしよう。──真崎中也くん」

「えっ」

　急にフルネームを呼ばれて、中也は唖あ然ぜんとする。

　別に名札がついているわけでも、もちろん自ら名乗ったわけでもない。それなのに、この男はなぜ自分の名前を知っているというのだろう。

「薬やく袋たいが落ちている。バッグの口はちゃんと閉めたほうがいいね」

　指し摘てきどおり、足元には薬の入った袋が落ちてしまっていた。そこにははっきりとした文字で中也の名前が記されている。散らばったそれを拾おうと、中也は薬袋に腕を伸のばした。

　けれどもその細ほそ腕うでは、薬に届く前に男によって掴つかまれる。

「な、なにす……」

「さあ、なにをしようかな？」

　男は掴んだ中也の腕の感触を確かめるようにしながら撫なで上げた。

「きみのような美しい若者の命を奪うばうのは、わたしの趣しゆ旨しに反するからね」

「命……？」

　ぎょっとして男を見ると、二の腕の辺りを強く掴まれる。

「心配することはない。人の命を安易に殺あやめたりしないよ。これでも医者のはしくれだ。それに──」

　男が腕を引き上げたせいで中也の体はグラッと傾かしいだ。バランスを取る間もなく腕の中に抱だきこまれてしまう。

「命を奪うより、こうしているほうがわたしの趣しゆ向こうに合っている」

　耳元で囁ささやかれて、男の意図に気づいた。

「また血を吸うのか……」

「もう十分だ。きみみたいな子は好物だから、歯止めがきかなくならないうちに自じ粛しゆくするとしよう」

　セリフとは裏腹に冷静な声が聞こえた。

「好物って、おれ、男……」

　例外がないこともないが、吸血鬼が好むのは一いつ般ぱん的に若い女の血だ。それは性の嗜し好こうと同じ位の割合だと中也は認にん識しきしていた。

「わたしはね、きみのような若くてきれいな男の子がいちばん好みなんだ。少年と青年の間でバランスを取ろうとしている年とし頃ごろがね。人生の中で一番美しい時期を愛めでたいと思うのは自然な欲求だよ。美的理念の一つだ。人間はどうも長く生きれば生きるほどアクが出てくるようだからな。そのアクが好きだというやつもたくさんいるが、わたしは美食家なものでね」

　中也の前にも若い男の血を吸おうとしていたことを考えると、冗じよう談だんではないらしい。

「ついでに言えば、若くてきれいで、さらに利発な男の子が好きなんだけどね。本当は、もっと世慣れしたタイプがいいんだが」

　中也を抱きとめていた腕が緩ゆるんだかと思えば、その手が腰こしを撫でる。

「ちょっと待て……っ」

　制止の言葉を告げる間もなく、違ちがう手がＴシャツの上から胸むな元もとを撫でた。

　いつもならバイクに乗るときは厚い上着を着ているというのに、診しん察さつの順番待ちをしている間に上着を脱ぬいで、丁てい寧ねいにもデイパックの中にしまい込んでしまっていた。几き帳ちよう面めんではないというのに、今日に限ってそんな行動を取っていた自分を恨うらむ。

「なにを……!?」

　布ぬの越ごしの微び妙みような感触が中也を戸と惑まどわせる。

　胸元を探さぐる手のひらは、そこにぷくりと尖とがった乳ち首くびを見つけると、柔やわらかな刺し激げきのまま執しつ拗ように攻せめ始めた。腰に回った手も、いやらしい手つきで撫で擦さすり続けている。

「やめろ、そんなの……っ」

　口では形ばかりの抵てい抗こうをするものの、少し前に血を吸われたときの記き憶おくが鮮せん明めいなせいか、血が逆流するような快楽に流されてしまいそうになる。

　腰を擦っていたひんやりとした手が、Ｔシャツの裾すそから忍しのび込んで脇わきを撫でた。きめ細かい中也の肌がざっと粟あわ立だつ。

「や、めろ……って」

　必死で逃のがれようと中也は体を捩ねじるが、簡単に脱だつ出しゆつできるほど男の腕は甘くはない。

「新鮮な反応だな。抱かれるのは初めてか？」

「あ、当たり前だろっ……！」

　抵抗しようと男の顔を見上げると、深い色の瞳に見つめられて身動きが取れなくなった。

（なんて、綺き麗れいな瞳なんだ……）

　自分の置かれた状じよう況きようも忘れて、男の姿に見入ってしまう。

　さきほど赤く光る目で見つめられたときは、まるで術にかかったように呆ほうけてしまったが、今度は容姿の美しさを目まの当たりにして、吸い込まれるように目が離せなくなっていた。

　中也が自分を見つめていると知って、男もつかの間手を止める。

　男はよくできた肖しよう像ぞう画がから抜け出てきたようだった。

　そういう印象をあたえるわけは、芸術的に美しいということもあるかもしれないが、それ以上に男から生き生きとした命脈が感じられないせいだろう。

　長らく続く生命を持て余しているような感じすら抱かせる。けれどもそれが退たい廃はい的なムードをかもし出していて、危き殆たいを孕はらんだ優美さを引き立てているようだった。健全なものよりも、危険なほうへ人の興味は強く引かれるのが常で、中也も男のそんな部分を敏びん感かんに嗅かぎ取ってしまっていた。

「無む垢くな者をわたしの色に染めるのも一興だな」

　ゆっくりと時を漂ただよってきたような穏やかな笑えみを浮うかべて男は言った。

　そんな風に流りゆう麗れいに笑う人を今までに見たことがなくて、中也はぼんやりとしてしまう。頬ほおはのぼせたように赤く染まっていた。

　空気が動いたと感じたときには、唇くちびるを重ねられていた。

（……！）

　少し冷たい唇が、柔らかく触ふれてくる。啄ついばみ、くすぐられて、また触れる。

　突とつ然ぜんのことに思考を閉とざした中也を置き去りにして、男は口づけを施ほどこす。

　中也はおとなしくされるがままだった。男が至し近きん距きよ離りまで近寄ったせいでふわっと香かおるかぐわしい匂いをかいで、くらくらしてしまいそうになる。まるで香こう気きに酔よったかのように、とろんと目ま蓋ぶたが落ちかかる。

「んっ」

　けれども息苦しくなって眉まゆ根ねを寄せると、見かねたように唇は解かれた。

「キスも不慣れとは、ますます愉ゆ快かいなことだな」

　肩かたで息を整える中也を見て男は微笑むと、もう一度唇を寄せた。

　今度は強く蹂じゆう躙りんするように舌が絡からめられる。柔らかな刺激の中に微かすかな欲望を感じさせられて、中也の体は急激に熱を持った。

　ギュッと細さい胞ぼうの一つ一つが縮んだように、強い緊きん張ちようをもたらす。舌先で前歯をくすぐられて、ブルッと背筋に震ふるえが走った。

（これが、キス……？）

　想像していたものとは全然違うことに中也は驚おどろく。唇が触れ合うだけなのに、こんなに快感が湧わくなんて思ってもいなかった。

「嫌いやじゃないだろう」

　囁くような問いに、危あやうく首を縦に振ふりそうになって踏ふみとどまる。

　男にもこの行こう為いにも嫌けん悪おは感じなかった。むしろ初めて味わう甘い疼うずきが体に凝こごってしまっていて、なんだか妙みような気分だった。

「……っ」

　けれども認めたくない一心で、中也は必死で横に首を振る。目ま縁ぶちを赤く染めた瞳ひとみで睨にらんでも、男を悦よろこばせる効果しかないということは分からなかった。

「うまくできたら、きみの知りたいことを教えてあげよう」

「知りたい、こと？」

「ああ。たとえば、最近吸きゆう血けつ鬼きを狙ねらい撃うちしているハンター集団について」

「え……？」

　のぼせてしまったように赤い顔をした中也に優やさしく言うと、男は艶なまめかしく色づいた中也の唇を指先で撫でた。

「舌を出して」

　おずおずと中也は舌を出す。それを搦からめとろうと男が顔を近づけた。しかし、舌が絡まろうという瞬しゆん間かん、不ぶ躾しつけな院内放送が二人の間を裂さいた。

『麻ま酔すい科か、門かど倉くら先生。至急医局までお越こしください。麻酔科、門倉先生──』

　唐とう突とつで早口な放送は、中也を我に返らせるには十分なものだった。

　現実に戻もどった中也はハッとして、男の腕うでの中でまたもがく。

「は、離はなせっ……」

「もうこれ以上なにもしないから、安心しなさい」

　男も中也から離れると、白衣の襟えり元もとを正す。そして、床ゆかに伸のびていた青年を揺ゆすって起こした。まだぼんやりとした表情の彼は、きょろきょろとあたりを見回している。

「呼び出しだ。もっとこうしていたかったんだがね」

「……麻酔科の、門倉先生？」

　さっき聞いた放送がまだ耳に残っていて、中也はそれを口に出した。

「ああ、そうだ。わたしに会いたくなったら、いつでも訪ねておいで。真崎中也くん」

　そう言い残すと、男は颯さつ爽そうとリネン室から出て行った。

　残されたのは中也と、事態がよく飲み込めていない青年だけだ。

「どうして、こんな……？」

　吸血鬼とハンターがばったり出くわして、殺し合いにならないまま別れることなんて、ふつうなら考えられないことだった。それも別れ際ぎわに、また訪ねて来るよう言うなんて、どうかしているとしか思えない。

　さらに言えば、麻酔科の医師としてこの病院に溶とけ込んでいるらしい男の行動はもっとどうかしている。

　吸血鬼は人の血を摂せつ取しゆして生きるいわば怪物だ。共同体の中にそんな異い端たんがいれば、いずれ正体はバレ、騒ぎになることは目に見えているというのに。病院にいるせいで血液を入手しやすいと男は言ったが、医者だからといってそんなに簡単に手に入れられるものでもないような気がする。

　しかし、男の能力を考えればそんな問題などどうにでも誤ご魔ま化かせるとすぐに考え直す。むしろ実生活において多少の不都合や壁かべがあった方が、あの男にとって退たい屈くつな毎日を過ごさずに済むのだろうとも。

　ハンターの出現など、楽しいイベントに過ぎないのだ。

「ああっ！」

　そして思い出した。あの男が気になることを言っていたということを。

　まるで兄のことを思わせるような口ぶりだった。これでは本当にもう一度男を訪ねていく必要があるだろう。

「麻酔科の門倉、か」

　覚えたばかりの名前を、口の中で復唱していた。
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　足の怪け我がが癒いえるのを待って、中也はアズィルを休んだ。

　自分から店を休みたいと言い出したのはこの半年の間に一度もなかったことで、森田は驚いていたものの、どこか嬉うれしそうだった。

　それは、まるでなにかを断たち切るように仕事に没ぼつ頭とうしていた中也が、仕事以外にやるべきことを見つけたようだと喜んでいるようでもある。休みのわけを聞いてくるようなことはしない男だが、彼なりに中也のことを心配してくれていたようだ。

　わざわざ店を休んでまですることとは、先日病院で出会った吸血鬼の尾び行こうだった。

　あれから中也は何度か病院まで行って、門倉という医師の情報を仕入れている。

　本名は門倉将しよう威い。病院でも評判の麻酔科の医師だった。

　三十二歳、独身と看護師は言っていたが、それは偽いつわりだろう。あそこまで秀ひいでた吸血鬼が三十二年しか生きていないなんてことはあり得ないことだ。

　男は、病院から少し離れた郊こう外がいにある立派な屋や敷しきに住んでいるという。いくら医者とはいえ、その歳の男が屋敷を持っているなんて、やはり不自然な話だった。

　情報を明かしたナースはうっとりとした表情をしていた。中也の感じる胡う散さん臭くささも、彼女の目にはミステリアスで魅み力りよく的に映るようだ。

　強い西日も沈しずんですっかり薄うす暗ぐらくなった頃ころ、職員用の通用口から出てくる将威の姿をその目で認めた中也は、素す早ばやくヘルメットを身につける。そして、愛車のバイクにまたがるとエンジンをかけた。

　将威は家から病院までを車で通勤していると聞いた。それならと中也は敵のアジトを尾行して突つき止めるつもりだった。

　一人で敵地に乗り込む勇気はないが、自分が将威に望んでいるのは病院でできるような話ではない。それならどこで接せつ触しよくするのがよいのか、将威に安全に近づくための偵てい察さつのようなものだった。

　職員用の駐ちゆう車しや場が見み渡わたせる場所で張っていると、やがてシルバーグレーのセダンが一台ゆっくりやってきた。ロータリーをぐるっと回り、滑なめらかな運転で国道に合流する。その運転席に将威の姿を認めると、間に車を二台挟はさんで跡をつけた。

　厭いや味みなくらい似合いな高級外国車には埃ほこりの一つもないようで、磨みがき上げられたボディに後続車のヘッドライトが跳はね返って中也は目を細める。乱暴にスピードを上げすぎることのない運転は、将威の見た目に似つかわしいほど紳しん士し的だった。

　喬木病院は、神奈川県にほど近い東京都下にあった。

　近年ニュータウンとして整備されて、今や人気の多いこの病院界かい隈わいだが、国道をしばらく下り横道に折れると、ひっそりとした景観に変わる。間に挟んでいた車もいなくなってしまい、中也は用心しながらも十分車間距きよ離りを保って尾行し続けた。

　徐じよ々じよに細くなる道を進み、なだらかな坂を登ると、その高台の上には鬱うつ蒼そうとした屋敷がそびえていた。

（都内にこんな場所があるなんて……）

　驚おどろくほど将威に似合った洋館だった。

　中央の入り口は尖せん塔とうになっていて、上部に瀟しよう洒しやなステンドグラスがはめ込まれているのが見える。元々は白いだろう壁には蔦つたが絡からまり、その建物の辿たどってきた年月を感じさせた。アーチを描えがく窓には幾き何か学がく模様のように格こう子しが組まれており、ガラスには色がついているのか、見た目に怪あやしく映る。今はもう使われていないだろう煙えん突とつからいつ煙けむりが上がってもおかしくないほど、管理が行き届いているように見えた。

　中也の想像どおり、目先の車は屋敷の前で停止した。

　ほんの二、三秒が過ぎると、重そうな門もん扉ぴが自然と内側に開く。その敷しき地ち内へと将威の車はスルリと入っていった。一台の車を招き入れると、重じゆう厚こうな門扉はまた自然と閉じる。

　中也はバイクのスピードを緩ゆるめて屋敷の正面へ近寄ると、エンジンを切って降りる。門に近づいたら自動で開閉する仕組みになっていないかと警けい戒かいしたが、そのようなシステムが取られているわけでもないようで、鉄の門はびくともしなかった。手で触ふれても何も起こりはしない。

　門の向こうは前庭になっていて、三十メートルほど先に入り口が見える。アプローチ以外は芝しば生ふが張はられているが、薄うす闇やみで見るせいか少なくともガーデンパーティーが行われるような健全な雰ふん囲い気きではなかった。

　高台にそびえる屋敷の向こうにぼんやりと青い月が浮うかんでいて、どこか不気味でもある。

「屋敷というよりは、ホラーハウスに近いな」

　綺き麗れいにメンテナンスされているというのに、建物の裏手に茂しげった林が空そら恐おそろしさを抱いだかせた。キィキィと鳴いているのは蝙蝠こうもりだろうか。

　よほどの用がない限り、この家には近寄りたくないと思う。

　けれども『怖こわいもの見たさ』とはこういうことをいうのか。子供の頃に大人おとなたちの目を盗ぬすんで廃はい屋おくに忍しのび込んだことを思い出す。今にも幽ゆう霊れいが出そうな不気味な屋敷で遊んだのは、かくれんぼだったか鬼おにごっこだったか……。

　中也は屋敷の外観を眺ながめているうちに、威い圧あつ感かんを抱かせるような見た目と違ちがってセキュリティーの手て薄うすさに気づいた。

　要よう塞さいにも思えるような建物だというのに、広い庭は番犬が放し飼いにされている様子もなければ、ガードマンが巡じゆん回かいしている姿も見られない。檻おりのような鉄てつ柵さくも、頑がん丈じようゆえに悠ゆう々ゆうと乗り越えられそうだ。

（冗じよう談だんじゃなく、いけそうかも）

　ふと思いついた中也は、バイクを木こ陰かげに隠かくすように寄せると、屋敷を囲うように張り巡らされた鉄柵に飛びついた。小学校の校庭にあったような登り棒の要領でよじ登ると、小こ柄がらな中也は楽に向こう側へ飛び降りることができた。

　クッションのような芝生の上に足を着いて、誰かに感づかれやしなかったかと耳をそばだてる。しかし異変を感じて飛んでくるような者は一人としていなかった。変わりに生暖かな風が中也の首元を駆かけ抜ぬけていった。

（なんだ、楽勝じゃん）

　少し拍ひよう子し抜けしながらも抜け目なく屋敷に近寄った中也は、窓からさす明かりが少ないことに気づく。広い家だというのに、正面玄げん関かんのポーチと隅すみの部屋にしか明かりが灯ともっていなかった。これはもしかすると、自分が想像している以上に住人が少ないのではないかと予想する。

（吸きゆう血けつ鬼きの巣そう窟くつかと思ってたけど……）

　せいいっぱい伸のび上がって、明かりがついている部屋の窓からこっそり室内を覗のぞき込む。うじゃうじゃ吸血鬼が隠れ住んでいるのだろうと思い込んでいた中也は、屋敷の中の人ひと気けが少ないことを知った。

　中也の覗いた部屋は、書しよ斎さいのようだった。手前には大きな木製の机が一つ。そしてその向こうには接客のための応接セットが置かれている。壁には熊くまや鹿しかの剥はく製せいが並んでいて、覗き見している中也を睨にらんでいるようにも見えてぎょっとした。

　その応接セットのソファに身をゆだねた将威の姿が見える。背広を脱ぬいでベストとネクタイという姿になった将威は、細い銀ぎん縁ぶちの眼鏡めがねをかけていた。それがいつにも増して知性を際きわ立だたせている。

　客なのだろうか。向かいのソファには一人の男が座っていた。

（仲間？）

　見た目には将威より少し若い、人間だとすれば二十代半なかばほどの男だった。

　精せい悍かんで凛り々りしい顔つきをしているが、将威とは異なった艶つややかな色気を含ふくんでいるように見える。なにもせずとも漂ただよってくるその妖あやしさは、魔ま物ものに属する者の独特のものだった。中也は調べるまでもなく男が吸血鬼だと断定する。

（この男もここに住んでいるんだろうか？　だったら、屋敷に踏ふみ込むのは得策じゃないな）

　建物は古くても機密性がいいのか、二人の会話が漏もれてくることはなかった。男の表情が真しん剣けんなせいもあって、余計に話の内容に興味が湧わく。あの会話の中で兄のことが語られはしないかと気が気じゃない。

　つま先立ちで伸び上がっていた中也は、中の様子を窺うかがうことに夢中になりすぎて、とうとうバランスを崩くずしてしまった。

「わ……っ」

　グラッと体が傾かたむいて、外がい壁へきに片手をつく。転ばずに済んだがかなり大きな物音をたててしまった。

（マズイ！）

　自分がここに潜ひそんでいることに気づかれはしなかったかと肝きもを冷やす。祈いのるような気持ちで中也はその場にしゃがみ込んだ。

　見つかった場合はどう逃にげ出そうか、その言い訳と逃とう走そうパターンをいくつか必死で考える。すると頭上の窓が突とつ然ぜん開いた。

「どうした、何の物音だ？」

　部屋の奥のほうから問う声が聞こえる。これは将威と対話していた相手のものだろう。ということは、今窓を開けたのは将威にちがいない。

　中也は覚かく悟ごを決めてギュッと目を瞑つぶるが、室内から窓の下は死角になっているらしく、拍子抜けするくらい穏おだやかな将威の声が聞こえてきた。

「野生のネズミかハクビシンだろう。あれらは夜行性だからな。最近は人間の社会に慣れて民家を我が物顔で荒あらしているようだよ」

　自分の姿が気づかれていないと分かって、中也は胸中で安あん堵どのため息をこぼす。そうと知れれば途と端たんに欲が出て、中也は二人の会話に耳をそばだてた。

「ははっ。あんたの敷地を荒らすとは、命知らずなやつらだな」

「なにをひとぎきの悪いことを言うか、氷ひよう牙が。わたしは博愛主義者だよ」

　将威は危険がないらしいことを察すると、窓辺から身を翻ひるがえして氷牙と呼んだ男の許もとへまた戻もどったようだった。幸いなことに、窓は開け放したままでいてくれたので、二人の会話は遠いながらもすべて漏れ聞こえてくる。

「それは思い違いというやつだ。おれはあんたと長年の付き合いだが、自分の叔父おじ殿どのがそんな慈じ悲ひ深い男とは知らなかったな」

「そうか。わたしも自分の甥がそんなことも分からない能無しだとは驚いたな。門倉の当主ともあろう者が」

（叔父に、甥……!?　それに、当主って……）

　大切なことが次々と聞こえてくる軽口を聞いて、中也は息を呑のんだ。氷牙というらしい男はやはり吸血鬼で、どうやら一族の当主という立場にあるらしい。

　将威の能力の高さを知っている中也には、甥であり当主でもある氷牙の身分が高いだろうことは安易に察せられた。

「当主だなんて、あんたが勝手に押しつけたようなもんだろう。あんたは人間の社会にどっぷり浸つかっちまうし、長男であるはずの堅けん森しんも家のことは捨てた気でいる。次男だっていうのに家か督とくを継ついだおれは、褒ほめられこそすれ馬ば鹿かにされる筋合いはないんだけどな」

「そのことに関しては感謝している。だからこうして協力してやっているだろう。本来なら医師の守秘義務に抵てい触しよくする情報だ」

　情報と聞いて中也は思わぬ拾い物をした気分だった。敵の手の内が知れるかもしれないと思うと、腹のあたりがそわそわしてくる。けれども早まりそうになる気持ちを抑おさえて、じっと会話に耳を傾けた。

「医師ねぇ。人間から化け物扱あつかいされている立場のくせに、人間の命を救うのか。おれには分からん心境だな」

「ああ、おまえは分からないままでいてくれたほうが助かるな。理解が深まって、氷牙までが人間に惚ほれでもしたら、とんだ厄やつ介かいだ」

「あり得ない話だな。人間なんてエサ以上でもエサ以下でもない。おれは堅森のように人間の、それも男を恋こい人びとにするような悪あく趣しゆ味みではないからな」

　どうにも理解できないと言いたげに氷牙は吐はき捨てた。

「──まあ、そういう者がいないと一族も滅ほろびの道を辿たどる一方だ。頼たのむからおまえはそのままでいてくれ」

「頼まれなくてもそうするさ。みすみす当主の座を明け渡わたすようなやつも、あんたくらいだけどな。一族のトップにいればなんでも思うままだ。それが好んで勤務医なんてしているとは」

「だから、地位とか名めい誉よとか、そういうのは性しように合わないんだよ。人間社会のしがらみも煩わずらわしいが、一族のごたごたに付き合わされるよりは、こちらの方がまだマシだ」

　話の内容から察するに、本来ならばしかるべき立場にあるはずの将威は、その地位を捨ててまで人間社会に紛まぎれて暮らしているらしい。

　紛れて……といっても、山の手にこんな立派な屋や敷しきを持っているのだから、一いつ般ぱん市民にはなりきれていないに違ちがいないが。

「よく言うぜ、陰かげの当主と言われているのを知らないわけじゃないだろう？」

「その呼こ称しようは、なんだかわたしが悪いやつのように聞こえるな」

　知ってか知らずか、平静な声で将威はうそぶく。

「ふん、いいやつだったためしがあるのか」

「何度も言うが、わたしは博愛主義のつもりなんだがね」

　そう将威が答えると、氷牙は「ハッ」と馬鹿にしたように鼻で笑った。

「……ところで、わざわざその当主のおれをこんなところまで呼び出すほど深刻な事態が起こっているのか」

「こんなところとは、家主のわたしに失礼な」

「おれにとって、人間社会はすべて『こんなところ』だ」

　よほど氷牙は人間が嫌きらいなのか、苛いら々いらしたように言う。

「ああ、本題に戻ろう。どうもおまえと話をしていると論点がズレて仕方ない」

「その言葉、そっくりあんたに返すよ。で、守秘義務を破っておれを呼び付けるような理由とはなんだ？」

「──帝てい和わ製薬のうわさを聞いた」

　将威の声が低くなって、話に真しん剣けん味みが加わる。これまで飄ひよう々ひようとした会話を交かわしていた将威だったが、ガラッと人格が変わったようだった。

　声しか聞こえていないというのに、中也は体が凝こごってしまったようになる。

　実力者独特の深みを持っているように思える声こわ色いろだった。

「帝和製薬？　製薬会社がおれになんの関係があるんだ？」

　話の行く末が見えないと、氷牙は訝いぶかしげに問う。

「帝和製薬が第一ケミカルの関連会社だと言ったら、わたしの言いたいことがわかるか」

　第一ケミカルの名を耳にして、中也は耳をピクリとさせる。それは中也たちハンターと最近付き合いを深くしている会社だった。

　現代の世の中でハンターの存在は特とく殊しゆ機密であるが、どこから嗅かぎつけるのか優ゆう秀しゆうなハンターたちには個人や企き業ぎようが吸きゆう血けつ鬼きの捕ほ獲かくを依い頼らいしてくることがある。

　この第一ケミカルは理化学研究をメインとした企業で、気前よく破格の報ほう酬しゆうを支し払はらうことから、ハンター仲間には名前が通っていた。

　もっとも中也のような半人前には縁えんのあるところではなかったが。

「第一ケミカルか。ここ十年ほど前からずいぶんのさばっている企業だな」

「ああ。われわれの仲間がどれだけ捕獲されたことか」

　ため息まじりに将威は言った。

「面おも白しろい話ではないことはたしかなようだが、それがどうした？」

「彼らは吸血鬼の有用性に気づいてしまったようだよ」

（有用性？）

　中也は将威の言葉に疑問を抱いだく。ハンターという立場上、吸血鬼の生態について詳くわしいほうだが、人に害を及およぼすことはあってもその逆は聞いたことがない。

　いったい、なにが人間に有用というのだろうか。

「どういうことだ」

「帝和製薬が新薬の開発をはじめたらしい。その新薬とは……不老不死の薬だ」

「ばかな」

　呆あきれ声の氷牙以上に、中也もそんな現実味に欠けた話を笑い飛ばしてしまいたくなる。たかが薬で長命が得られるだなんて、古いＳＦ映画ではないのだから。

「いや、あながち夢物語とは言い切れない話だ。吸血鬼のＤＮＡが解読されれば、不老不死の薬が生まれてもおかしくはない」

　見下げたような氷牙と違って、将威はしごく真面目まじめに言う。それが本物の医師なだけに言葉に重みがあった。

　将威の意見を聞いて、氷河も低く唸うなる。

「……ＤＮＡか。生体を調査するためにわざわざ生きたまま捕とらえていたのか」

「最近は吸血鬼も生け捕りが主流になってきているからな。今にして思えば、それも新薬研究のためだったんだろう」

　人のＤＮＡが解読されたことによっていくつもの特効薬が発見されたということは、中也でも知っている事実だ。吸血鬼のＤＮＡも解読可能というのなら、不老不死の秘密もやがて明らかになるだろう。

「だからといって、おれにどうしろというんだ」

「まあ、まだ動物実験の段階だ。治験まではほど遠いから安心していい。それに、たとえ開発が成功したとしても、倫りん理り的なことから承しよう認にんされることはないと思うがね。しかし、勢いづいた彼らは、最近腕うで利ききのハンターを揃そろえはじめたと聞いている。注意したほうがいい」

　そのセリフに、中也は兄を思った。もしかしたらそのハンターとは、公也のことを指すのではないのかと。

「腕利きのハンター？　それはどんなやつだ」

「さあ、わたしはよく知らないが──そこにいる彼なら知っているかもしれないな」

「そこ？」

　不ふ穏おんな声色が耳に届いた。

「ああ、窓の外だ。──出てきなさい、真崎中也くん」

「……っ！」

　咄とつ嗟さに名前を呼ばれて、中也は心臓が止まるほどドキッとした。いつからか分からないが、将威はそこで中也が自分たちの会話に聞き耳を立てていたことを知っていたのだろう。

　中也はというと、この場から駆かけ出したい感情に追いたてられていたが、体が見えないロープでがんじがらめにされたように動くことができなかった。

　頭の上方から中也の耳に、将威の靴くつがカツカツ音をたてて近寄ってくる様子が聞こえる。その革かわ靴ぐつの音は、ちょうど窓のところで止まった。

「中へ入ってもらおうか」

　身動きを取れなくしている中也の頭上から声を掛かけると、将威はまるで荷物を引き上げるかのように窓からその身を引きずり上げた。いくら痩やせているとはいえ五十キロは超こえている体だというのに、いともたやすく屋敷に入れられてしまう。

　見た目に筋肉質ではない将威だというのに、驚おどろくほどの力だった。

「くっ……」

　毛足の長い絨じゆう毯たんに膝ひざをつくと、まるでロープが外れたように中也の体は自由に動けるようになった。

「この人間はなんだ？」

　ソファに座ったまま、氷牙が胡う乱ろんな視線を向けてきた。体は自由になったというのに、その視線に射られたようにまた凍こおりついてしまう。

　氷牙の大きな存在感に圧あつ倒とうされて、声すら上げられなかった。

「ハンターだよ。優秀とは言いがたいがね」

「ふん。ネズミじゃなかったのか」

　さして驚くわけでもなく氷牙が問う。まるで、窓の外で音を立てたのがネズミではないことはとっくに分かっていたような口ぶりだった。

「小動物系には違いない」

「そうだな。ハンターにしては、なんて色気のないガキだ」

　値ね踏ぶみするような視線を向けられて、中也は耐たえきれずそれを逸そらす。色気がないとのコメントは、無能と言われているのと同じくらい不ふ名めい誉よなものとして中也の心を抉えぐった。

「はは。色気は足りないが、曲がりなりにもハンターだ。人ひと質じちにすれば、何かの役に立つんじゃないかと思ってね」

（人質!?）

　まるで初めから計画していたことだというように、将威はしたり顔で中也を見下ろした。そこまできて中也はやっと自分が将威の罠わなに嵌はまってしまったことを知る。

　要よう塞さいのような屋敷は見た目にそぐわず入りやすかったのではなく、中也が忍しのび込みやすいようにして誘さそっていたのだ。よく考えればこれほどの屋や敷しきで、警備が手て薄うすというのもおかしな話だった。

（冗じよう談だんじゃないっ）

　逃にげようと後ずさりしかけた中也は、自分の体がまた動かなくなっているのを知る。

「言ったばかりだろう、人質だと。少しおとなしくしていなさい」

　硬こう質しつを含ふくんだ声が、静かに命令するよう耳じ朶だに囁ささやいた。眼鏡めがねのアームが小さく金属音を響ひびかせる。

「そうだな、ひとまずここは定石どおり本人に質ただしてみるとするか。──きみはなにが目的で、ここに来たんだ？」

「……っ」

　囁くように将威は問う。心の底を暴あばくような将威の口調に鳥とり肌はだを立てるが、中也はその質問に答えはしなかった。

　中也にしてみれば、将威についての情報収集にただ本人を追いかけてみただけのことで、こんなに緊きん迫ぱくした展開になるなんてこと考えもしなかった。敵のアジトを外から眺ながめて、それで納なつ得とくするつもりだったのに。

「黙もく秘ひかな？　見たところ、われわれを狩かるためじゃないようだね。それなら第一ケミカルからなにを指示されているんだい？　洗いざらい話してくれれば釈しやく放ほうしてやってもいい」

　指示もなにも、半人前である中也と第一ケミカルの間に関係などなにもない。第一ケミカルが捕ほ獲かくを依い頼らいするのは、あくまで優ゆう秀しゆうなハンターのみだ。

　自分など縁のないまま一生を終えるのだろうと思うと、みじめな気持ちになる。

「そんなの、簡単に話すわけがないだろ」

　悔くやし紛まぎれに吐はき捨てる。第一ケミカルについて知り得ることはないのだと正直に白状するのがとても屈くつ辱じよく的だった。

「それなら質問を変えよう。きみが気にしていたハンターの情報。それはもしかして、オッドアイのハンターのことじゃないのかな？」

「オッド、アイ……」

　それはまさしく兄、公也のことだった。やはり将威は兄のことを知っているのだろうか。

「あんたが言ってた腕利きのハンターって、じゃあ……」

「ん、なんだ、知らないのか？　きみは第一ケミカル絡がらみのことで、あのハンターを捜さがしているのではないのか」

　中也が公也の仲間だと思い込んでいたらしい将威は、中也の持つ情報の乏とぼしさに疑問を抱いたようだった。

　ハンター同士という意味では、公也も立派な仲間だ。しかし、兄のように優秀ではない中也にとって、兄がよく行動を共にしていたハンターたちは兄の仲間という意識でしか中也にはなかった。それほどハンターとしての自覚が低いということだ。

　公也にしても、弟には吸きゆう血けつ鬼きハンターの真似まね事をさせているだけだった。中也はそれをよく知っているし、適性のない自分にはそれで十分だと思っていた。

「……違ちがう。仲間とか、そんなんじゃない」

　素す直なおにそれを認めると、中也は本当に何も知らない自分に落ち込んだ。

「だったらなぜわたしの周辺を嗅かぎまわるんだ。よほどわたしに興味があるのかな」

　面おも白しろそうに将威は言った。これが普ふ通つうの男ならニヤリとしたところだろうが、下品な意味合いを含んだ笑いだというのに、不思議と粗そ野やにはならない。その艶なまめいた表情に一いつ瞬しゆん思わず見とれてしまって、中也はハッと我に返った。

「べつに……あんたに興味があるわけじゃない」

「ふうん、そうかな？」

　赤くなった中也の言葉に説得力があるわけもなく、将威は信じてないような口ぶりで相あい槌づちを打つ。涼すずしげな視線を中也に寄せて、形のいい指先で頬ほおを撫なでてくる。

　その指が輪りん郭かくをなぞるように、ツ……と下りたかと思うと、顎あごを押し上げた。

「キスひとつでイキそうだったじゃないか。あんな顔を見せられては、わたしのことが忘れられなくて訪ねてきたのかと思ったものだが」

　まるで数日前のキスを思い出させるように、将威の指は唇くちびるをくすぐった。

「おいおい、おれの前でそういう話はよしてくれ」

　またぼんやりしそうになっていた中也は、割り込んできた氷牙のセリフによって再び現実へと引き戻もどされた。氷牙の前で恥はずかしいことを曝さらされていると知って、その屈辱にカッと頭に血が上る。

「兄さんを捜してるんだよっ」

「……兄さん？」

　中也は吐き捨てるように言うが、その直後、しまったと後こう悔かいする。しかし時すでに遅おそく、その言葉を聞いて将威は険しい表情を中也に向けた。

「あのオッドアイ、きみの兄だったのか」

　ずいぶんタイプが違うと言いたげに将威は中也を見た。

　つい兄との関係を口走ってしまったが、それは失敗だったかもしれないと暗い気持ちになる。短たん慮りよな自分にほとほと嫌いや気けがさしていた。

　やはり兄がいないと自分はどうもダメな人間だと思い知らされたようで、きつく唇を噛かんだ。

「捜しているということは、行方ゆくえ知れずなのか」

　その問いに中也は答えなかった。しかし、将威はそれを肯こう定ていと受け取ったようだ。

「そうか、だからわずかな情報を頼たよりに、ここまで単身乗り込んできたというわけか。たしかにハンターについて情報を持っていると仄ほのめかしはしたが──」

　たったそれだけのことで、まさかここまで追いかけてくるとは思わなかったのだろう。予想外のできごとを愉たのしむように微かすかに口元を綻ほころばせる。

「ふうん、そうか。いなくなってた、ね。それは行方知れずとは少し違ちがうな……」

「えっ？」

「きみに居所を突つき止められないように身を隠かくしたんじゃないか。きみの兄さんは」

「……身を隠した？　なんで？」

　まるで将威にその震ふるえが伝わるほど、中也は動どう揺ようを見せた。

　仕事だなんて大義名分で、やはり自分は気づかない間に公也から嫌きらわれるようなことをしてしまったのだ。今までなるべくわがままは言わないようにしてきたのに、何がいけなかったのだろうと必死で考える。

　疑ぎ心しん暗あん鬼きになってしまっている今の中也は、どうしても物事を悪い方向に想像してしまいがちだった。

　泣きそうな表情で必死に喰くらいつく中也を見て、将威が穏おだやかな表情の裏でほくそ笑えんだことなど気づくはずもない。

「それはもちろん、きみを避さけるためだ」

「違う！　だって、兄さんは潜せん入にゆう捜そう査さって……」

「潜入捜査？」

　将威の鋭するどい眼差まなざしを受けて、また余計なことを口走ってしまったと中也は気づく。

　ますます追い込まれた中也を見て、将威は笑みを深めた。

「肩かたすかしなくらいちょろいハンターだな。生かしておく価値もなさそうだ」

　それまで二人の会話を聞くともなく聞いていた氷牙は、空気を断たち切るかのようにそう言った。

「まあそう言うな。これでも利用価値は十分にあるんだ。そうでなかったらわたしが闖ちん入にゆう者しやをわざわざ招き入れるわけがないだろう」

「利用価値？　こいつにねぇ……」

「半人前だが、これでもハンターだ。彼を囮おとりにすれば仲間をおびき寄せられる。それに、彼の血はなかなかいい味をしていたよ」

　ふふと微かに笑った将威を見て、中也はおぞましいものが背中を這はう感かん触しよくを覚えた。そして同時に、病院のリネン室で血を吸われたことを思い出し、ブルッと震えが走る。あの嫌いやな感触の中には鳥肌が立つような官能が隠されていた。

　そして、初めてしたキスにも……。

「もう試ためしたのか。手が早いにもほどがある」

　将威の精力的な行動力に呆あきれたようで、どうとでもしろと言うように氷牙は言った。

「ああ、おまえに彼の魅み力りよくが分からないとは、気の毒に思うね。一度、医者に診みてもらったらどうだ」

　人間に対して嫌けん悪お感を抱いだく氷牙をからかうように将威は言うが、氷牙はそれに一いち瞥べつしただけで、将威の冗じよう談だんに付き合うつもりはないと態度で示していた。

「そんなわけだから、彼はわたしがもらうよ」

「ハンターを家に置くというのか。まあ勝手にすればいいが、寝ね首くびをかかれるのがオチだぞ」

「まさか。彼にそんなことはできないよ」

　中也の力量を見み透すかしたように笑いながら将威は言う。自分でもできないと自覚してはいても、人に図星をさされると腹の立つものだ。

　まるで自分を舐なめきったような将威の態度に、中也は屈辱的なものを感じて唇を噛んだ。







「なにを企たくらんでいるんだ？」

　使用人を呼んで中也を二階の部屋に軟なん禁きんさせると、胡う乱ろんな目つきで氷牙が問う。

「企むだなんて大おお仰ぎような。単に一人の人間を人ひと質じちにしただけだ。兄のことを話題にした時のあの子の反応を見ただろう？　母親に置き去りにされた子供のようだった。よほど大切に育てられていたのだろうな。あの子の兄とやらの過保護ぶりもうかがい知れるというものではないか」

　中也だけでなく兄のほうも弟のことを溺でき愛あいしていたのだろうと想像することは、とてもたやすいことだった。

　その愛情が中也に伝わっていないようだが、そうとう過保護にしているのだろう。急に行方知れずになったというのは、弟を可愛かわいく思うがゆえに中也を危険から遠ざける行こう為いにしか思えなかった。

　おそらく中也の兄は、第一ケミカルの仕事に一区切りがついて、ほとぼりが冷めた頃ころを見計らって帰宅するだろう。そんなことが簡単に予測されるが、将威はそれをあえて中也には教えないでおいた。

「おれはそんなことを聞いてるんじゃない。わざわざあんな子供を捕とらえてどうしようというんだ。……まさか、本気で気に入ったわけじゃないだろうな」

「さあ、どうかな──」

　氷牙の追及を婉えん然ぜんと笑うことで将威はかわした。

　将威の放つ言葉に困こん窮きゆうして、まさに小動物のように細かな震えまで起こしている中也を見て、どこか愉ゆ快かいに感じていた。わざわざ人質として捕らえようと思ったのは、そんな姿を目にしてしまったからだ。

　傷つくまいとしている姿が、どうにもいじらしい。あの少年を側に置いてどう可愛がろうかと考えると、これからの生活が楽しいものになりそうだ。

「なんでもいいが、ほどほどにしとけよ」

　人間に夢中になる気持ちが分からないとでも言いたそうに、氷牙は呆れた表情を将威に向けた。
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　それから中也の人質としての拘こう束そくされた生活が始まることになった。

　人質と聞いててっきり奴ど隷れいのような厳しい生活を強しいられるのだと想像していたが、その生活は意外にも快適で、中也などはとうてい味わうことのできない贅ぜいを尽つくしたものだった。

　中也に与あたえられたのは、屋や敷しきの二階隅すみにある部屋だ。実家にある自分の部屋のゆうに倍はあるだろう広い部屋で、一歩足を踏ふみ入れた瞬しゆん間かん、その時代がかった造りの豪ごう奢しやさに中也は心の中で感かん嘆たんした。

　一見して古い屋敷ではあるが、上品なペルシャ織りの絨じゆう毯たんには染しみの一つもなく、綺き麗れいに掃そう除じがされていた。外国人が住む部屋のように天てん井じようは高く、この部屋の中にいると、自分がいかに小こ柄がらなのか中也は思い知るようだった。

　家具類はすべて部屋の寸法に合わせたもののようで、年季が入って飴あめ色いろに磨みがかれたそれは、木目が綺麗な模様をなしている。これらのものは将威の趣しゆ味みでヨーロッパの西のほうから買い付けられたらしい。吸きゆう血けつ鬼きのルーツは東とう欧おうにあると思っていた中也は、その説明を聞いて少し可笑おかしくなった。

　南を向いて広い窓があるので、太陽光を大きく取り入れることができて日当たりもいい。もし人間が迷い込んでしまったとしても、ここが吸血鬼の邸てい宅たくだとは誰も思いはしないだろう。

　もっとも、中也の知る吸血鬼の中で太陽の光が苦手だという者はごく稀まれであったが。

　自分の家も相当古いものだが、この本格的な洋館はさらに年月が経たっているだろう。

（百年……いや、もっとかな）

　靴くつを脱ぬがずに過ごす部屋だというのに手入れが行き届いているようで、廃すたれた感じは一いつ切さいなかった。

　また、いかにも重そうなドアは、鍵かぎもついていないというのに不思議と開くことはできないが、軟なん禁きんされている以外はなかなか快適な部屋のように思えた。

　もちろん本来はセキュリティーのしっかりした屋敷で、無理にドアや窓をこじ開けようものならすぐに不ふ審しん者として締しめ上げると脅おどされてはいる。

　とにかく、生活のすべてがこの部屋でこと足りている。はじめて横たわる大きなベッドはくすぐったいくらいふかふかだし、部屋にある猫ねこ足あしの浴よく槽そうには、頃ころ合あいを見て執しつ事じが湯を満たしてくれる。

　そして、住居だけでなく、食事も立派なものが使用人によって運ばれてきた。

　屋敷に使用人は二人。執事とメイドのシンプルな組み合わせだった。もっとも将威しか住んでいない屋敷なのでそれで十分なのだろう。

　部屋の使い方を説明してくれたのはメイドの凪なぎ紗さだった。中也のイメージするメイドはヒラヒラしたワンピースを着てどこか浮うわついたところがあったが、凪紗は同じワンピースを着ているものの、良質な生き地じで作られたことがひと目でわかる上品なものだった。

　彼女は雑務や身の回りの世話をこなす立場にあるようで、必要なこと以外は語らず黙もく々もくと仕事をこなしている。

　実際にはどれくらい生きているのか分からないが、見た目には中也と同じくらいか少し年上といった感じだった。綺麗に整った顔立ちは生気に欠け表情も乏とぼしいが、その美び貌ぼうと一ひと筋すじ縄なわではいかない感じが将威の好みで選ばれたのだろうと思わせた。

　中也の神経がピリピリと反応することを思えば、彼女も吸血鬼なのだろう。

「朝食でございます」

　中也が押しても引いてもビクともしないドアを軽々と開けて、凪紗は部屋に入ってきた。基本的には吸血鬼に人間のような食事は必要ないので、わざわざ中也のために用意しているらしい。

　この屋敷は大きいが、生きものが息づいている気配はほとんどなく、専門のシェフなどは置いていないように思えた。

　それなのに毎度温かな食事が支給されて、これはどこで賄まかなっているのか、中也は単純な疑問として思う。この凪紗に料理ができるとは思えないし、吸血鬼は味覚があまり発達していないと聞いたことがある。人の血液が主食というのなら、当たり前のことのようにも思えるが。

　大きめのトレーには、紅茶にオレンジジュース、シリアルや卵料理、ベイクドマッシュルーム。ヨーグルトにフルーツといった品数も豊富な朝食が並ぶ。これも将威の趣味とする英国風ブレックファストだった。

　凪紗はそれを、本来なら優ゆう雅がにお茶を楽しむための小さいテーブルに置くと、静かに部屋を辞した。

　無む駄だなことは一言も話さない相手だというのに、凪紗が去ると広々とした部屋はシンとした嫌いやな静けさに包まれる。一つため息をつくが、美味おいしそうな匂においに誘さそわれて中也は椅い子すに座った。

　昨夜この部屋に連れてこられてすぐに夕食が出され、夜半にもお茶と軽いお菓か子しが振ふる舞まわれた。胃い袋ぶくろが活発になっているせいで、普ふ段だんなら食べない朝食に興味がそそられる。中也はフォークを取ると一人きりの朝食を平らげた。

　薄うす暗ぐらい日本家屋で育った中也にとって、朝日の注がれた部屋で洒落しやれた朝食を摂とることは一種の憧あこがれでもあった。それがこんな形で実現しようとは、夢にも思わなかったことである。せめて同じテーブルに打ち解けた相手でもいれば、楽しい朝食になるのだろうが、それは叶かなわないことだった。

　食事が終わった頃合いを見計らって再びドアが開けられた。

　そこには食器を下げに来た凪紗と共に、この家を取り仕切る執事の姿があった。

　黒木という名前の彼ももちろん吸血鬼で、見た目には将威と同じような年とし頃ごろだった。主君には絶対のようでかしこまった言こと葉ば遣づかいを崩くずすことはないが、そこはやはり吸血鬼の特性なのか、おとなしく従うだけのタイプではないようだった。

　朝から隙すきのない着こなしで、品のよさそうな三つ揃ぞろいのスーツを身に纏まとっている。

「おはようございます。おかげんはいかがですか」

　人ひと質じちの身である中也にも低頭な姿勢は変わらずだった。まるで大切な賓ひん客きやくのように中也に接してくる。

「悪くないから、そろそろ家に帰して欲しいんだけど。仕事もあるし」

　少しふてくされた口調で中也は言う。真っ向から向かっていきたい気持ちはあるものの、手厚いともいえる世話をしてくれる相手に反発することは大人おとなげないような気がして、こういう態度になってしまう。

　兄に育てられた中也は、他人に対してわがままを言ったりぞんざいな態度を取ったりすることができない性格だった。自分がそうすることで、親のいない子だからと悪く言われるのは公也だったからだ。

　わがままを言っていいのは兄の前だけ。だからよけいに兄に依い存そんしていたのだが、敵の許もとではいい子にしている必要もなく、必要以上に尖とがった態度になる。

　また、この日は食事もぺろりと平らげてしまい、こんな態度でも取らなければバツが悪かった。

「それはなりませんね。中也さまがご帰宅できるのは、ご主人様のお許しが出たときです。それに、新宿の職場でしたら長期休きゆう暇かを申しん請せいしておきました」

「は、何言って……？」

「実家の都合でしばらくは出勤できないと申し上げただけですが、あちらのオーナーさまは快かい諾だくしてくださいましたよ。こういう場合、水商売というものは話が早くて助かりますね」

　ぽかんと口を開けた中也に、黒木は一方的にまくし立てた。言葉は丁てい寧ねいで態度もへりくだっているが、口調に強い押しのようなものがある。

「ちょっ、待って。そんな勝手に……っ」

「勝手ではありません。将威さまからの命令です。無断欠勤にされてクビになるよりはマシでしょう。このお屋敷では将威さまの発言は絶対です。貴方あなたさまを生かすも殺すも、将威さまのご判断一つですよ」

「っ……」

　物ぶつ騒そうな物言いを黒木はする。ひんやりした口調に背筋を凍こおらせた中也は、思わず口をつぐんでしまった。

「……というのは少々大げさですが、中也さまのご待たい遇ぐうは将威さまのご厚こう情じようによるものです。普ふ通つうなら迷い込んだハンターなどは、即そく処分されるものですよ。命は狙ねらっておりませんから、ゆっくりなさってください」

　楽にするよう黒木は言うが、中也の命が将威の手中にあるのはたしかなようだった。今のところ握にぎりつぶされる心配はないらしいが、自分に利用価値がないと分かったら、その命すら危あやういということだろう。

　大人しくしている他ほかはなさそうだった。

「あの……」

　人質としての自分の立場を思い知って、ためらいがちに口を開く。

「なんでございましょう」

「あいつは、どこにいるんだ……？」

「あいつ？」

　眉まゆを引き上げた黒木は、咎とがめるように中也を見た。その鋭するどい視線に首をすくめると、中也なりに頭を働かせる。

「えっと、しょ、将威……さん？」

「疑ぎ問もん符ふは余計ですが、まあいいでしょう」

　渋しぶ々しぶといった感じで黒木は君主の呼び名に及きゆう第だい点てんをつけた。

　昨夜この部屋に連れて来られてから、中也は黒木と凪紗の二人としか顔を合わせていなかった。もしかしたら将威は、中也を捕とらえたことすら忘れているのではないだろうかと、疑わずにはいられない。

「将威さまは昨夜病院から呼び出しを受けて出て行ったきり帰っておりません。今宵こよいは月に一度の夜会ですから、お早いご帰宅になるとは思いますが」

「夜会？」

　聞きなれない言葉に中也が怪訝けげんな顔をすると、黒木は小さく咳せき払ばらいした。

「現代風に申しあげるなら、パーティーかと」

「パーティー？　何だそれ？」

　それはもちろん吸きゆう血けつ鬼きたちの集まりなんだろう。フロア中に吸血鬼たちがうじゃうじゃいる様子を想像しては、少し気が遠くなるのを感じた。ここで狩しゆ猟りよう本能が目覚めて血が騒さわいだりしないところが、中也のハンターとしての適性が低い証あかしといえよう。

「人間界に潜ひそんで暮らしている吸血鬼はわりとおりますからね、彼らの交流と情報交こう換かんのためにサロンを開放しているのですよ。将威さまは非常に人望がおありですから」

「潜んで、ねぇ……」

　昔に比べて少なくなったと聞くが、吸血鬼の数が少なくないことは、夜中に働くセンサーの回数の多さから中也も分かっていた。しかし、ハンターといえども吸血鬼の生態を何もかも分かっているわけではなかった。

「昨日いた人は？　ヒョウガ……とか呼ばれてたけど」

　中也があやふやに記き憶おくした名前を口にすると、黒木にまた冷ややかに睥へい睨げいされて「氷牙さまです」とすかさず訂てい正せいされる。

「その氷牙サマは人間のことが嫌きらいみたいだったけど、ここで暮らしていないのか？」

「あの方は門倉一族の現当主ですので、よほどのことがない限りコロニーから出ることはありませんね。人間嫌いで有名でもありますし」

「コロニー？」

　そういえば、兄からそんなことを聞いたことがある気がする。吸血鬼だけで暮らす集落があるのだということを。多くの吸血鬼は、そういった共同体を拠きよ点てんにして活動しているらしい。

「近所の人はみんな吸血鬼……とか？」

「ええ、近所どころか集落すべてですよ。めったに人間が踏ふみ入ることもない僻へき地ちにございますが、日本全国にいくつか点在しております。ふつうはそこで生しよう涯がいを送ることになりますが、中には将威さまのように自らコロニーをお出になったり、人間社会へ追放される者もおりますね」

「自らコロニーを出たって、あいつ……じゃなくて将威さんは当主だったんだろう？　そんなことって可能なの？」

「将威さまは当主ではなく、正式には第一後こう継けい者しやでした。それも先代に長い間お世よ継つぎが誕生しなかったから、渋々といった感じで」

　その先代というのも吸血鬼にしては生命力の弱い者だったらしく、将威は当主代理というような立場にいたらしい。しかし、どういうわけか人間社会に興味を持っていた将威は、先代である兄の跡あと継つぎとなる子供が成長した途と端たんに、家か督とくの継けい承しよう権を放ほう棄きしてコロニーを出たのだと黒木は説明した。

「現在の当主である氷牙さまも立派な方ですが、将威さまが上に立たれていた時代が長かったものですから、あの方を慕したっている者はいまだに多いのですよ」

「ていうか、門倉家の当主ってそんなに影えい響きよう力りよくがあるの……？」

「ええ、その血統は世界でも指折りかと」

「……っ」

　将威の身分を知って、中也はざっと全身の血が下に流れるような錯さつ覚かくを受けた。

　もしその話が本当なのだとしたら、自分はとんでもない相手のテリトリーにいるのではないか。将威を前にしたら、半人前のハンターの中也など子供と変わりはないだろう。

（なんで、おれ、こんなところに……？）

　そう考えると、ますます自分がこの屋や敷しきにいる意味が分からなくなる。将威は利用価値があるといったが、客観的に考えてこんな半はん端ぱなハンターに価値などあるようには思えなかった。

（あいつ、なに考えて……？）

　穏おだやかな口調でいながらも、ときおり口元に怪あやしい笑みを浮うかべる将威の意図が、ますます分からない。それでも中也には、情けなくもおとなしく屋敷にいることしかできなかった。







　今朝方執しつ事じの黒木が告げたように、夕日が沈しずむ頃ころになると、屋敷の階下がざわめき始めるのを中也は感じていた。月に一度の頻ひん度どでこの屋敷で開かれる夜会のために、吸血鬼たちが方々から集まっているらしい。その数が多くなるにつれ体内のセンサーが反応を見せ、さっきから中也は肌はだを粟立たせていた。

　二階の部屋にいるというのに、階下の広間ではなにやら華はなやいだざわめきが伝わってくる。時折、調子の高い笑い声まで響ひびいていた。

　その様子は人間たちのパーティーの模様となんら変わりがなかった。

（一人でこんなところで、何やってるんだろうな）

　特にすることのない人ひと質じちの身としては、その喧けん騒そうを感じて寂さびしさを覚えてしまう。

　黒木は今夜の支し度たくに大おお忙いそがしで、朝部屋に顔を出した以外は中也の許を訪おとずれることはなく、凪紗も定期的に様子を見に来るだけで世間話などするタイプではない。少し前に将威の車が敷しき地ちに入ってきたのを窓まど越ごしに見かけたが、本人がやってくることはなかった。

　こんな時に兄だったら、自分をひとりぼっちにすることはないのに……。

「兄さん……」

　広いベッドにうつ伏ぶせて、公也のことを思う。昨日将威は、公也がいなくなった理由を中也のことを避さけるためだと言った。その言葉は中也が潜せん在ざい的に抱いだいていた不安を呼び起こし、深く心を抉えぐった。

　そう考え出すと「潜せん入にゆう捜そう査さ」と仲間から聞いているものの、兄は本当は中也と離はなれたかったのではないだろうかと後ろ向きな考えに陥おちいる。甘やかされるまま兄に依い存そんしきっていたが、うまくやっているように見えて、本当は何もできない中也を面めん倒どうな存在に感じていたのではないかと憂ゆう慮りよしてしまう。

　兄に憧あこがれるあまり、自分の存在はちっぽけなものと萎い縮しゆくしがちであることを中也は気づいていない。

（やっぱり、いつまでたってもおれが半人前だから？）

　この屋敷にきてからずっと痺しびれている指先を中也は見つめた。

　こうしてハンターの証ははっきりと自分に現れているというのに、嫌いやだというだけの理由で吸血鬼退治から逃にげている自分のことを、とうとう兄は見限ったのだろうか……。

　どうしても悪い方向へばかりいく中也の思考を遮さえぎるように、部屋のドアが二度ノックされた。

「はい？」

　返事と同時にドアが開く。急に強く感じるようになったピリピリした痺れに、そこにいるのは将威だということを知る。

「騒がしくしてすまないね」

　将威は部屋に入ると、そこに小さな明かりしか灯ともっていないことに気づく。壁かべのスイッチを探さぐって、すべての電灯をつけた。

「別に。おれには関係ないし」

　まだ暗い気持ちを引きずっていた中也は、伏し目がちに返事をして、将威の視線から体を背そむける。

「きみは嘘うそをつくのが下手へただな。置き去りにされて拗すねているようにしか見えないよ」

「そっ、そんなんじゃねえっ」

　図星なこともあり、中也はむきになって顔をあげる。するとそこには、そんなことは予想していたと言いたげに微笑ほほえむ将威の姿があった。階下の騒ぎを抜ぬけてきたのか、手にはワイングラスが握にぎられている。上品な光こう沢たくを持つグレーのスーツには翠みどり色のアスコットタイを合わせていた。ラペルのフラワーホールに深しん紅くの薔薇ばらが一輪刺ささっていて紳しん士し然としていた。

　人ひと恋こいしさを見破られているようでバツの悪くなった中也は、赤くなってまた視線を落とした。

　将威は子供や動物を見るときのような慈じ悲ひ深い視線で自分を見ていた。

　敵であるはずの将威から愛いとしげに見つめられて、中也は大きく動どう揺ようしてしまう。

（なっ、なんだよっ……）

　自分は子供でも動物でもないというのに、なぜそんな風に見るのだろう──。

　恐おそる恐る将威を見上げた中也は、今度はその瞳ひとみに揶や揄ゆの色が浮かんでいることを知る。

「きみのお兄さんは大変だったろうね」

「……何がだよ？」

「ひとりぼっちにされると泣きそうな顔で悄しよう然ぜんとするだろう、きみは。そんな風に寂しがりやな兎うさぎのような弟がいたら、気が気じゃないだろうなと思ってね」

　自分の甘えん坊ぼうな部分を揶揄されたようで、頬ほおが羞しゆう恥ちに赤らんだ。

「同時に、そんなところが愛おしくてたまらなかったのだろうけど」

　この一晩のうちに中也の情報は色々と手に入れているようだ。自分のことで知らないことは将威にないような気すらする。

「愛おしいだなんて……」

　言葉を濁にごす中也を目の端はしで捉とらえながら、将威はベッドサイドに腰こしを下ろす。グラスに注がれた赤いワインが波立って小さな水音を立てた。

　将威のもたらす退たい廃はい的なムードには赤ワインがとても似合いで、中也はそれを見とれるような目つきで見つめてしまう。けれどもその自覚は本人にはまったくなかった。

「ひとりきりにして悪かったね。今夜は月に一度の夜会で大わらわだ。話し相手も置いてやれずにすまなかったな」

　将威に覗のぞき込まれるように言われると、中也は流されまいというように視線を逸そらした。

　しかし、そんななけなしの意地も将威にかかればひとたまりもない。中也は自分の片意地がどこまで続くのか不安になる。

「べつに、構ってくれなんて言ってない」

「それもそうだな。それにきみは人質だったね」

　強がる中也だったが、冷たく突つき放すように言われて、グサッと心臓を刺された気分だった。けれども、その痛みに知らない振ふりを決めこんで口元を引き締しめる。そんなことを言われたくらいで傷つきはしないと自分に言い聞かせた。

　実際に公也に長く守られてきた中也は、そういった仕打ちに弱く繊せん細さいな部分がある。今までは兄が楯たてになってくれていたので、傷つくことに不慣れな弱い人間だった。

　将威はわざとゆっくりとした仕草でワインを含ふくむと、葛かつ藤とうを見せる中也を楽しく観察していた。

「いつまでここに閉じ込めておくつもりなんだよ？　おれを人質にしても無む駄だだよ」

　踏ふみとどまった中也は、見たくない現実を必死で見つめながらそう言った。

「どういうことかな」

「たとえおれがあんたの屋や敷しきにいても、おれごときのハンターを助けるために誰かがやってくるとは思えない。あんた、そうとう強いやつみたいだし」

「どうかな？　きみのお兄さんならわたしを倒たおせるかもしれないよ」

　人間に倒される気など微み塵じんもないくせにそううそぶきながら、将威は中也の細い顎あごを指で持ち上げた。思いがけず将威の顔を直視してしまった中也は、慌あわててその手を振り払はらう。

　そんな初うい々ういしい反応を見て、将威はククッと喉のどの奥で笑った。

「……兄さんがおれを助けるためにやってくるなんて、そんなこと余計にないよ」

「ああ、そうだね。きみを置いて出て行ったんだったか」

　追い討うちをかけるよう将威はズバッと言った。中也は現実を突きつけられて息苦しくなるが、視線を逸らすことで必死に動揺を抑おさえる。

　細い体で懸けん命めいに耐たえている中也を、将威は何も言わず見下ろした。

「だから、おれは囮おとりになんて向いてないから、早く家に帰せ」

「さあ、それはどうかな……」

　残りのワインを飲み干した将威は、空になったグラスを手元から落とした。中也がそれに驚おどろいた隙すきに、その身はベッドへ沈しずめられる。

「あ……っ」

　中也はいとも簡単に、将威に唇くちびるを許してしまっていた。

　将威が含んでいたワインを直接口移しに飲まされて、中也はビクッと体を震ふるわせた。口内で温まったワインが抵てい抗こうもなく喉の奥へと流れ込んでいく。その感覚がなんだかひどく淫いん猥わいに思えて我が慢まんならない。

　胃の奥がカーッと熱を持ったように熱くなり、それが全身をほてらせた。

「やめっ……」

　抗こう議ぎの言葉は唇に吸い取られる。将威の舌は歯列をくすぐるようにして口こう腔くうを貪むさぼった。突然のことにおののいた中也が身を震わせると、将威はわずかに唇を離す。

「きみを帰したくないと言ったら？」

　将威はその凄せい艶えんな顔で中也を見つめて言った。

　背筋が震えるような美び貌ぼうにじっと見つめられて、相手は敵であるというのに心臓が早はや鐘がねを打つ。視線をさまよわせると、子供をなだめるように軽いキスをされた。

「わたしの許で暮らしなさい。──いいね」

　噛かんで含むような優やさしい物言いに、中也の心は揺ゆれていた。

　自分は脆もろい人間だ──。

　突とつ然ぜん公也に置き去りにされ、一人で生活するようになって、中也は初めてそれを実感していた。それまで兄が担になっていてくれた、父であり、母であり、よき師であり親友でもあった存在をすべて失うことで、一人では立っていられないような孤こ独どくと不安に押しつぶされそうだった。誰かがその不安を埋うめてくれるなら、縋すがってしまいたいくらい愛情に飢うえていたのである。

　そそのかされていると頭の隅すみで思いながらも、高こう雅がなその手を取ってしまいたくなる。それが男の持つ魔ま性しようというものだった。

　将威の望むことはなんとなく分かっていた。蠱こ惑わくなまなざしを注がれて、なにも感じない人間はいないだろう。それほどに将威は人を惑まどわす魅み力りよくを持っていた。

「今度はキスだけでは終わらないよ」

　ゾクッとさせる言葉を聞いて、体の芯しんが痺しびれたようになる。囁ささやかれる誘いざないに、どうなってもいいと思いはじめていた。けれども、ハンターとしての立場が中也にブレーキをかける。

　吸きゆう血けつ鬼きを狩かることは好きではないと言いながら、ハンターであることが中也の矜きよう持じだった。半人前を自覚していた中也は、自分がハンターでなかったら兄から必要とされなくなるのではないかと思い込んでいた。

「いや……だ」

　なけなしの抵抗をするが、その力は弱い。将威によって簡単にシーツへと押し戻もどされてしまう。

「もう待ったはなしだ。きみもそれを望んでいるんじゃないかな」

　表情を崩くずさず、ゆっくり近づいてくる。気品のある香かおりが柔やわらかく包んだ。

「……ん」

　中也に返事をする隙を与あたえず、将威は唇を重ねた。舌先を淫みだらに蠢うごめかして口腔に潜もぐりこんだ舌は、吸い付くように口内を蹂じゆう躙りんする。逃にげても舌を絡からめられ、擦こするようにして強く吸われる。

　淫猥な音を立てて吸われるたびに、腰の辺りがムズムズしてくすぐったくなる。

（やばい……おかしくなる……）

　初めて将威に教えられてから日も浅いキスはまだ不慣れで、中也を息苦しくさせた。キスだけでペースを乱されてしまう自分が恐くて、中也は将威のスーツの襟えり元もとをギュッと握にぎり締める。

（なんか、くらくらする……）

「も、ムリ……」

　はぁはぁと忙せわしなく呼吸を繰くり返す中也は、軽い酸欠状態にぼんやりしていると、一いつ旦たん唇を離はなした将威に目め尻じりを擦られた。どうやら涙なみだを溜ためてしまったらしいと知って、顔を赤らめる。

　桜色に染まった中也の頬を見て、将威は額を寄せる。

「キスひとつでそんなに瞳ひとみを潤うるませて……たまらないな。そういう顔をすると、ますますわたしのものにしたくなる」

　上品なダークブラウンの瞳に見つめられると、蕩とろけるように目ま蓋ぶたが落ちそうになってしまう。またあんなキスをされたらと、動どう揺ようと期待で胸が高鳴る。

　けれども中也は必死で身を捩よじった。

「や……やめ……っ」

「嫌いやだというのか。その状態で？」

　将威はＴシャツの上から中也の胸を撫なで上げた。キスで敏びん感かんになった身体からだは将威の指に触ふれられると、顕けん著ちよに反応を見せる。何度か軽く指先で弾はじいただけで、中也の乳ち首くびはぷくりと尖とがりだした。

「触さわるな……っ」

　じたばたと暴れる中也だったが、将威に伸のしかかられて逃げることは敵かなわなかった。

「そんな表情で言われて、鵜う呑のみにする男はいないよ」

　艶つや事ごとに慣れた将威には、中也の抵抗など楽しい演出にしかならないのだろう。乳首の先を摘つままれるたびに吐と息いきを漏もらす中也を見ては、悦えつに入ったように口元を緩ゆるめる。

「んんっ。ふ……」

　甘あま噛がみするよう口づけられて胸の尖りを指の腹で揉もみ込まれると、中也はもどかしくなって吐息を零こぼしはじめた。

「ほら、もうこんなだ」

　先せん端たんを指先が丸く撫でる。布ぬの越ごしのはがゆい刺し激げきがかえって我慢しがたい感覚を呼ぶ。もっとはっきりした刺激が欲しかった。

「あっ、い……」

　ジーンズの合わせに手を這はわされて、たまらずもぞもぞと腰こしを揺らす。

「ふっ、あっ」

　中也のささやかな抵抗はキスで止められる。

　厚いジーンズの布越しにも中也の反応を感じ取っていた将威は、慣れた手つきでベルトを外すとファスナーを引き下ろした。下着の中に手を潜り込ませて、中也の兆きざしたものをやんわり握り込む。

「嫌というわりには、こっちは喜んでいるようだね」

　キスを解いた将威は、唾だ液えきに濡ぬれた唇で囁いた。中也は男の扇せん情じよう的な姿を見せ付けられて真っ赤な顔をシーツに押し付ける。

「……！」

「恥はずかしがることはないから、感じていてごらん」

　将威がゆるゆると手を動かし始めると、中也は快感を堪こらえるように固く目を閉じる。他人の手に追い立てられて、刺激を恐おそれるようにシーツを掴つかんだ。

　時折零れてしまう嬌きよう声せいが、自分を自分ではなくさせてしまうようでたまらなかった。こんな風に乱れてしまえば、ハンターという自分を見失ってしまいそうで。

「こんなの、おれ……っ」

　中也の迷いを悟さとったのか、将威は考える余よ裕ゆうなど与えないとでもいうように、中也の頭の中を快楽で埋め尽つくす。濡れ事に長たけた将威を相手に、中也が理性を手放すまでには時間がかからなかった。

「あっ、もう……っ」

　小さな悲鳴とともに中也は手の中に放ってしまう。

　恐ろしいような愉ゆ悦えつが中也を襲おそっていた。他人から与えられる初めての快楽を知って、驚おどろきと罪悪感を知らされる。

「あ、やめ……！」

　最後の一ひと滴しずくまで搾しぼり取るように、将威は達したばかりの中也を扱しごき立てた。新たな刺激を受けて、中也の身体を貫つらぬくようにゾクッとするものが駆かけ上がる。

「んっ」

「本当にやめていいのかな」

　耳朶みみたぶにねっとりと声を吹ふき込まれると、中也はたまらず両りよう腕うでで目元を覆おおった。その隙に将威はＴシャツの裾すそから手を這わせて、邪じや魔まな布地を捲まくし上げる。脱ぬがされると分かっても中也は暴れだすようなことはしなかった。

「もっとよくしてあげるから、腕を退けなさい」

「……っ」

「ほら」

　将威に優しく促うながされる。言うことを聞かないのは嫌がっているのではなく恥ずかしがっているからだと知っているようだった。ビクッと震ふるえてしまうが将威に導かれるように、そろそろと腕を上げた。

　将威はまるで幼児を着き替がえさせるように、両腕を上げさせて中也のＴシャツを脱がす。その色気のなさに小さく吹き出した将威だったが、じっと目元を潤ませて中也が見上げると、うっすらとした笑えみを浮うき上がらせた。

「綺き麗れいな肌はだだ。傷ひとつない美術品のようだな」

　鑑かん賞しようされていると知った中也は、自分に絡みつく視線に身をすくめた。濡れたような瞳が羞しゆう恥ち心しんに伏ふせられるのを阻はばむように、将威は強ごう引いんに顔を上げさせる。

「な……！」

　一いつ瞬しゆんきつく将威を睨にらんだ中也だったが、顎あごを掴んだ指が離れると不安そうな眼差まなざしでそれを追う。無意識にしているであろう中也の仕草を見て取ると、将威はその手で頬ほおに触れた。

　はじめはビクッと身を硬かたくした中也だったが、大きな手のひらに頬を撫でられて、やがてうっとりするように目を閉じた。柔らかく肌を撫でるその手は、首筋を伝い下へ降りていく。中也が小さく反応した場所を丹たん念ねんに愛あい撫ぶし、まるで宝物を扱あつかうように優やさしかった。

　しかし、そんな行こう為いに安心したのもつかの間、中也の身体から余計な力が抜ぬけると、将威は待ち構えていたように強い愛撫で中也を喘あえがせる。

「はぁっ。あ、あ……やっ！」

　衣類をすべて剥はぎ取った将威は、中也の中心に手を添そえる。一度達して吐はき出したものでべとべとしていたそこは、精液の滑ぬめりも手伝ってすぐにまた硬くなる。

「もう勃たち上がっている。きみはここをこんな風に触られるのが好きなようだな」

「ダ、メ……。待っ……」

　皮ひ膚ふの薄うすい先の部分を手のひらで撫でられると、自然と腰も揺ゆれてしまう。先端からトロッと液が溢あふれるのが分かって、必死で快楽を霧む散さんさせる。

「そこ……ばっか、触んなっ」

　必死で言いつのり、将威の手首を押さえた。

「強情だね。ここだけじゃ足りないなら、こちらはどうかな？」

　そう言った将威は、性器から手を離して中也の片かた膝ひざを抱かかえ上げた。

　露あらわになった後孔に将威の指が伸のびる。指の腹で縁ふちを撫でられて、中也は息を呑のんだ。

　そこを使うだろうことはなんとなく分かっていた。けれどもこうしてそれを予感させられるように触れられて、緊きん張ちようが高まってしまう。

「くっ」

　精液にまみれた指が侵しん入にゆうすると、中也は殺していた息を吐き出した。思っていたよりも痛みがなかったことに内心で安あん堵どする。違い和わ感かんはあるが痛いというほどのものではなかった。

「ずいぶん柔やわらかいな。これで初めてなのか」

　感心したように将威は言うと、指を奥まで挿そう入にゆうし、また引き抜いた。

　ずるずると粘ねん膜まくを擦こする違和感に身を捩る中也だったが、何度か指が往来すると、そこに熱のようなものが集まってくるのが分かる。それに気づいたときには熱い吐息を零すようになっていた。

「うん……っ」

「ここがいいのかな？　抵てい抗こうするわりには、ぎゅうぎゅうに締しめつけて悦よろこんでいるようだが」

　将威は優しい口調で意地悪を言う。反論しようと口を開くが、言葉にならないか細い声が零れるばかりだった。甘く響ひびく自分の声に、淫みだらな行為に及およんでいる事実を突つきつけられた気分になる。

「こんなにわたしの指に絡からみついて……。淫いん乱らんな子だ」

「ちが……っ」

　中也が頭かぶりを振ふれば振るほど、将威は愉ゆ快かいだと言わんばかりに口元を引き上げる。

　やがて中也が自ら腰を突き出すようになると、将威は指を増やしていった。時折ふいを突いたようにかき回されて、濡れた水音が部屋に響く。

「ん、あっ、いや……」

「嫌いやか？」

　将威はくすっと笑った。中也が嫌けん悪お感からそう言っているわけではないと分かっているようだった。

　いたずらに中で指を折られて、ピクッと身体からだが跳はねる。自分でも堪えきれなくなってしまうような部分に将威は触ふれたようだった。我が慢まんがきかずに小さく身体を揺らす。

「あ……も、やだっ……」

　涙なみだ目めになった中也に一つ口づけを落とすと、将威は「まあいいだろうと」言って指を抜き去る。しかし、ホッとする間もなく体をごろんと伏せるよう反転されて、糊のりのきいたシーツが頬に触れた。

「もう少し腰を上げてごらん」

　なにかすごく恥ずかしい恰かつ好こうをさせられているような気がしたが、それもあまり気にならなくなっていた。平常心であれば絶対にしないようなポーズだというのに、従順に従ってしまう。

「おそらくこれが一番楽だから、力を抜いていなさい」

　頭をシーツに擦こすり付け、腰こしを高く掲かかげられる。ベルトの外れる金属音がして息を詰つめた。将威が猛たけった砲ほう身しんを取り出す姿を想像しては身体が熱くなる。

　疼うずくような体内を抑おさえていると、秘孔に熱いものが擦り付けられた。

「ぅん」

　それが将威の昂たかぶりだと分かって、キュッと入り口が窄すぼまる。将威の湿しめった先せん端たんは、そこをくすぐるように数度擦りつけると、ゆっくり中に入った。

「あ、あ、あー……」

　知らずに声が上がる。みっしりとしたものが押し入ってくる感覚に、苦しさにも似た気分を味わった。冷ややかな身と違ちがって、将威の雄おすは焼け付くように熱い。

「わたしが入っているのが分かるか？」

「くっ……」

　熱い塊かたまりが体内で息づく。スマートな将威からは想像つかないほどの存在感があった。内ない壁へきを押し入るように侵入されて空気が口から押し出される。

「ひっ、あ……っ」

「……蕩とろけそうだな」

　微かすかに掠かすれた声が耳に届いた。それが艶なまめかしい色を含ふくんでいるように思えて、中也は声に欲望を煽あおられる。体内が収縮したようで、将威が息を詰めるのが分かった。

「すごいな……食いちぎられそうだ」

　意思に反して体内が蠕ぜん動どうすることに中也は恐きよう怖ふを覚えた。自分はなんて淫らなんだろうかとその痴ち態たいが恐おそろしい。初めてされることを素す直なおに体が享きよう受じゆしている。

「あっ……あ……」

「分かるか？　きみの中が蠢うごめいてわたしを締めつけている。なんていやらしい体だ」

　愉たのしむように言いながら、将威は最さい奥おうまで腰を進めた。

「熱いな。熱くていい具合だ」

　自身を馴な染じませるようにぐるりと回されて、いやらしい音が耳に届く。

「やっ、動……かすな……！」

「嫌？　こんなにもきみの中はわたしに絡まってきているのに？　ずいぶんとろとろと柔らかくなった」

　誘さそうような官能的な声で囁ささやかれて、何もされていないというのに、またキュッと締めつけてしまう。

「そう、上手だ。もっと搾しぼり取ってごらん」

「ああっ」

　奥まで収まった将威がずるりと抜ける。襞ひだを捲られるような感かん触しよくに中也は身を震わせた。こんな風に腰を上げていては、その淫らな光景も将威の目前にさらされていることだろう。

「や、やっぱ、この恰好……」

　今さらながら取らされた体勢の恥はずかしさに眩暈めまいを覚える。身じろごうとすると、将威にまた深く穿うがたれて、脳が震ふるえるような刺し激げきを受ける。

「く……っ」

　トロッと自分のペニスの先から蜜みつが溢れたのが分かる。シーツに額を押し付けると、将威の手が前に伸びてきた。

「あっ、触さわるな……！」

　中也の抗こう議ぎもむなしく、性器に指を這はわされ扱しごかれる。それが将威の腰の動きと連動しているのだと気づいて、ぐずぐずに蕩けそうになる。

「うっ、んん……っ」

「こんなに滴したたらせて悪い子だ。もっと欲しいってねだっているようだよ」

　将威の繰くり返す抽ちゆう挿そうに合わせて中也の内壁は絡まるようにうねり出す。出て行こうとする将威を引き止めて離はなさないと言っているようだった。

「こんなの、知らな……っ」

　自分の意思とは関係なく動き出した身体を持て余して、中也は眉まゆをひそめた。強い快感を味わって、頭がおかしくなってしまったのではないかと恐こわくなる。

「きみの体は貪どん欲よくだな。こんなにいやらしくわたしを飲み込むとは」

　将威は滑なめらかな白い背中を撫なでると、中也は詰めていた息を吐はきだす。そのタイミングで将威は強く腰を打ちつけた。

「んっ、あ、あっ……」

　繋つながった部分は痺しびれていて、いいのか悪いのか感覚がもうなかった。けれどもヒクヒクと痙けい攣れんをしているから感じているのだと思う。初めて与あたえられる快感に中也はどうしていいのか分からず、シーツを握にぎり締めた。

「そこっ。したら……」

「イキたいか？」

　将威の問いに中也はガクガクと頭を揺ゆらした。言葉で返事をする余よ裕ゆうなどもう残っていなかった。

「また熱くなったようだな」

　少し息を詰めながら将威は言う。グリッと奥を抉えぐられて蕩けるような感触に、将威の言葉は嘘うそではないと知らされた。

「あ、あ、あっ」

　いっそう激しい抽挿をされると、将威の動きに合わせて声が溢あふれてしまう。額にびっしり汗あせを浮うかべて、中也は身体が小刻みに震えだすのを感じていた。

「も、もう……」

「いいよ。イキなさい」

　中也の絶頂を感じ取った将威に一ひと際きわ強く突つかれると、閉じた目の奥が真っ白になる。

「うっ、ん。……ああぁっ！」

　射精の際に強く締しめ付けた中也に引きずられるように、将威も低く呻うめいて熱い迸ほとばしりを中也の中に放っていた。







　沸ふつ騰とうしたような熱が引くと、息が整うのを待って中也はそっと目を開いた。

　視界には白いシーツの海。この上で男に抱だかれたことが夢であったような気がしたが、腫はれたように疼く体の奥が、情事は本当だったと語っていた。

『わたしの許で暮らしなさい。──いいね』

　将威の甘い誘いに手を引かれたように身を任せていた。

　それほどに心が誰かを求めていたかと思うと、自分の弱さが情けなくなる。それも、ハンターにとっては敵である男に、身をゆだねてしまうなんて……。

　しばらくぼんやりと物思いに沈しずんでいた中也だったが、ややあって静電気のような指先の痺れが治まっていることに気づいた。

（センサーの反応が、ない!?）

　ハッとして身を起こす。

　センサーとは、吸きゆう血けつ鬼きの存在を察知すると勝手に反応して敵の居所を教えてくれるものだ。中也はそれを指先の痺れで感じることができたが、ハンターの後こう継けい者しやとして生まれてきた者には何らかの形でその機能が備わっている。

　もしかしたら感覚が麻ま痺ひしているのではないかと、手のひらを握っては開くということを繰り返す。しかし、いつものような反応がよみがえることはなかった。

　吸血鬼は屋や敷しきの中にたくさんいるというのに──。

「どうした。痛めたのか？」

　将威は問いながら中也に近づく。どうやらタオルを湯に濡ぬらしてきたようで、身体からだの様子を見ながら丁てい寧ねいに汚よごれを拭ぬぐい取った。

　いつもなら、肌はだが触ふれ合うほど吸血鬼と接せつ触しよくした際には少し強めにセンサーが働くというのに、タオル越ごしとはいえこうして身体に触れられていても、無反応なままだ。

「そんなっ……」

　呆ぼう然ぜんとして自分の両手をじっと見つめる中也のことを不ふ審しんに思ったのか、将威は怪訝けげんな表情をした。

「どうかしたのか？」

「センサーが、働かない……」

　不安になって中也は視線を彷徨さまよわせた。

「なんだって？」

「あんたとこんな近くにいても、あんたのことが危険だと告げない……」

　ハンターとして生まれた証あかしであるもの。そのセンサーが働かないということは、どういう意味があるのか。

（ハンターではなくなったってこと？）

　最悪の答えを導き出して、中也は愕がく然ぜんとした。

　ハンターとしての仕事は望んでこなしていたわけではないが、こうしてその証が消えてしまうと足元が崩くずれたような気分になる。生まれながら具わっていた感覚がなくなった心細さもあったが、なにより自分がハンターでなくなることで兄との繋がりが切れてしまような気がして怖こわかった。

「ああ、きみたちハンターには、我々を察知する能力があったね」

「でも、それが……」

「働かないのか？　きみの中で射精したから、その影えい響きようかもしれないな。心配することはない、時間が経たてば元に戻もどるだろう」

　将威はいつもと同じ艶つやっぽい顔で、サラッと問題発言をする。こんなにも不安な気持ちでいるというのに、そんなことは大したことではないと言われたような気がして、中也はカッとなった。

「そんなことより、昨夜の話の続きを聞きたくないかな」

　タオルを置いた将威は、胸に優やさしく中也を抱きこんだ。

「そんなことってなんだよっ。おれには一大事なのに！」

　将威の腕うでを突っぱねるように中也は身じろぐ。しかし、それしきのことで将威の腕から逃のがれられはしなかった。

「──お兄さんの話をしてあげよう」

　抑おさえたような将威の声が耳じ朶だに入り込む。

「え……？」

「あの後に氷牙が、オッドアイのハンターと出くわしたそうだ。きみの兄と思われる男とね」

　思いもよらなかった話に驚おどろいて身じろぐと、腰こしに回った将威の腕ががっしりと拘こう束そくするように抱きしめてきた。

「きみがわたしの許で人ひと質じちになっていると告げたそうだ」

　ゲームでもするような楽しげな表情で将威は告げる。兄のことになると過か剰じように反応する中也を見て、にんまりとしているに違ちがいない。そんな自分を知って中也は乗せられてたまるもんかと平静を装おうとするが、心は千々に乱れていることなど将威にはお見通しだった。

「そんなの聞いたって、兄さんは……」

　特別何も感じたりはしないだろうと、笑いながら言おうとしたがうまく笑えなかった。こわばった表情のまま視線を泳がせる。

（兄さんはおれが人質になっていると知ったらどうするだろう）

　一度は決別した関係だからと、自分を見捨てるのだろうか？

　兄に置き去りにされた痛みに追い討うちをかけるように不安が押し寄せる。

「射るような目で氷牙を見ていたということだけどね」

「まさか」

「彼らはけん制しあっただけで別れたというから、今いま頃ごろはきみを助け出す手段でも考えているんじゃないかな？　兄弟再会の日も遠くはないだろう」

　言われた言葉を端はなから否定する中也を見ながら、あり得ないようなことばかり将威は告げる。だいたいにおいて、公也が家を出て行ったのは中也を避さけるためだと言ったのは将威なのに、そんな相手が自分を助けに来ることはないだろう。

（それとも、なにか企たくらんでいるとか？）

　訝いぶかしがって中也は将威の顔を盗ぬすみ見た。いつも微笑ほほえみを湛たたえている将威だったが、瞳ひとみの奥までは笑っていないということをもう知っている。腹の奥ではなにを考えているかなんて、きっと本人にしか分からない。

「兄さんをどうするつもりだ」

「さあ、どうしようかな。きみのお兄さんはわたしの好みと外れているようだから、酷ひどく扱あつかってしまうかもしれないね」

　楽しいことを想像したのか、将威はふふっと笑った。そんな男の腕の中にいて、中也はゾクゾクするものを感じる。決して逃にげられない檻おりの中に閉じ込められてしまったような気分だった。この男には逆らっても無む駄だなことだと悟さとる。

「それもきみ次し第だいだ。おとなしくわたしのものになるなら、きみの兄には手を出さないでおいてやろう」

「あんたの……ものに？」

「ああ。ただし、逃げるような真似まねをしたら容よう赦しやはしないよ。そうだな、きみではなくお兄さんを狙ねらおうか」

　冷れい徹てつな声が無情にも心に響ひびいた。この言葉は本気だろうと本能が悟る。

「──わたしのものになりなさい」

　将威に抵てい抗こうしても無駄だと諦あきらめた中也は、素す直なおにその条件を飲んだ。自分がこの屋敷にいることで兄の身の安全を保証してくれるというのなら、安いものだと感じる。

　それに何より中也は将威を憎にくみきれていなかった。

　自分に無茶な要求をしてくる相手だと分かっていても甘い視線や言葉を浴びせられて、興味が湧わいているのも確かなことだ。

「ふふ。美しき兄弟愛だな」

　将威は蕩とろかすように笑って、ゆっくりと中也に口づけた。







　将威と取り引きを交かわしてから、中也への扱いは少し変化を見せていた。

　初めは人質ということで屋敷の二階に軟なん禁きんされている状態だったが、将威のものになると決まってからは屋敷内を自由に歩くことを許された。あれほど頑がん丈じようだった部屋のドアも、今は簡単に開閉できる。

　人質に変わりはないのだが、自由が増えたことで居心地はそうとう良い。与えられた上質な衣類に身を包み、「三食昼ひる寝ねつき」を地でいっていた。

　外出は出来ないままだったが、屋敷の大きな書庫は中也を感かん嘆たんさせ、将威のいない日中のほとんどはそこで過ごしていた。

　勤務医である将威は朝から出かけてしまうため、その間の屋敷は黒木が取り仕切ることになる。時には近くに生息しているらしい吸血鬼が困りごとの相談に訪ねてくることもあるようで、そんな時は黒木が将威に代わって相手をしているようだった。

　午後には決まってお茶が出されるので、中也は給きゆう仕じする凪紗や黒木を無理やり付き合わせた。人間のように食事を口にしない彼らだったが、英国風を好む将威の嗜し好こうのせいか、紅茶の味は分かるようだった。

　寂さびしい気分に押しつぶされそうになりながら実家に一人で住み続けるよりは、精神的にも良い生活を送っている。

　もちろん兄のことが気がかりでもあるが、手を出さないと言った将威を信じるしかないだろう。温和な見た目とは裏腹に底知れぬ恐おそろしさを感じる時もあるが、卑ひ劣れつなことはしないだろうと思いたかった。

　そして、もう一つ気がかりなのは、ハンターとしての証あかしが消えたままだということだった。

　初めて将威に抱だかれてから、五日が過ぎようとしているが、時間が経てば復活するだろうと思われていたセンサーがまだ鳴りを潜ひそめたままだった。

　将威の言うとおり、吸きゆう血けつ鬼きと交わったせいでセンサーが働かなくなったのかどうかは分からないが、それを気にしてか将威はあれ以来自分を抱こうとはしなかった。キスやそれ以上の行こう為いをしてきても、体を繋つなげるようなことはしてこない。

『──わたしのものになりなさい』

　兄の無事と引き換かえに自らを捧ささげる覚かく悟ごを決めて承しよう諾だくした中也としては、なにか気勢をそがれた気分を感じていた。

「苦手なものでもあったかな？」

　広いダイニングで向かいのテーブルに座った将威が、フォークを運ぶ手を止めた中也に尋たずねてくる。向かいといっても、はじめて見るような大きなテーブルで、はっきり声を張って話さないと会話が聞き取りにくい。

　基本的に吸血鬼は食事をしなくても生きていけるはずなのに、将威は中也に付き合って一いつ緒しよに夕食を摂とるようにしてくれていた。その料理は街中にあるレストランがデリバリーしてくれているらしく、毎日違った料理がテーブルに並ぶ。

　メインのパイ包みにナイフを入れたところで中也が手を止めたので、中に嫌きらいな食材が入っていたのかと将威は思ったようだ。

「別に。好き嫌いはほとんどないよ」

　そう言い繕つくろって慌あわててフォークを口に運ぶが、途と中ちゆうで考えを変えた。

「でも、これは食べにくい」

　ナイフとフォークに慣れていないせいもあるが、幾いく重えにも重なったパイを崩くずさずに食べることは至難の業わざだった。皿の周りにはパイの皮がポロポロと落ちてお世辞にも綺き麗れいとはいえない。

　普ふ段だんの中也だったら文句など言わないのだが、悔くやし紛まぎれに何か言いたくなった。味は好みだったので、それくらいしか難点が見つからなかったのだ。

「そうか。それなら今度はもっと食べやすいものにしよう」

　しかし、将威はそんな中也を見て口元を微かすかに綻ほころばせる。慣れていないわがままを言ったせいもあって、落ち着かない気分になった。

「そっちこそ、こういうの食べて平気なの？」

「特に支障はない。栄養にはならないがね」

　将威はグラスに満ちたワインを口にする。それがまるで食物を流し込んでいるようにも見えてならなかった。

「もしかして、人間の食べものがあまり好きじゃないとか？」

　その問いに対して将威は答えず、「なにを気にしているんだ」と優やさしげなまなざしを向けて言っただけだった。

「食事は大勢でするほうが楽しいと人間はよく言うのに、違ちがうのか」

「違わないけど」

　けれどもそれは、気のあった仲間同士での話だ。自分を人ひと質じちにすると言ったかと思えば、必要のない食事を一緒に摂ろうとしてくる将威に落ち着かない気持ちにさせられる。

（おれのため？……ってことはないか）

　いくら優しい表情を取り繕っても、相手は天敵だ。自分のことを手なずけるためにやっていることかもしれないと、傾かたむきそうになる心を引き止めた。

「そのスーツも似合うね」

　将威から贈おくられたばかりの服を褒ほめられる。

　今着ている以外にも、二階の部屋のクローゼットには、数々の衣類が収められていた。すべて中也の体に合ったサイズで、ラペルの大きなテーラーカラーは英国風でいかにも将威の好みらしい。

　しかしそれも、自分を懐かい柔じゆうするための手段だろうと中也は思うようにしていた。それならば付け入られてしまう前にガードを張り巡めぐらせておこうと。

「普段、食事とかはどうしてるんだよ」

　これはハンターとしてのリサーチだと中也は自分に言い聞かせる。

「それはこの間も言っただろう。病院にはわたしに血を吸ってもらいたがっている人間がたくさんいると。屋や敷しきにはきみもいることだしね」

「おれたち人間は食事と同格かよっ」

　中也は音を立ててナイフとフォークを置いた。将威が吸血鬼である以上、そう答えるだろうことは予測できていたのに、実際に耳にすると嫌いやな気分になった。

「まあ、待ちなさい。少し落ち着いて。吸血鬼といってもすべてのものが人間に危害を与えるわけではない。我々を魔ま物ものと人間はいうが、基本的には紳しん士し的で……」

「そんなの詭き弁べんだ！」

　将威の言葉を遮さえぎって中也は立ち上がった。

　実際にハンターという立場にある中也が今まで対たい峙じしてきた吸血鬼は、だれもが自らの欲望に忠実だった。私欲に走り歯止めが利きかなくなった者たちに危険な目に遭あわされながらも退治してきたのだ。

　何人かの仲間を亡なくした。もしかしたら両親も吸血鬼にやられたのかもしれない。

　そんな環かん境きようで生きてきた中也が反感を覚えるのは、当然のことだった。

「ああ、きみたちハンターが出くわすような吸血鬼は、身も心も魔物に成り下がってしまったやつらが多いことはたしかではあるな。しかし、そんなのはほんの一部の者たちにすぎない」

「でもっ、もしかしたら兄さんだってそんなやつらに……！」

　最前線で活かつ躍やくしている公也が、吸血鬼に殺されないとも限らない。簡単にやられるような兄ではないと信じてはいるがその恐れは心の奥にこびりついて、いつまでも消えることはないだろう。

　しかし中也はそれを口にすることはできなかった。言葉にすれば現実になってしまいそうな気がしていたからである。

「やれやれ、また『お兄ちゃん』か。きみはよっぽど兄離れできない子供のようだな……いや、乳離れか？」

「なっ……！」

　からかってくる将威を真っ赤になって睨にらむと、中也は怒いかりに震ふるえる拳こぶしを握にぎり締しめた。

　しかし、そんな中也のことも面おも白しろがるような表情で将威は見つめてくる。しばらく視線をぶつけていた中也だったが、相手が怯ひるむことがないと知ると、そっぽを向くように視線をついと外してテーブルから離れた。

　椅い子すが倒たおれて大きな音を立てたが、それには構わずダイニングを後にする。将威の耳に聞こえるように足音を立てて階段を上がると、自分に宛あてがわれた部屋に入って乱暴にドアを閉めた。

　真っ暗な部屋の中に駆かけ込むと、ベッドに顔を埋うずめる。悩なやんだり落ち込んだりした時の中也の癖くせだった。

「兄さん……」

　一人になると、急に悔しさを上回るほどの寂せき寥りよう感がこみ上げてくる。中也はそれに耐たえるようにベッドカバーを握り締めた。このままでは、自分を独りにした兄を逆さか恨うらみしてしまいそうだった。

　将威には嘲ちよう弄ろうされたが、兄の公也はとても立派なハンターだった。

　中也が嫌いや々いやながらハンターをやっているのとは違って、中也が物心ついた頃ころには静かに自分の運命を受け入れていたように思える。代々続くハンターの家いえ柄がらに生まれ落ちてしまったというだけなのに、その身を犠ぎ牲せいにして吸血鬼から人間を守ると決めたのは、今の中也よりもずっと若い年頃のことだろう。

　その意志は固く、兄は自分の進む道を信じて疑うことはない。

　そういえば、中也がまだ中学生の頃に公也はひどい怪け我がを負って帰ってきたことがあった。まさに三日三晩意識不明で予断を許さない緊きん張ちようした日々が続き、四日目に意識が回復すると、中也はもうハンターなんて辞やめてくれと涙なみだながらに訴うつたえた。

　しかし、兄はそれを聞き入れることはなく、復調してからは自分の失態を恥はじるように、さらに自分に厳格になっていた。そんな兄を心配しながらも、これが生まれながらのハンターなんだろうと憧どう憬けいの思いで接していたわけだが──。

（兄さんは、本当にハンターになりたかったのかな……）

　今になって、ふとそんなことを思う。

　公也との距きよ離りが近すぎて、今までは考えたこともなかったことだった。けれどもこうして離れてみると、兄も一人の青年だということに気づかされる。完かん璧ぺきな人間なのだと思い込んできたが、自分のように迷ったり悩んだりすることがあって当然だろう。

「そう……だよね」

　それなら自分はどれだけ兄を聖視してきたのだろう。兄を正義のヒーローのように絶対的なものとする期待が、公也に無む茶ちやをさせていたのかもしれなかった。

　そんなことを、この年になって気づくなんて──。

　暗くら闇やみの中でぼんやりそんなことを考えていると、窓の外から慌あわただしい喧けん騒そうが聞こえてきた。数人の大人おとなが声を張り上げるようにして会話をしているようだ。

「こんな夜に、何事……？」

　緊張を孕はらんだ声はただごとではないだろうと、中也は起き上がって窓辺に近づく。

　二階に用意された中也の部屋からは微かに玄げん関かんポーチを見下ろすことができる。そこでは幾いくつかの人ひと影かげが忙せわしなく動いて、屋敷に入っていくところだった。その中には将威や黒木の姿があったような気がした。

　客を迎むかえに玄関まで出たにしては、どこか騒そう々ぞうしい感じだった。何かが起こっているらしいと、本能が中也に告げる。

（まさか、ハンターが来たとか？）

　ハンターは自分のことを助けに来るだろうと将威は言っていた。半人前のハンターを助けるために危険を冒おかしてまで敵てき陣じんに乗り込むなんて、そんなことはあり得ないと中也は思っていたが、階下のざわめきが異常にも感じられて淡あわい期待を抱いだいてしまう。

　とにかく一度様子を見てこようと、中也は部屋を出た。

　階下への階段を下りると、そこはちょうど玄関ホールだ。階段を下りきらないうちから非常事態が起こっているようだと中也は察知した。

　玄関の重いドアは開け放たれたままで、床ゆかには赤黒い液体が広がっている。それは人が歩いた後にずるずると続いているようだった。

「血……!?」

　残りの階段を駆け下りると、中也はその赤黒い液体の先を目で追った。すると奥へ続く廊ろう下かには、怪我を負ったらしい人を支えて歩く黒木の姿がある。凪紗は金属のトレイを抱かかえて奥の部屋へと走っていった。

「どうしたんだっ？」

　思わず中也は黒木の許に駆け寄っていた。黒木が重そうに肩かたで支えている怪我人を逆側から支える。相手は女性だったが中也と同じくらいの上うわ背ぜいがあって、気を失っているためずっしりとしていた。

「奥が医務室です。そこまで手を貸してください」

　十メートルほど先の廊下を黒木は視線で示した。そこはさきほど凪紗が入っていった部屋だ。この屋敷に医務室なんてものがあったことを中也は初めて知った。

「こんなに出血しているのに、動かして大だい丈じよう夫ぶ？」

　中也たちが一歩進むごとに自分の衣服に血液がしみ込んで重くなるようだった。こんな重じゆう傷しようの人間を動かすのは却かえっていけないのではないかと素人しろうとながらに心配になる。

「大丈夫です、彼女は吸きゆう血けつ鬼きですから。医務室までたどり着けば将威さまがなんとかしてくれます」

「吸血鬼……？」

　そう聞いて、中也は足を止めた。

（おれは、吸血鬼の命を助けようとしているのか……）

　吸血鬼の生命力は並外れて強い。たとえ瀕ひん死しの状態にあっても、適切な処置を受ければ一晩で復活してしまう。そうと知って、このまま手を貸してもいいのだろうか。

「中也さま──」

　まるで中也の戸と惑まどいを分かっているというように、黒木は中也を見た。静かな瞳ひとみを前にして、中也は自分が悪いことをしているような気分になる。敵の命を消し去るいいチャンスだというのに、それがとてつもなくひどい仕打ちのように思えた。

「あ、おれ……」

　迷いを断たち切れず困り果てていると、医務室の中から将威の声が聞こえた。

「おい、黒木。まだかっ」

　珍めずらしくも逼ひつ迫ぱくしたような将威の声だった。いつも柔やわらかく紡つむがれる将威の声がこんなにも荒あらぶるなんてそうとうなことだ。いくら吸血鬼であっても、もたもたしていたら患かん者じやの命に危険があるのかもしれない。

「中也さま、参りましょう」

「う、うん……」

　黒木の言葉に押されるように、中也は医務室へと向かった。はじめは重い足取りだったが、迷いながらも二、三歩進むと、後は医務室へとまっすぐ足が向いていた。

　重い木のドアを足で蹴けり上げるようにして開ける。

　室内で医い療りよう器具の準備をしていた将威は、ネクタイを外してワイシャツの袖そでを肘ひじまでまくり上げていた。勢いよく入ってきたのが中也だと知って、さすがの将威も一いつ瞬しゆん息を呑のむ。

「なぜ……？」

「人手もないし、たまたま近くにいたから……っ」

　言い訳がましい言葉を口にしながら中也は患者を診しん療りよう台だいに横たえる。青白い顔をした患者は、凪紗の手によって酸素マスクを当てられていた。

　こういったことは頻ひん繁ぱんにあるのか、凪紗もじつに手て馴なれた様子で将威に指示されるまま脈を測ってはその数値を報告する。

「プレショック状態だな。これだけの出血ならしかたないか」

　駆血しながらそう言うと将威は、血管に点滴針を挿さした。

「凪紗、バイタルチェックしていてくれ」

　将威はためらうことなく患者の衣服にハサミを入れて剥はぎ取ると、腹部の傷口をあらわにした。立ち去るタイミングを失ってしまっていた中也は、そのむごたらしく開いた傷を目にしてしまい、慌あわてて視線を逸そらせる。

「う……っ」

　小さな呻うめき声を聞いて、そこにまだ中也が残っていたことを知った将威は、一瞬手を止めて中也を見やった。

「ここは平気だから、早くシャワーでも浴びてきなさい」

　血を吸った衣服からは、錆さびたような臭においが立ち上っていた。手の平も真っ赤に汚よごれてしまっている。

「でも、そいつは……？」

　ひどい恰かつ好こうをしているというのに、吸血鬼の安否が気になって立ち去りがたい気分だった。

「大丈夫だ。処置も早いし大した怪我じゃない。これを乗り越こえればすぐにでも塞ふさがるような傷だ」

　すぐにでも傷が塞がるというという説明は、決して大げさでも何でもないだろう。一命を取りとめたのなら吸血鬼の生命力を持ってすれば、明日にはもういつもと同じ生活が送れるように思えた。

　それならと、中也は一安心して医務室を出る。後ろ手にドアを閉めると、廊下の壁かべに沿うように小さな影かげが目に入ってギョッとした。

　よく見るとそれは幼よう稚ち園えん児じくらいの男の子のもので、膝ひざを抱えるようにして座っていた。

（なんで、こんなところに子供が──？）

　一瞬疑問に思うが、医務室から出てきた中也を食い入るように見つめる視線を受けて、心当たりが思い浮うかぶ。中也は子供を驚おどろかさないよう静かな足取りでゆっくり彼に近寄った。

「……たすかる？」

　少し舌足らずな口調で男の子は話しかけてくる。

「もしかして、中にいるのはきみのお母さん？」

「……」

　子供はその質問に答えることはないが、じいっと見上げる瞳はそうだと語っていた。

「心配いらないよ。すぐに元気になるからね」

　やはり言葉はないが、ほんの少し周りの空気が緩ゆるんだように感じられる。子供を安心させたくて、にっこり微笑ほほえみかけた。

「こんな廊下じゃなくて、もっと明るいところで待っていれば？」

「……」

　しかし中也は、応接室で待っているよう言われたこの子供が、そこから抜ぬけ出して今ここにいるということを悟さとった。彼は一言も言葉を発することはないが、それが吸血鬼の能力なのか、不思議と心情を汲くみ取ることができた。

　誰がなんと言おうと、医務室の前から離はなれないという意志までもが感じられる。

「そっか。それなら無理すんなよ」

　子供のしたいようにさせてやればいいと思い、中也はそっとその場を離れて二階の部屋へと向かった。







（おれ、あんなこと──）

　傷ついた吸血鬼を助けるような真似まねを、なぜ自分はしてしまったのだろう。吸血鬼を殺さなければいけない自分が手助けをしてしまうなんて、とんでもなくばかげていることだった。

　強めのシャワーを頭から浴びて、血の汚れを落とす。渦うずを巻くようにして排はい水すい溝こうへ流れていく赤い水をじっと目で追った。

（でも、あの子供にしてみたら、母親が助かってよかったんだよな）

　あんな風に所在なげに膝を抱えている子供の姿を見てしまったら、親を亡なくすような目に遭あわせなくてよかったと安心する。

（あ……）

　同じだ──。

　自分も親を亡くした身だった。遺体を目にしていないせいで、実感がないまま今に至ってしまっていたが、もしあの子供のように命の危機に居合わせていたのなら、親の無事な姿を目にするまでは不安な気持ちのまま廊下にうずくまっていたことだろう。

　魔ま物ものと恐おそれられていても、彼らは親であり子供であることに変わりはないのだ。

（おれ、今までけっこう吸きゆう血けつ鬼きを退治したけど……）

　いくら半人前とはいえ、中也が一年で倒たおす吸血鬼の数は一人や二人では済まない。それを考えると、自分のやってきたことに罪悪感を覚え始めていた。

　相手は人間を襲おそってその生き血を糧かてに生きているような、厄やつ介かいな魔物だというのに。

　シャワーを済ませてパジャマに着き替がえた中也が濡ぬれた髪かみを拭ぬぐっていると、まるでタイミングを計ったかのようにドアがノックされた。入室を促うながす返事をすると、やはり着替えたらしい黒木が紅茶を携たずさえて顔を見せる。

「先ほどは手助けいただいて、ありがとうございました」

　コトリと茶器がテーブルに置かれた。

「助かったんだよな？」

　気づけば先刻の慌あわただしさは嘘うそのように、いつもの静かな夜が訪おとずれている。もう処置も終わってしまったのだろう。

「ええ、おかげさまで。今は薬で眠ねむっていますが、明日には全ぜん癒ゆすると思います」

「そ、か……」

　それを聞いて、中也は安あん堵どのため息をこぼす。吸血鬼の無事を知って安心している自分にギクリとして、動どう揺ようを隠かくすように紅茶を一気に飲もうとした。

「熱っ……」

　けれども猫ねこ舌じたの中也はろくに飲むことができず、おとなしくソーサーの上に戻もどす。

「あの者の負った傷は、ハンターにやられたものです」

「えっ？」

　視線を上げると、黒木はゆっくり頷うなずいた。

「大たい抵ていの吸血鬼は、ハンターに出くわしたなら一いち撃げきで仕留められますが、ごく稀まれに逃にげ延びる者もおります。そういった者たちの命を将威さまは救って来られました」

「あの医務室は、そのために……？」

「ええ。もちろん病気の治ち療りようもあそこでなさいますが、救命に必要な設備は整っております」

　ざっと見た限りそこは診しん療りよう所じよのようで、『医務室』というレベルではなかった。もうずっと長い間、あのような医い療りよう行こう為いが行われているのだろう。

「これを、見ていただけますか？」

　黒木は中也の前に立つと、おもむろにシャツのボタンを外しはじめた。中也の前で自らの胸元をさらす。

　突然のことになんだろうと目を凝こらすと、皮膚が引き攣れていることに気づく。そこだけがケロイドのように形成されていた。

「──かくいうわたしも、将威さまに救われた一人です」

「じゃあ、それは……」

「はい。ハンターにやられた傷きず痕あとです。吸血鬼であれば大たい概がいの傷はすぐに治りますが、さすがにずたずたになった肉片は再生しませんでした。今の医療技術ならもう少し綺き麗れいにできると将威さまはおっしゃいますが、自分への戒いましめのためにそのままにしてあります」

　そう言って、過去を恥はじるようにまた髪で耳を覆おおう。

「もう昔のことですが、わたしも心まで魔物になりかけていた時期があったのですよ。もちろん真っ当に生活を送っている者も多いですが、吸血鬼は快楽に流されやすい生き物。過去のわたしも無む秩ちつ序じよに人間を襲っていましたから、ハンターに狙ねらわれるのは当然のことです」

　黒木の言うとおり、人間社会にうまく溶とけ込んで生活している吸血鬼よりも、あちこちに出現して人間を襲う者のほうがハンターの目を引く。それなので、討とう伐ばつされる吸血鬼に寄せるような同情など、なくて当然だと思われていた。

「わたしの場合は、道みち端ばたで死にかけていたところを将威さまに拾われました。ずいぶんひどい状態だったと聞いております。嵐あらしの夜でしたからね。ぼろ布のようなわたしを将威さまは屋や敷しきへ運び、こうして生かしてくださいました」

「まさか……」

　普ふ段だんの将威からは想像のできない姿だ。冗じよう談だんか本気か区別のつきにくい軽口を叩たたいたり、甘く蕩とろけさせるような行こう為いを仕し掛かけてくる人という認にん識しきしかなかった。

（でも、ちゃんと医者の顔してたよな……）

　将威の姿にそぐわないような差し迫せまった声を聞いた。あの将威に黒木は救われたというのだろうか。

「それまでのわたしは、人間は単なる血液提供者としか思っておりませんでした。特にハンターなどは、わけもなく自分たちに襲い掛かかってくる者と憎にくんでおりました。しかし、将威さまにお仕つかえするようになって、あの方が人間にも愛情を持って接していると知ると、そういう風に考えていた自分が恥ずかしくなりました」

「愛情？」

「ええ。将威さまはああいう方なので滅めつ多たに本心はお見せになりませんが、人間と吸血鬼が共存できるように見守ってらっしゃるのですよ。そのような方に出会うことができたのも、あのときハンターに襲われたおかげだと思っております」

　その言葉を聞いて、中也はそっと視線を床ゆかに落とした。ハンターの使命がどんな意味を持つのか、すっかり分からなくなってしまったからだ。

　人間に恐きよう怖ふを与あたえる吸血鬼を撲ぼく滅めつすることは正しいことだと思っていた。しかし吸血鬼にとっては、一方的に異い端たん者のレッテルを貼はり一いつ掃そうしようとする人間こそ悪なのではないだろうか。

　中也の迷いを黒木は嗅かぎ取ったようで、それ以上は何も言うことなく部屋を出て行った。

「ハンター……か」

　一人になると、ベッドに倒れこむようにしてうつ伏ぶせる。

　生まれ変わった自分を誇ほこり、そして自分を変わらせた将威のことを尊ぶ黒木を目前にして、中也は暗あん澹たんたる思いでいた。

　どのくらいそうしていただろうか。それは長い時間にも思えたし、ほんの数分のことのようにも思えた。

　部屋のドアがノックされたかと思ったら静かにドアが開く。部屋に入り込んだ将威は、拗すねているような中也を見て小さくため息をついた。

「起きているんだろう？」

「ん……」

　声をかけられて中也はのっそり身を起こす。横たわっていたせいで目元を潤うるませた中也は、じっとりと将威を見上げた。その様子が、まるで留守番を強要された仔こ犬いぬのようで、将威の面に微び笑しようが浮うかぶ。

「黒木からだ。きみに感謝していたよ」

　将威は綺麗にカットされたクリスタルの器うつわに盛られたフルーツを中也の目前に差し出した。先ほどのお礼というわけなのだろう。

「いらない」

　しかしまだ吸血鬼の手助けをしてしまったことを受け入れきれずにいる中也は、むっつりとして顔を背そむけた。

「好すき嫌きらいはほとんどないんじゃなかったかな？」

　中也がこういう態度を取るわけを分かっているのだろう。将威はベッドの端はしに腰こしを下ろすと、フルーツの盛られた器をもう一度中也の視界に入れる。

「葡萄ぶどうもライチもオレンジも、食べるの面めん倒どうくさい」

「ああ、たしかに面倒なものばかりだな」

　苛いら立だった中也が八つ当たりのように言っても、将威は気にすることなく器の中を見て言った。

「それなら、手間を省いてあげようか」

「え？」

　将威はベッドの上に危あやういバランスで器を置くと、葡萄を一ひと粒つぶもぎ取った。器用な指先でつるりと皮を剥むくと、中也の口にあてがう。

　瑞みず々みずしい果か汁じゆうが唇くちびるに触ふれて、中也は少し口を開いた。その隙すき間まに滑すべるようにして果実が入り込む。甘い果汁が口に広がって、中也はごくりと喉のどを鳴らした。

「どう？　美味おいしいかな」

「……うん」

　喉元を過ぎてもふくよかな葡萄の香かおりはまだ口の中に広がっている。あれほどぎすぎすした気分でいたというのに、熟うれた果実のたった一粒が心を柔やわらかくする。

　中也の表情を読んだ将威は、もう一つ皮を剥いては中也の口元に運ぶ。果汁でべとついた自分の指先をペロリと舐なめては「本当にいい味だな」と言って微笑んだ。

　思わずその表情に見入っては、頬ほおを赤らめそうになるのを必死で抑おさえる。自分では到とう底てい真似まねできないような男の艶つやが浮かんでいた。

　まるで子供扱あつかいされているようだと文句をつけながら、プイと顔を背ける。

「わたしからすれば、きみなんて幼子のようなものだ」

　それを聞いてギクリとする。中也にはなんとなく将威の年ねん齢れいが分かる気がしたが、正確なことは知りたくないとも思っていた。とうてい人間が生きられるような歳ではないと予測したからだ。

「それに、中也にこうしてやるのが楽しいんだよ」

　今まで自分のことを「きみ」と言っていた将威が名前で呼んだことにドキッとした。まるで将威との距きよ離りが縮まったように感じられて、なにか面おも映はゆくも思う。

「おれなんて、単なる人ひと質じちなのに」

「そういう扱いの方がよかったかな」

　中也の答えを知っていながら、意地悪をするように将威は言った。背けていた顔を指先が呼び戻もどして、葡萄の果汁で光る中也の唇をぺろりと舐める。

「ちょ……っ」

「きみの血を飲んでもいいか」

　身じろぐ中也の肩かたをつかんで、有う無むを言わせぬ口調で将威は言った。問いかけているようだが、嫌いやだと言わせる気はないらしい。

　中也の瞳ひとみが揺ゆらいだのを見て、それを了りよう承しようと受け取る。

　将威はうっすら微笑むと、凄せい絶ぜつに美しい姿を中也に見せつけた。俗ぞく世せとは無む縁えんのようなその麗うるわしさに、魂たましいが取られてしまいそうな脅きよう威いすら感じる。将威の風ふう采さいに心を奪うばわれた中也は、ぼうっとなって軽く両目を閉じた。

　およそ色気とは無縁な首筋に赤い舌が這はい下りる。ドクドクと規則的に波を打つ動脈にたどり着くと、中也は皮ひ膚ふに尖とがった感かん触しよくを覚えた。

　初めて会った日から、もう何度か繰くり返されている行為だというのに、いまだに独特の緊きん張ちよう感を孕はらむ瞬しゆん間かんだった。

「ふっ……」

　硬かたいものが肉体にめり込む。その衝しよう撃げきに中也はギュッと奥歯を噛かみ締しめた。

　しかし、痛いと感じるのはほんの一いつ瞬しゆんのことで、将威が吸い上げると血液が体中を駆かけ巡めぐる感覚にむず痒がゆさを覚える。腰のあたりがそわそわして、直接触さわられていないのに吐と精せいしてしまいそうだった。

「ああ……っ」

　発熱したように体が熱くなり、手が自然と股こ間かんへ伸のびる。放出したいのか抑えたいのか分からず、前をギュッと押さえていた。

「んん……っ」

　昂たかぶりが最高潮に達しようとした頃ころ、将威の体がわずかに離はなれる。擦こすられるような痛みと共に首筋から牙きばが抜ぬけたようだった。その痕あとを丹たん念ねんに舐められると、痛みや熱が徐じよ々じよに引いていく。

「はっ、ぁ……」

　大きく息を吸って興奮を体の外へ逃にがすと、将威は抱だきかかえるようにして中也の体をベッドに横たえる。

「感じてしまったか？　それなら、もっと可愛かわいがってあげよう」

　将威の巧たくみに動く指先が中也のベルトを外す。スラックスのファスナーを下ろす感触に、ほうっと息を吐いた。

「血を吸われるのがそんなによかったのかい」

　下着の中に手を這わした将威は、そこが湿しめっていることに気づいた。少し手を動かすだけで、クチュクチュという淫いん猥わいな音が中也の耳にも届く。

「……ぁっ」

　優やさしげなその瞳を信じてはいけないと思っているのに、静かに見つめられると、なにもかも委ゆだねてしまいたくなる。将威の存在は危険に香る甘い蜜みつのようだった。

　かぐわしい匂においに誘さそわれてふらふらとたどり着いた先で待ち受けるものは、いったいなんなのだろう──。

「そう、いい子だ……」

　心地ここちよくなりつつある腕うでの中に、中也はその身を預けていた。







　翌朝目覚めると、そこに将威の姿はもうなかった。

　昨夜は中也が眠ねむりに落ちるまで側にいたことは覚えている。中也が疲つかれて眠ったのを見届けてから部屋に戻ったに違ちがいなかった。

　あれから将威は中也だけを昂ぶらせて、絶頂に導いた。将威の手によって快楽を与あたえられ喘あえがされることは、鬱うつ々うつとした悩なやみを抱かかえた中也のストレスを解消させるにはとても効果的で、中也は逐ちく情じようを果たすとすぐに眠ねむ気けに襲おそわれてしまっていた。

　将威はそんな中也の髪かみを、しばらくの間優しく梳すいていた。

（七時半、か）

　この時間であれば、将威はまだ屋や敷しきにいるはずだった。せっかく早く目覚めたのだから見送りくらいしようかと思ってもぞもぞと起きる。

　そのときになって自分が初めてパジャマを着せられていることに中也は気づいた。きっとこれも、将威が着き替がえさせてくれたのだろう。

（子供扱いしやがって……）

　しかし、いい歳をしてあれこれ世話を焼かれることにも馴な染じみつつあった。

　あの、人に世話を焼かれることが当たり前のような将威が、色事の後の始末や中也の面倒を見ることを楽しんでいるように思う。はじめは抵てい抗こうを見せた中也だったが、嫌な顔をするほど将威が嬉うれしそうにするのを知って、派手に逆らわないようにしていた。

　けれどもよくよく考えれば、将威のあの態度はペットを飼ったばかりの人のようだと気づいてしまう。

　たしかに自分を見る目は慈じ愛あいに満ちているようにも思えるが……。

（多才で有能なあの男にとって、おれなんてペットみたいなものか）

　自分の屋敷に迷い込んだハンターを、ほんの気まぐれに飼っているだけだ。今は手厚く扱っているが、飽あきたらすぐに放り出されるに違いない。

　それなら自分がハンターとしての能力を失えば、興味を持つこともなくなるのではと、そんな疑問を初めて抱いて、恐おそろしい想像に微かすかに指先が震ふるえる。

（ハンターでなくなる？　そんなこと、あるのか？）

　ハンターを辞やめた者など聞いたことはないが、ハンターとしての証あかしを失ったのなら、もうそれはハンターでもなんでもない、ただの人ではないだろうか。

　このままセンサーが働かなければどうなるのだろうと思い始めていた。急にセンサーが働かなくなってあれほど不安になっていた中也だったというのに、今はもうセンサーという存在は自分を悩ませるものの一つでしかない。

　敵のアジトの中にあって、中也は自分がハンターであることに戸と惑まどいを見せていた。
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　十八年も生きていれば、人生が皮肉にみちたものだということはだんだん分かってくる。

　中也は今、それをしみじみと感じていた。

　どういうわけか、夜になって突とつ然ぜんセンサーが回復したのである。消えるときも突然なら現れるときも突然だった。けれども、センサーなど働かなければいいと思った途と端たんに回復するなんて、神の悪戯いたずらとしか思えなかった。

「ちぇー、うまくいかないの」

　夜も更ふけて、今夜は将威の来訪がないと感じた中也はベッドに横たわった。将威は屋敷にいても毎晩訪ねてくるわけではない。センサーの話をしたくてなんとなく将威の訪おとずれを待ってしまっていた中也だったが、深夜を過ぎたのを知って眠りにつこうかと思った。

（手がじんじんする……）

　吸血鬼ばかりが三人も暮らしているところにいるのだから当たり前だろう。けれども探さぐるように痺しびれを感じていると、それぞれ違った波長の痺れが三つ重なっていることが分かった。将威と黒木と凪紗の分なのだろう。

　久々のセンサーをうっとうしくも思うが、眠れないほど煩わずらわしいわけではなく、シーツに顔を埋うずめるようにして目を閉じた。しばらく寝ね返がえりを打ってやっと眠りに落ちようかというときだった。

（っ……！）

　いっそう強い痺れが中也を襲って思わず目を開ける。近くに馴染みのない吸血鬼が現れた警告だった。

（どこだ？）

　キョロキョロするが屋敷の中にはいないようで、中也は身を起こした。すると窓の外からキィと門もん扉ぴが軋きしむような音が聞こえる。

（こんな夜中に、来客が……？）

　ベッドを降りて窓に駆け寄った中也は、窓の端はしからそっと庭を見下ろした。月明かりの下を一人の男がアプローチを歩いて屋敷にやってくる。

　中也にセンサーがなくても一目で吸血鬼だと分かるほど端正な容姿をした男だった。人の見た目に当てはめるなら二十代前半といったところだろうか。月明かりのせいか青白い顔色をしていたものの、凄せい然ぜんとした美しさがある。吸血鬼としてのランクをつけるのであれば、間ま違ちがいなく上級の者だ。

　人の美び醜しゆうには目の肥えた中也ですら唸うなってしまうほどの美形だった。

　表情のない人形のような顔をした男だったが、目の前に誰かを見つけたようで、途端に活いき活いきとした面おも持もちになる。視線の先を追った中也は、その先に将威がいることを知った。わざわざ玄げん関かんの前に立って出で迎むかえているようだ。

（あれって……）

　こういうときの勘かんは妙みように鋭するどいものだ。

　男は吸い寄せられるように将威に近寄ったかと思うと、その腕を腰こしに絡からめる。まるで、誘っているような姿だった。キスも先日教えられたばかりの自分には、どうしたって真似まねできないような姿に唖あ然ぜんとしてしまう。

　欲望に眩くらんだ視線が絡み合うのを見れば、二人が明らかに特別な間あいだ柄がらだということが感じられた。

「やっぱり、そういう人がいるんじゃん……」

　あれだけの美び貌ぼうを持つ男に恋こい人びとがいないわけがない。たまたま今まで気づかなかっただけで、中也の知らないところで逢おう瀬せを繰くり返しているのかもしれなかった。

　自分のものになれと言いながら、その口で別の男にも甘い言葉を囁ささやいているのだろう。それを想像して、胸がチクリと痛んだ。

（おれなんて、単なる暇ひまつぶしのアイテムってこと？）

　中也はこれ以上二人のことを見ていたくなくて、またのそのそとベッドに戻もどる。けれどもなかなか眠りにつけない夜を過ごしたことに変わりはなかった。

　しかし、驚おどろくことに将威の相手は一人だけではなかったようで、あれから何度か若い吸血鬼が夜中にやってきていた。しかし、そのどれもが違ちがう顔をしていた。

　揃そろって若く、揃って華はなやかな者たちに違いはないが、繰り返し訪ねてくる男はいないようで、どれもみな遊びのようだと感じる。初めて将威に会ったときに、世慣れしていて若くて綺き麗れいな男が好きだと言っていたが、誰もがその言葉にぴったり合っているようだった。

（そんなのおれには関係ないけど）

　中也は綺麗なゲストを目にするたびに無関心を装いつつも焦しよう燥そう感のようなものを感じていた。将威の周りにいる男たちとは比べものにならないが、まるで自分もあのように取り替かえのきく一人だと言われているようだった。

「お茶はどうかな」

　夕食後にリビングの大きなソファで本を読んでいると、将威に声をかけられて中也は顔を上げた。人を傅かしずかせる性のような将威だが、意外にも紅茶を入れるのが上手で時間のあるときはこうして自ら振ふる舞まってくれる。

　もちろん紅茶も英国式のアフターディナーティーだった。将威はイギリスに縁えんがあるわけでもルーツがあるわけでもなく、それ以前に人ではないというのにおかしなこだわりだ。けれどもそれが似合ってしまうのだから恐ろしい。

　こうしていると、気品溢あふれる姿はどこからどう見ても貴い身分であると感じさせる。

　食後のひと時に将威はいつも珍めずらしいハーブティーやフレーバーティーを入れてくれていた。わりといつも手が込んでいる感じがするのだが、今日テーブルにあるのは深めのティーカップとティーポットだけだ。あらかじめポットにリーフを入れているわけではなさそうで、中也は首を傾かしげる。

「まあ見ていなさい」

　将威がティーポットのお湯をカップに注ぐと、たちまち淡あわい花の香かおりが立ち上った。

　甘あま酸ずっぱいようなこの香りは……。

「薔薇ばら……？」

「ご名答」

　よく見てみるとカップの中にはあらかじめ薔薇のつぼみが入っていたようだ。乾かん燥そうした薔薇が淡い緑に色づいた湯の中で上品に広がっているのが見える。珍しく思って眺ながめていると、そんな姿を将威が微笑ほほえんで見つめているのが分かる。

「なに？」

　最近よく感じる視線だ。まるで自分じゃない者を見るように、将威は中也を見ている時がたまにある。

「いや、人間の成長は早いと思ってね」

「……えっ？」

　将威は深い笑えみを湛たたえて首を振ふった。まったく気にならないわけではなかったが、今は紅茶のほうに興味があって話題を変える。

「このつぼみ……食べられるのか？」

「問題ないが味の保証はできないね。……試ためしてみるかい」

　将威はしなやかな指をそっと中也の唇くちびるに押し当てる。口移しで……ということなのだろう。了りよう解かいすればそれだけでは済まされない妖あやしさがあった。

「え……と」

　近づいてくる将威の美貌に耐えかねてギュッと目を閉じる。しかし、唇が触ふれ合う瞬しゆん間かん、まるで電気が走ったように中也はビクリと肩かたを震ふるわせた。

「中也？」

「誰か来た」

　無意識にセンサーが働いていた。

　体を強こわ張ばらせていたせいで大きく反応してしまったが、普ふ段だんなら気づかないくらいの微び弱じやくな痺れだった。

（吸きゆう血けつ鬼きじゃ……ない？）

　この感かん触しよくは純じゆん粋すいな吸血鬼のものではない。限りなくそれに近いが、人間のものだった。

（どういうこと？）

　今までそういった相手に出会ったことがあったろうか。人間とハーフの吸血鬼だって、もう少し強い反応を示すものだ。

　それはいったい何者なんだと思っていたら、ノックと共にドアが開いた。

「こんばんは」

「──ああ、きみか」

　将威は急な客を歓かん待たいするように、ドアの元へ歩みよった。声のトーンからして、心から歓かん迎げいしていることが分かる。

　そこに立っていたのは見るからに人間の男だった。仕事帰りなのだろうか、ジャケットを羽織っている。ここ数日でさまざまな美形を見てきた中也など、久々に普ふ通つうの人間を見た気がする。

「勝手に入って来ましたよ。いつものことですけど」

　そのセリフにも驚きを隠かくせない。セキュリティーが万ばん全ぜんなこの屋や敷しきに勝手に入ってこられる相手というのは、その解除方法を知っているような身内だけだ。

　男は部屋の奥にいた中也の存在に気づいて会え釈しやくをした。頭を下げたときに細い髪かみがサラリと揺ゆれて思わず見入ってしまうが、ハッと我にかえって中也もつられたようにそれを返す。

　よく見ればわりと整った顔立ちをしているが、小作りで決して派手なタイプではない。きっと大勢の中では埋うもれてしまうような人間だろう。大輪の花というよりは、楚そ々そとして野に咲さく花のようだった。

　将威の好みとは程ほど遠とおく、どういった間柄なのだろうかとつい邪じや推すいしてしまう。

「いつもと言うほど訪ねて来てくれないくせに、よく言うじゃないか」

　二人の関係を推し量っていた中也には、まるで口説いているように聞こえた将威のセリフだったが、男のほうは言われ慣れているのか平然として将威を見返す。

「先生のお宅に来るときは赤ずきんちゃんの気分ですからね。気軽には寄れません」

（え、先生って……？）

　将威のことをそう呼ぶということは、病院の人間だろうか。会話の様子と将威の態度から心の近さが感じられた。

「ははっ。言うようになったな。それならわたしはオオカミだと？」

「違ちがうんですか？」

「違うな。きみがオオカミにさせてくれないからね」

　そう言って将威が笑うと、男は心当たりでもあるかのような表情になって咳せき払ばらいをした。

（どういう、こと……？）

　中也は二人の会話を呆ぼう然ぜんとして見ている。第三者的な視点でいえば、将威が男に言い寄っている図になるのだろう。こんな短いやり取りだというのに、将威が一方的に追いかけているような印象を受けた。

　毎夜やってくる美び麗れいな吸血鬼たちとは明らかに扱あつかいが違うように思えて、嫌いやな胸むな騒さわぎが中也を襲おそう。

「それより、頼たのまれていたものを持ってきましたけど」

「ああ、すまないね。それなら奥へ行こうか」

　将威は部屋を変えようと提案していた。もしかしたら自分の存在が邪じや魔まなのかと思って、中也は座っていたソファから腰こしを浮うかす。

「おれ、外そうか？」

「いや、わたしたちは医務室に用事があるから、きみはここにいなさい」

「でも……」

　本当に医務室に用事があるのか、それともそんなのは男と二人きりになるための口実ではないのかと考えはじめたらキリがない。

「すみません、すぐに帰ります」

　不安がる中也の顔色をうかがうように申し訳ないような顔をされて、ますます中也は肩かた身みの狭せまさを感じていた。

「行こうか」

　ふわっと匂においたつように将威は男に笑いかける。部屋を出る際、男の背中に自然と手を添そえたのを見て、中也はまた嫌な気分を感じていた。

　リビングに一人で取り残されたようになった中也は、ふらふらとまたソファに座った。まだ口をつけていなかったローズティーに手を伸のばす。

　一口含ふくんでみるが、注ぎたての時に感じたふくよかな香りも、もうすっかり消えてしまっていた。強い酸さん味みと苦味だけが口の中に残る。薔薇のつぼみを口に含んでみたけれど、ふにゃふにゃしていて美味おいしくはなかった。

（あの人……）

　将威と消えた男のことを思う。

　初めて姿を見たときからどこかで会ったような気がしていたが、将威の病院にいた薬やく剤ざい師しではないだろうか。

（そういえばあの時もセンサーが働いたっけ）

　偶ぐう然ぜんに指が触れ合った瞬間、二人の間に静電気が走った。男はきっとあの時の相手に違いない。

　人間に対してもセンサーが異常な反応を見せる理由を、中也はたった一つしか知らなかった。

　──それは、吸血鬼との性交を意味する。

　中也がその身をもって証明しているように、人間と吸血鬼が交まじわると人体に大きな影えい響きようを及およぼす。中也のセンサーが一時期働かなくなったのもそのせいだろうと将威は言っていた。

　もしあの男が将威に抱だかれているのなら、中也のセンサーが作動してもおかしくはないような気がしていた。微弱すぎて判断できないが、波長も将威のものに近いような気がする。

　しかし、それ以上に中也が気になったことは、将威の態度がいつもと違ちがうように見えたことだ。

　夜な夜な将威を訪ねてくる吸血鬼たちに対して、男に見せたような優やさしい微笑を向けていたことはなかった気がする。それはそれは美しい表情を浮かべてはいたが、どこか芝しば居いがかっていて淫いん事じのシチュエーションを愉たのしんでいるようだった。

　明らかに将威のタイプではない相手を大切にしているということは、やはり特別な存在なんだろうか……。

　中也は自分の唇に指先で触れる。

　少し前に将威がそうしたように、そっと。

（こういうこと、あの人にもやってるのか？）

　長い指が髪をたおやかに撫なでる仕草を思い出す。毛先を指に絡からめて口付けたり、くすぐるように頬ほおを撫でたりするのだろうか。蕩とろけるような視線で見つめて、啄ついばむようにキスをして、ふわふわした気分を自分ではない誰かに惜おしみなく与あたえて──。

　そんな将威を想像しては、ツキンと胸が痛む。

　時折自分に見せる慈いつくしむような視線は、中也の中にある彼に似た部分を将威が感じ取っているからかもしれない。

　別に自分のものではないというのに、なぜか将威に裏切られたような気分になって勝手に傷ついていた。

　自分が将威の側にいるのは人ひと質じちだからだ。

　将威にしてみれば、たまたま手の中に落ちてきた毛並みの変わったペットを珍めずらしがっている感じだろう。

　実際に兄の無事を条件にした取り引きのような関係だ。それなのに、いくら屋敷に隔かく離りされて心細くなっているからといって、将威が誰かと親しくするのを目もく撃げきするたびに苛いら々いらしてしまうなんてどうかしている。

　そう思うのに、自分を甘やかすように撫でる手が、他ほかの誰かにも同じようにしているのだと思うと、息苦しくなるようだった。

「だから、関係ないって……」

　震ふるえる声でつぶやいて、中也は頭かぶりを振ふった。

　将威が誰をどう思っていようが関係ない。自分は由ゆい緒しよ正しいハンターの端はしくれなのだと、中也は強く自身に言い聞かせていた。







　中也が人質となって将威の屋敷に住みはじめてから半月が経たとうとしていた。

　個人的な心の揺れはあるものの、生活自体は穏おだやかに過ぎて行った。将威は相変わらず中也を愛あい玩がん動物のように構うが、最終的な性交を求めてくることはなかった。

（……やっぱり、気にしているのかな）

　将威は一時的にでも中也のセンサーが働かなくなったわけは、体を繋つないだせいだと思っている。吸きゆう血けつ鬼きの精液が人の体を冒おかしたせいであると。

　そのせいで、初めて抱かれた時以来挿そう入にゆうまでするようなことはなく、中也を可愛かわいがるだけに留とどめている。今ではセンサーは復活していて、そのことを改めて告げていないが、将威も分かっているはずだった。

「──んんっ」

　中也は絶頂を極きわめそうになって、甘い吐と息いきを漏もらした。

「もっと可愛く啼ないてごらん」

　吐息を吹ふきかけるように耳元で囁ささやかれる。中也は将威の胸に背中からすっぽり抱きこまれて恥はずかしい姿をさらしていた。

　自分はシャツの一枚がなんとか腕うでに絡まっているだけのあられもない姿だというのに、将威はネクタイすら緩ゆるめていない恰かつ好こうだった。優ゆう雅がに微笑んでいるのはいつものことで、中也は早々に脱ぬがされてしまって一方的な手淫を施ほどこされている。

「んっ、も、だめ……っ」

　大きく脚あしを広げられて弾はじけそうな先せん端たんを擦こすられると、後ろに含んでいた将威の指をギュッと締しめ付けてしまう。中の形よい指が内ない壁へきを捏こねるように動いては、容よう赦しやなく中也を追い立てる。

「うう……」

　身をよじると、腰の辺りに将威の兆きざしたものが当たる。衣類を乱していなくても感じているのだと思うと、身体からだの奥がキュッと引きつれる。

「とろとろだな。わたしの指をこんなに食はんで濡ぬらしている」

　密ひそやかに笑うようにして、艶つやのある声が耳じ朶だに響ひびいた。

「やめっ」

　その色づいた声だけで興奮が高まった。粘ねばついた液が後孔へと伝って流れる感かん触しよくが分かる。指を引き抜ぬいた将威は、それを拭ぬぐってはまた奥へと塗ぬりこめた。

「ひあっ」

　まるで指がペニスのように抽ちゆう挿そうを繰くり返し、中也は腰を浮かせてしまう。指の動きに合わせて身体を揺ゆすられて、将威に抱かれているような気分だった。

「そろそろイクか」

「あ、あんた……は？」

「いいんだよ、気にしなくても。おまえの感じている姿を見ているだけで十分楽しいからね」

　将威はふふと笑うと律動を与える。揺すり上げられて中也はギュッと目を閉じた。

「くっ、あ……ぁ」

　どこからか沸わき起こる震えが中也を襲おそい、身体を大きく反らせる。全身を将威の肩かたに預けると中也は細かく喘あえぐように息を上げた。

「あっ──」

　がくがくと震えながら上り詰つめた中也は、将威の手の中に放っていた。

「うう……」

　将威の指がずるりと抜けて行く。その余波をやり過ごしてためらいがちに視線を上げると、まるでご褒ほう美びのように甘いキスが降り注がれる。

「お……わり？」

　ひりつくような快楽を覚えさせられた身には、その先があることも知っている。丸ごと素す直なおに受け入れられるわけではなかったが、その果てには快楽が待ち受けていることも分かっていた。

　将威は黙だまって目元を和やわらげる。

　自分を見て微笑んでいるようで、けれどもそうではないような気もしていた。今に始まったことではなく、将威は時折こんな表情を見せる。

　もしかしたら、自分の中に誰かの面おも影かげを探しているのかもしれない。そう思わせるような顔だった。

（やっぱり、この間のあの人……？）

　あの時に尋たずねてきた人間ではないかと中也は思った。自分ではお互たがいが似ているとは思わないが、他人から見ればそうではないのかもしれない。

　中也が探さぐるような目で見返すと、将威はそれを避さけるように微かすかに表情を変えた。

「ああ、体を洗ってあげようか。明日から留守にしてしばらくおまえを構ってやれなくなるからね。少し待っていなさい」

　将威は空気を断たち切るようにそう言うと、中也の体をシーツで包む。情事の余よ韻いんもあって、優しくベッドに横たえられると疑問を抱いだいたことなどつい忘れてしまう。

「バスタブにはなにを入れようかな。花びら、ワイン、泡あわ……ああ、フルーツを浮うかべてもいいだろう？」

　まだドキドキしている中也の耳元で将威は問う。将威につられるように楽しそうな時間を想像するが、あまりの気き恥はずかしさに「なんでもいいよ」とすげなく答えると、将威は丸まった中也を見て笑いながらバスルームへと消えて行った。

　それにしてもマメな男だと密かに感心する。なんの気まぐれか手ずから世話を焼こうとする将威に、中也も悪い気はしていない。

　性技を施されるよりも、こういったくすぐったくなるような時間が好きだった。自分に必要以上に構ってくれることで、興味を持たれているのだと量ることができるからだ。

　兄のように急に目の前から消えられることは、もう耐えられないことだった。

　それがたとえ、自分を拘こう束そくしている相手であっても──。

「待たせたね」

「ん……」

　戻もどってきた将威は、シーツごと中也を抱きかかえるとバスルームへ運ぶ。重いものなど持たないような男に軽々と抱かかえられてしまって、ここへ来た初日に窓から引き上げられたことを思い出した。

　──もしかしたら、あの時掬すくい取られた体ごと心まで救われたのかもしれない。

　将威に構われている今では、肩かた肘ひじ張って一人で生きてきた七ヶ月という日々が嘘うそのように感じられた。ぬくもりと甘えることを知ってしまった今、もう二度とあの頃のような気持ちを味わいたくはないと思う。

「ほら、着いたよ」

　いくら広い部屋とはいえ、ベッドからバスルームまでは歩いて数歩の距きよ離りだ。脱だつ衣い所に中也を降ろそうと屈かがんだ将威の首筋に、思わず中也はしがみついてしまっていた。

「どうした？」

「え、あ……」

　自分でも何をしているか分からず戸と惑まどう中也を将威はそっと床ゆかに降ろして、赤く染めた頬ほおを親指で擦る。体に纏まとっていたシーツがはらりと床に落ちた。

「中まで運んで欲しかったかな」

「そんなんじゃ……っ」

　我に返った中也をバスルームに促うながすと、将威は靴くつを脱いだだけで着衣のまま入りこんだ。オーダーメイドであろう瀟しよう洒しやな衣服が濡れることには頓とん着ちやくしないようだ。

「うそっ」

　気配に振ふり返った中也は、まさか将威が風ふ呂ろの中まで入って来るとは思わず、驚おどろいた声を上げてしまう。しかし将威は何事もないようなすました顔でシャツの袖そでをめくった。

「言っただろう。体を洗ってあげようと」

「そうだけど……」

　困こん惑わくする中也を尻しり目めに将威はシャワーをひねってお湯を出すと、体にざっとあてがって、体に付着していた体液の汚よごれを流した。

　将威が身につけていたシャツもスラックスも、とめどなく流れ落ちる水を吸っては色を濃こく染めていく。

「それより、見てごらん」

　将威は視線でバスタブを示す。室内灯に照らされて一いつ瞬しゆんよく分からなかったが、湯船の中には小さな炎ほのおの立ったキャンドルがぷかぷか浮いていた。

「うわ、なにこれ」

　中也が感かん嘆たんの声を上げると、大きく頷うなずいて中に入るよう勧すすめる。恐おそる恐る湯に浸つかると、肩まで入ったのを確かく認にんしてから将威は電気を消した。

　真っ暗な空間に炎の暖かな色だけが浮かび上がる。それがゆらゆらと漂ただよってどこか幻げん想そう的だった。まるで夜空を遊泳しているような錯さつ覚かくにも陥おちいる。

「キャンドル風呂はどうかと思ってね。中也が喜んでくれてよかった」

　将威はバスタブの縁ふちに軽く腰こし掛かけると、手のひらで湯を掬すくっては中也の肩にかける。溌はつ剌らつとして張りのある肌はだが湯を弾はじく様を見て楽しんでいるようだった。

「本当に、おれのため？」

　嬉うれしいと思う一方で、単なる人ひと質じちでしかないはずの自分がどうしてここまでのことをしてもらえるのだろうと、かねてから抱いていた疑問を口にした。軽く問うつもりだったのに、思ったよりも深刻な口調になってしまっていた。

「もちろん。中也以外の誰がいるんだ」

　きっぱりと言い切る将威の言葉に嘘はなさそうだ。けれども自分に誰かの面影を重ねている可能性は拭えない。

「いるだろう。この前来た人とか」

「この前？　ああ、彼か……」

　中也は当てこするように言うと、相手に心当たりがあったようで将威はクスッと笑った。ずっとやきもきしていた中也には、その笑いが癇かんに障さわってしまう。

「おれじゃなくて、そいつにしてやればいいのにっ」

　広いとはいえバスタブの中では大きく動くこともできず、それでも将威から離はなれるよう隅すみに身を寄せると、水面がパシャリと波打った。

「なぜそういう話になるんだ」

　将威は相手の出方を窺うかがうように問いかける。

「だって、おれを見る目が……なんか変だ」

「変？」

　視線を落として水面を睨にらむようにしていた中也は、決意したように言葉をつむいだ。

「おれの中に、誰かの面影を探しているだろう。それは、あの人じゃないのか？」

　本当ならばこういう時間も彼と過ごしたかったのかもしれない。自分がたまたま近くにいたから、こうしてかりそめの夜を共有しているのではないか。

「あの人……ね」

　将威は含ふくみを持たせるように言うと中也を見つめる。

「それにあんた、色々と相手には困ってなさそうだし」

　しかし中也は、自分があの彼に拘こだわっていると思われるのが嫌いやで、さり気なく話題を変えた。

　居心地の悪さを感じてうつむくと、長い睫毛まつげの影かげが目元に落ちて、どこか淋さびしそうにも見える。

「ああ、知っていたのか。彼らときみとは違ちがうよ」

　まるで拗すねた者をなだめるように、将威の指先がついと顎あごを押し上げる。

「違うって？」

「こんな演出までして喜ばせようと思う相手は中也だけだよ」

「そんなの……」

　口先だけなら何とでも言える。他の男にも同じ言葉を紡つむいでいることだろう。そう思うのに、自身の衣服を濡ぬらす目の前の将威を見ると、本当に自分のためにしてくれていると感じてしまう。

　特に甘く睦むつみあった後にこういうことをされては、本当に可愛かわいがられているように思えてしまう。それがたとえかりそめのものであろうと、愛情に飢うえていた中也にとっては、十分に心を満たすものだった。

「おれなんて、こんなことしてもらう価値ないのに……」

　将威に傾かたむいている自分を知って恥はずかしさを覚えた中也は、気持ちを誤ご魔ま化かすように小さく言った。

「存在価値なんて自分で勝手に決めるものではないよ。きみはそのままで十分だ。気が済むまでじたばたしていなさい」

　まるで中也の悩なやみなど分かっているように将威は言う。その一言には大きな説得力があって、自分を認めてもらえたようで呼吸が楽になった。

　幼い頃から人よりできないことはたくさんあった。それこそ体も小さかったから運動もあまり得意ではなかったし、兄と二人きりの生活だったため人前に出るのも苦手だった。人より秀ひいでていなければいけないハンターなのに、特筆するような長所もなくて、兄はいつも困ったような顔をしていた。大好きな兄を困らせてしまう出来の悪い弟である自分のことが中也は嫌きらいだった。

　それなのに、そんな自分のままでいいと将威は言ってくれる。それはとても楽なことで、ここは中也がありのままでいられる場所だった。

（誰かの代わりでもいいから……）

　このまま傍そばにいたいと願ってしまう。自分はハンターなのだと言い聞かせながらも、こうして大切にされると、ハンターである自分を簡単に捨て去りたくなってしまう。

　兄に捨てられたと思いつめて落ち込んでいた自分に将威が優やさしくしてくれたせいもあるだろう。その手の感かん触しよくが思った以上に心地ここちよかったせいもあるだろう。けれども決してそれだけではないとも感じていた。

　自分の心の道筋が将威に向かって伸のびて行くのを止められなかった。
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　なぜ将威なのかと考えると、とても難しい問題を突つきつけられた気分になって、中也は横になったというのに目が冴さえてしまった。

　相手が人をそそのかすことが得意な吸きゆう血けつ鬼きだということはよく分かっている。将威の優しいまなざしもそれが全すべてではないことは承知だ。それなのに、傍にいたいと思ってしまうのはなぜだろう。

　将威に誤解だと言われてうまく丸め込まれてしまったようだが、あの人間の彼を特別大切にしていることは間ま違ちがいなかった。それを知って心が苦しかったのは……。

（おれが、そういう存在になりたかったってこと？）

　釈しやく然ぜんとしない思いは、きっとそういうことを願っているからだろう。

（つまり、好き……？　いや、そんなことは……）

　自分自身に問いかけても、答えを出すことは難しかった。

　将威のことは嫌いではないと思う。本人を目の前にすると苛いらついたり、すぐに頭に血が上ることが多いが、ほんの時折、自分でも不思議に思うくらい将威の傍が心地よく感じる。そういう時はいつまでも将威の許にいたいと思わずにはいられない。

　それならば好きなのかというと、そこで自分の気持ちが分からなくなってしまう。

　人に恋こいする気持ちというのはうきうきして楽しいものだと思っていた。けれども将威を前にすると、暴風が心に巻き起こることもある。荒あれたように気持ちが昂たかぶることもあれば、苦しさや後ろめたさのようなマイナスの感情もあった。

　それとも、それが恋という感情なのか、まだ十八歳の中也にはよく分からないものだった。

　今夜何度目かの寝ね返がえりを打つと、中也の耳は不ふ審しんな音を捉とらえた。

　シーツの中で息を殺すと、窓を叩たたくような音が微かすかに聞こえる。それが風のいたずらではないことを知って、中也は跳はね起きた。

　暗くら闇やみに目を凝こらすと、一番端はしの窓の外に人ひと影かげがある。二階だというのに、バルコニーのないこの部屋にどうたどり着いたのかと考え、中也は警けい戒かい心を高めた。だいいち窓を揺らせばセキュリティーが働くというのに、どうしたものか屋や敷しき内はシンとしていた。

　しかし、その窓の叩き方をしばらく聞いていると、相手が危険な者ではないような気がしてそっと忍しのび寄よってみる。

　手に痺しびれが起こらないことから吸血鬼ではないことは確かで、窓まど越ごしにじっと相手を見つめると、その姿に見覚えがあることを思い出す。

（ハンター!?）

　一度だけ何かの集まりで顔を合わせたことのある、中也より少し年上のまだ若いハンターだった。記き憶おくが正しければ、公也の配下に属するものだ。

　相手の素す性じようが分かると、中也は慌あわてて窓を開けようとした。明らかに男は自分を捜さがしにやってきたのだろう。年代物の掛かけ金がねを外す手が微かに震ふるえてしまうが、多少の時間をかけながら窓を開けた。

「無事か？」

　男は有う無むを言わせず部屋に入り込んだ。暗闇に紛まぎれるような黒ずくめの出いで立ちをしている。適度に体にフィットして動き易やすそうなのは屋敷に侵しん入にゆうする目的のためだろうか。中肉中背ではあるが機き敏びんそうな体つきをしていた。

「きみの兄さんに頼たのまれてきた。時間がないから早く着き替がえるんだ」

「え、兄さんに？」

（なんで、兄さんが……？）

　話の意図が掴つかめずぽかんと相手を見返すと、男はイラッとしたように舌打ちした。

「その恰かつ好こうでは身動きが取れない。早くここから逃にげるんだ」

「逃げ──？」

　緊きん迫ぱくした言葉を聞いて、自分は人ひと質じちだったということを思い出した。もちろんすっかり忘れ去っていたわけではないが、自分を人質にしていた将威の目的を見失っていた。

（そうか。兄さんを捕とらえるための囮おとりだったっけ……）

　将威の目論見もくろみどおりにはいかず、実際こうしてやってきたのは兄の手下だった。助けなど期待していなかった中也にはそれでもありがたいことなのだろうが、突とつ然ぜん訪おとずれた脱だつ出しゆつのチャンスに頭がうまく働かないでいる。

「でも……」

「ぐずぐずするな。セキュリティーを切ったが、それがバレるのも時間の問題だ」

　強い口調で男に急せかされて、迷っている時間はないのだと思い知る。

「早く。公也さんが待ち構えている」

「兄さんが？」

　まさか兄が自分のことを案じてくれているとは思わず、中也は顔を上げた。

　半年以上も音信不通で、もう見捨てられたと思っていたのだ。こうして助けにきてくれるなんて、夢の続きでも見ているのではないだろうか。

　絶望と果てしない孤こ独どく感を味わって、兄を逆さか恨うらみしてしまいそうになることもあったが、少しは自分の事を思っていてくれたと知ると、急に気持ちが上向く。

「ああ。だから、早く！」

　再度急きたてられて、中也に考える余よ裕ゆうなどなくなってしまっていた。あれほど公也は自分を見放したのではないかと思い悩んでいたのに、そんなことはないと知らされて舞まい上がっていた。そうなればもう、早く兄に会いたくなってしまう。

（──でも……）

　屋敷を出ることに大きな戸と惑まどいがあった。

　将威の傍にいられる生活がいつまでも続くとは思っていなかったが、こんなに急に終しゆう止し符ふが打たれるとは予想もしていなかったのだ。ここで過ごした日々を思うと急に心が冷えて足が重くなるようだった。

　しかし、将威に残る未練のようなものを断たち切るには、こうして屋敷を出て行くことがちょうどいいのではと思い直す。吸血鬼とハンターという相あい容いれない者同士であるのなら、深く思い入れてしまわないうちに去ったほうがいいだろうと。

　家に帰って、またあのアズィルに顔を出そう。そしてやっぱりオーナーは何も聞かずに迎むかえ入れてくれるだろうと。

「急げ！」

「ちょっと待って」

　中也はその場に男を待たせると、着ていたパジャマを着替えた。あいにく動きやすい服装はこの屋敷に忍び込んだ時に着ていたＴシャツとジーンズしかなくて、捕とらわれたときと同じ恰好になる。

「いくぞ」

　男は中也の服装をざっと見ると、強く頷うなずいた。

　窓からは地面に向かって縄なわ梯ばし子ごが吊つり下がっていた。訓練のために何度か使ったことはあるが、これほど差さし迫せまった状じよう況きようの中で使うのは初めてで、足を滑すべらせながら危なっかしく降りる。中也が地面に降り立ったのを確かく認にんして、男は苛いら立だったように先を急いだ。

　月明かりだけを頼たよりに、芝しば生ふを踏ふみしめながら男の背中を追う。しかし、なにか別れがたくて中也は走りながら何度も背後を振ふり返って屋敷を見た。

「早く、上がれっ」

　一足先に鉄てつ柵さくによじ登っていた男は、その天てつ辺ぺんから中也に手を差し伸のべた。高さにして三メートルほどだ。容易たやすく乗り越えられるわけではないが、それほど難関なわけでもない。

（そういえば、ここへ来たときも鉄柵をよじ登ったっけ）

　そんなことを思い出しながら天辺まで上がって一息つく。もう柵を乗り越えて向こう側の地面に降り立った男は、中也が降りてくるのを待つように見上げていた。

　しかし中也はこの鉄柵を降りてしまうことが躊躇ためらわれて、屋敷の全景を胸に焼き付けるように眺ながめていた。

　闇の一部が動いたように思えて目を凝らすと、そこにはいつの間に現れたのか、将威の姿があった。

「将威さん。なんで、こんな……」

　よりによってなぜこんな時に現れるのだろうかと、中也は胸を痛める。忘れる決意をしたというのに、将威の姿を見てしまえば、その意志も簡単に揺ゆらいでしまう。そして、断ち切るには育ちすぎてしまった将威への思いを知った。

　その時だった。ほんの一いつ瞬しゆん強い風が耳元を抜ぬけて、中也はきつく目を閉じる。

「──中也」

　名前を呼ばれて目を開くと、将威の姿は鉄柵の真下にあった。

　中也の姿が見えなくなったと知ってやってきたのだろう。

　まさに立ち去ろうとする中也の真意を量るように、じっと見つめてくる。

「行くのか？」

　静かな声だった。

　去ることを咎とがめるわけでもなく、中也が決断したことなら仕方ないとでも言いたそうな口調だ。けれども自分をここまで追ってきてくれた将威を見たら、引き止められているような気分になって胸が騒さわいだ。

　言葉にして告げられたわけではないのに、なぜかそう感じる。単に自分の願望かもしれないが、ここを立ち去ってしまってはいけないような気にもさせられた。

「おい、なにをしてるんだ。早く降りろっ」

　下から怒ど鳴なり声が聞こえる。ここまで来てぐずぐずしている中也を叱しかり飛ばすような勢いだった。

「──やっぱり、行けない」

「なに？」

　不ふ機き嫌げんに曇くもった声は、苛立った足取りで砂じや利りを踏みながら柵の下へ近づいてくる。

「おれが逃げたりしたら、兄さんに危険が及およぶ」

「そんなことはない。公也さんは無事だ」

　頑がん丈じような柵を男が揺らしたが、中也の許までその振しん動どうは伝わってこなかった。

「でも、約束したから」

　兄のことなど単なる口実に過ぎなかった。

　将威の力は絶大だが、簡単にやられてしまう公也でもないだろう。

　初日に将威と交かわした約束を理由に、屋や敷しきに戻もどってしまいたかった。この場所ともう縁えんがないなんて、考えられないことだった。

「あとちょっとだけ……っ」

「なにを馬ば鹿かなことを言っているんだ」

　男は中也の片足を引っ張った。無理やりにでも引き摺ずり下ろそうというのだろう。みすみす敵の許へ戻ることなど許さないと思っていることが伝わってくる。

「わ、やめっ。危ない……っ」

　バランスを崩くずしそうになって中也は柵にしがみついた。物音に不ふ審しんを抱いだいたのか、野の良ら猫ねこが騒いで遠のいて行く。

「いいからおとなしく付いて来いっ」

「……っ！」

　すると、もみ合う二人を目も眩くらむほどの明るいサーチライトが急きゆう襲しゆうした。屋敷に張り巡めぐらせたセキュリティーが回復したのだろう。

　強ごう盗とうをも捕らえるというその強きよう烈れつな光を受けて、中也の世界は白一色に変わる。

「あ──」

　バランスを崩してグラッと上体が傾かしいだのが分かった。マズイと思って柵を掴つかむが指先の力だけで体が支えられるわけもなく、そのまま地面へと落下する感覚を妙みように冷静に受け入れる。

（落ち……る……）

　ゆっくりと眼界が変わる様はスローモーションのようだった。自分の体が他人のもののように感じられて、コントロールができない。芝生の上に叩たたきつけられるのが分かっても、どうにもならなかった。

　そうかと思うと、地面に触ふれる瞬しゆん間かんに急に闇やみが中也を襲おそって、真っ暗になる。

　それはまるで漆しつ黒こくのコートのように中也の体を柔やわらかく包んでいた。

　意識を手放す瞬間、自分の名前を呼ぶ声を聞いた気がする。

　いつも自分を甘く蕩とろかす声が、この時ばかりはそうではなかった。硬かたく尖とがった声が、何度も自分の名前を連呼していた。

　それがまるで求められているような気がして、中也は嬉うれしい気分になって闇に堕おちていった。







　初めて人の死に直面したのは七歳の時。自分の両親だった。

　十年以上も前のことでもうはっきりと覚えていないが、悲しいという感情はなかった気がする。あまりのあっけなさに現実味がなかったからだ。突とつ然ぜんに両親を亡なくして寂さびしいと感じはしたが、兄が必死で頑がん張ばっていたのを知っていたので、泣き言の類たぐいやわがままは口に出さないようにしていた。

　けれども時折、両親が生きていたらと思ってしまうことはある。考えても仕方のないことなのに、ふと思っては頭かぶりを振って忘れようとする。

　物心ついた時から、ハンターの敵は吸きゆう血けつ鬼きだと刷り込まれるように教えられてきた。両親を討うったのも吸血鬼だろうと漠ばく然ぜんと思ってきた。憎にくむべき相手であるはずなのに、ここ半月あまり一いつ緒しよに暮らすことになって、吸血鬼は自分が考えていたような者たちとは違ちがうのではないかと感じていた。

　特に将威に限っては、快楽を貪むさぼる魔ま物ものには違ちがいないものの、血液を欲するばかりに人を襲うこともなければ、殺さつ戮りくも好まないという。それどころか、医者という立場を活用して、怪け我がを負った吸血鬼を助けたりしている。彼らを退治しようとしたハンターに恨うらみごとを言うこともせず、人間に愛情を持っているのだと。

　そう教えてくれたのは黒木だが、その愛情が本当にあるのだというのなら、将威が医者であるのも納なつ得とくできるような気がした。

　出会ったばかりの頃ころに言った、自分に必要な血液が手に入りやすいから医者をしているという理由よりしっくりくるようだ。

　優やさしく甘やかされたせいでほだされているのかもしれないが、吸血鬼に対して今まで抱いてきた固定観念はもう消え失うせていた。

「──お目覚めですか？」

　その声に目を開くと、そこは馴な染じんだベッドの上だった。

「なにが起こったかお分かりですか」

　少しぼやけた焦しよう点てんを結ぶと、黒木が確認するように中也に訊たずねた。

「柵さくから落ちて、気を失った？」

　記き憶おくを辿たどりながら部屋をぐるりと見み渡わたすが、そこに中也の望んでいる人はいなかった。完全にブラックアウトしてしまう寸前まで名前を呼んでくれていたと思ったのに、それは単なる思い過ごしというやつだろうか。

「左様でございます。セキュリティーの威い力りよくというものを久々に目にしましたね」

「はは……」

　おそらく自分は脱だつ走そうしたことになっているのではないかと思った。それに失敗して、無様な姿をさらしてしまったのだと。自発的に逃にげ出したと思われるのだけは避さけたかったが、仲間に手引きされようと、この屋敷を出ようと決めたのは自分だった。

「中也さまを連れ出したハンターが気になりますか？」

「え？」

　どうやら仲間の身の上を憂うれえているのだと思い違えてくれているようだが、逆にそこまで事情が筒つつ抜ぬけだったのかと恐おそろしくもなった。もしかしたらあのハンターがセキュリティーを解除できたのも将威の仕し掛かけた罠わななのかもしれない。

「あのハンターは逃がして差し上げましたよ。将威さまは無む駄だな殺せつ生しようを嫌きらいますから、中也さまが無事ならいいとおっしゃってました」

　その口ぶりでは、中也が自らの意思で思いとどまったことも分かっているのだろう。やはり自分は将威の手の中にいるようだ。けれどもそれは心地ここちいいということを知ってしまっていた。

「──失礼します。……具合はどう？」

「ええと……」

　部屋に入ってきたのは、いつかの晩に将威を訪ねてきた人だった。およそ将威のタイプからはかけ離はなれた人間だというのに、特別な感じのする人だ。

　華はなやかで豪ごう華かな美形ではないが、優しげな空気を纏まといながらもどこかりんとしたところがある。中也より年上の社会人のようだが、一見そうは見えない少年らしさも持ち合わせていた。

　男がやってくると、黒木はこの場をあずけるように出て行ってしまっていた。

　中也がどうしたらいいのかと対応に困っていると、彼はそれに気づいたように笑う。

「ああ、ごめん。自じ己こ紹しよう介かいしてなかったね。駒こま井い准じゆんといいます。中也くんの看病を先生から頼たのまれてきました」

「……将威さんから？」

　なにかすごく嫌いやな気分だった。駒井と名乗る彼が悪いわけではないが、自分の看病を駒井に託たくすことが腑ふに落ちない。嫌だと言える立場でないことは分かっているが、思わず顔を曇らせてしまう。

「そう。今いま頃ごろは聴ちよう講こうのために空の上だから」

「あ、学会……」

　駒井の説明によると、将威は空港へのタイムリミットぎりぎりまで側についていてくれたようだが、今回ばかりはどうしても抜ぬけられない学会だったため、自分の代わりにと駒井のことを呼びつけて中也の看病を頼んだそうだ。

　なぜなら駒井は将威が勤務している病院の薬やく剤ざい師しで、もし中也に異変が起こっても慌あわてず対応できるからと思ったゆえらしい。普ふ通つうの人間よりは患かん者じや慣れしているからという理由だった。

「珍めずらしいお客さんだと思ったら、ハンターなんだって？」

「ええ、まあ」

　駒井が将威と深い仲にあるというなら、ハンターである中也など敵視されてもおかしくないというのに、なにか興きよう味み津しん々しんで様子を窺うかがわれているようだ。

「きみも無茶するよね。柵の上から落ちて気を失ったって。頭は打ってないそうだけど、打ち身がけっこうひどいかな。もし変な痛みが続くようなら先生に相談したほうがいいよ。痛みの専門医だから」

　加えて体の具合まで心配してくれて、中也はなんだか拍ひよう子し抜ぬけした気分だった。

　けれどもそう言われてみれば、体のあちこちが結構痛いような気がする。ゆっくりとベッドから上体を起こして、痛いところを確かめるように首や腕うでを回してみた。

「あいたた……」

　鈍にぶい痛みが走ると、中也は上体を丸める。それを心配した駒井が慌てて手を差さし伸のべてきた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだから」

　平気だというように手を伸ばすと、指先が駒井の手に触ふれる。パチッと小さく光が飛んで、中也の指先に痺しびれが走った。

「あ……っ」

　駒井は驚おどろいて手を引いたが、目を丸くしたまま中也を見ている。

「あの……」

　微び弱じやくではあるが、今の一いつ瞬しゆんで駒井の中から将威に似た波長を感じ取った。やはりセンサーは駒井に対しておかしな反応を示すようだ。

「今の──!?」

「……っ」

　中也は思わず駒井に触れた右手をかばった。

「今のは、おれと接せつ触しよくしたから火花が飛んだんだよね？」

「え？」

　予想外にも駒井はなにか期待を胸に抱いだいたように中也に詰つめ寄る。

「ハンターには吸きゆう血けつ鬼きに反応するセンサーがあるって聞いた。そのセンサーがおれに反応したってことでしょ？」

「そ、そうだけど」

　その返事を聞くと、駒井は微かすかに震ふるえてなにかをかみ締しめるような表情をした。

（この人、もしかして……）

「吸血鬼になりたいの？」

　直感的に核かく心しんを突つくような質問が中也の口からポロッと零こぼれていた。

「えっ？」

　駒井はそう問われていぶかしがるような顔を見せたが、隠かくしきれない心情が顔に出てしまっていたのを恥はじるように手を頬ほおにやると、微かに笑って中也を見た。

「どうかな。吸血鬼というものになりたいわけじゃないと思うけど、好きな人と同じものにはなりたい」

　きっぱり言い切る駒井の瞳ひとみの強さに、ズキリと胸が痛んだ。「好きな人」というのは、聞くまでもなく将威のことを指しているのだろう。

　人間と吸血鬼という種族の違いをものともせずに、はっきり将威と生きる決意をしている駒井が眩まぶしく見えた。

「好きな人と、同じ？」

「そう。別に永遠の命が欲しいわけじゃないんだ。ただ一いつ緒しよに生きて行ければなんだっていいんだけど、さっきセンサーが働いたって知って嬉うれしかったな」

　そう言って、自分の中にわずかに流れる吸血鬼の血を愛いとおしむようにして指先を眺ながめていた。それはハンターという、吸血鬼とは共存し得ない存在の中也には決してできないことだった。

　こんな姿を見ることになるとはと、ここに戻もどってきたことを少し後こう悔かいする。

「人間に戻れなくなってもいいのかよ？」

　しごくまともな質問をしたつもりが、駒井にきょとんとした顔をされてしまって、自分が妙みようなことにこだわっているのではないかと思い直した。

「べつにー？　人間が偉えらいだなんて誰が決めたんだよ」

　少し怒おこったように告げられたその一言は、中也の価値観を大きく揺ゆるがした。

　それならば、吸血鬼の存在を悪だと決めたのは誰だろうか。

　血を吸われる恐きよう怖ふ心や、自分たちより優すぐれた能力に畏い怖ふの念を抱いた人間が悪のレッテルを貼はり付けたのかもしれないと気づかされる。

　そして、当たり前のようにそう言う駒井を、自分には敵かなわない相手だと悟さとった。将威が駒井のことを特別扱あつかいしているわけを疑問に思っていたが、こうして話してみて、その謎なぞが解けた気がした。

「逆に言えば吸血鬼だからって全すべてが悪者じゃないってこと。ま、おれもはじめは毛け嫌ぎらいしてたクチだけど」

「え……？　あなたが？」

「本当。退治しようとして失敗したし」

「！」

　駒井はもののついでのように言うが、吸血鬼の恐おそろしさをよく知る中也には、その無む謀ぼうさに驚かずにはいられなかった。

　ハンターである自分ですら積極的に吸血鬼を退治しようだなんて考えには及およばない。仕方なくやっていることだというのに。

「でもさ、吸血鬼でもいいやつはいるし、人間でもどうしようもないやつはいるんだよ。そんなの種族の違ちがいで善悪を分けるなんて馬ば鹿かみたいだと思うけど、今は」

　その言葉が中也の心を深く抉えぐる。

　将威の屋や敷しきで暮らしてみて、薄うす々うす気づいていたことだった。吸血鬼だから狩からなくてはいけないだなんて、誰がはじめに決めたのだろうと。

　たしかに、吸血鬼の中には人の命をごみのように扱う心ない輩やからもいっぱいいるだろうけど、それは人間社会でも同じことだ。それ以上にこの屋敷に来て、人間と同様に家族を思いあうような吸血鬼を見て、彼らも自分となんら変わらないことに気づいてしまっていた。

　──そしてなにより。将威の存在が中也の根幹ともなる部分を揺るがすほどの存在になっていたことは、もう誤ご魔ま化かしようもない事実だった。

「それに、離はなれるほうが辛つらかったから、どんな形でも寄り添そえればいいんだ」

　駒井はふふっとどこか達観したように笑った。吸血鬼と共に生きていくことを決意した瞳には揺らぎがないように思える。自分の選せん択たくが間違っていないと信じている駒井の姿はとても気高くて美しく見えた。

　彼を平へい凡ぼんな人間などと思っていた自分がすごく恥ずかしい。

「ああ、ごめん。こんなのハンターに言うようなことじゃなかった」

　駒井はふと気づいたようにそう言った。

　それは相手が吸血鬼というだけで狩らなければいけない使命を持つ中也のことを、当てこすったり責めたりするような言い方では決してなかった。

　もしかしたら駒井も中也の迷いに気づいているのかもしれない。急におとなしくなってうつむいてしまった中也に、ゆっくり眠ねむるよう言って部屋を去っていった。







　心配は杞き憂ゆうに終わったようで、中也はその日のうちにすっかり回復して、夕食も通常量を口にしていた。しかし、心配ないというのに駒井は頑がんとして譲ゆずらず、経過観察のため屋敷に一いつ泊ぱくしたようだった。

　温和な見た目に惑まどわされがちだが、意外にも頑固者のようだと思う。実際にどこか頑かたくなでなければ吸血鬼と一緒に生きたいなどと考えることもないのだろう。

（あれが、愛ってやつかな）

　想おもいの深さに圧あつ倒とうされて、もはや嫉しつ妬とすら起こりはしなかった。きっと強風が吹ふいて揺れることはあっても、しっかり地面に根を張っている人なのだろうと思う。将威の周りには誘ゆう惑わくも多そうだし、ああいう相手の方がいいようにも感じられた。

　そして、将威のことを好きなのかもしれないと思っていた自分など、なんて子供じみた感情しか持っていないのだろうと果てしなく落ち込む。あれほどきちんと将威を思っている相手になら、自分は負けを認めるしかないと感じていた。

　ぽっかりと心に穴が空いたような切ない気分が中也を襲おそうが、これもやがては癒いえることだろう。時間が解決してくれるようだと思っていた。

　けれども昨夜は眠れない夜を過ごした。諦あきらめようと思っていてもなかなか将威のことが頭から離れてくれなくて、一いつ睡すいもできなかった。こんなに大きな存在になっていたというのに、この屋敷から抜ぬけ出そうなんてよく思えたものだ。

（ほんとおれって、気づくの遅おそい……）

　大切な人は自分の前からいなくなってから気づくと、鈍どん感かんな自分に呆あきれるしかない。朝がやってくると、中也は赤い目を擦こすりながら朝食の準備が整っているはずのダイニングへ向かった。

　仕事は数日間将威に休まされたと言っていたから、駒井は中也と朝食を共にするために待ち構えてくれているはずだった。食欲はないが断る理由もない。

（え……？）

　しかし、思いがけず目にした光景に、中也はまだ自分が寝ねぼけているのではないかと目を瞬またたかせた。

　視線の先、ダイニングテーブルに軽く腰こし掛かけるようにして駒井がいる。それも、男と抱だき合っているところだった。ただ抱き合っているのではない、吸血鬼に堂々と血を吸われていた。

（どういうこと？）

　駒井は黒くろ髪かみの男の前で無防備に首筋をさらしていた。天てん井じようを仰あおいで、微かに開いた口元が快楽を堪こらえるようにひくひくと震えている。愉ゆ悦えつに色づいた頬は赤く染まり、中也の目にも色っぽく感じているのが分かった。

（だって、将威さんは？）

　普ふ通つうはやたらと恋こい人びと以外の吸血鬼には血を吸わせないものだ。

　主の留守中に他ほかの男を招き入れているというのだろうか。遠目にも雄おすの色いろ香かの強そうな男は、血を吸いながらもシャツの裾すそから忍しのび入れた手で駒井の肌はだをまさぐる。時折ピクンと駒井の肩かたが跳はね、嬌きよう声せいが口から漏もれた。

　中也はそのエロティックな行こう為いに誘さそわれるように、ゆっくり二人に近づいてしまう。

「人の家で……」

　駒井が抗こう議ぎの声を上げると男は牙きばを抜いたようで、吸い付いていた場所を丹たん念ねんに舌先で舐なめ取った。しかし舌は首筋を嬲なぶるように這はい上がり、耳じ朶だをくすぐる。

　身じろいだ駒井は小さく震ふるえながらも男の胸に身を寄せた。

「栄養補給だ。おれが朝弱いのはよく知ってるだろ。それなのに当直明けに足を運ばせやがって」

「そんなの、あんたの勝手……っ」

　どうやら浅い付き合いではないらしい。屋敷に潜ひそんでいた吸きゆう血けつ鬼きに襲われたわけではないようだ。心を許したように駒井は男の腕うでに指を這わせると、男はニヤリとした。

「勝手なところが好きなんだろう？」

「……ん」

　まるで男に流されるように頷うなずく駒井を見た中也は、一いち途ずだと思っていた相手がそうではなかったことを知って、無む性しように腹が立って二人の前に飛び出していた。

　一度は完敗と認めた相手だけに、余計に悔くやしい思いがいっぱいだ。

「どういうつもりだよ、あんた！　う、浮うわ気きなんて……っ！」

　急に姿を現した中也を、二人は揃そろって見つめてくる。

　興奮していた中也は、言葉が詰つまってうまく話せなかった。しかし、舌がもつれるようになるのを必死で奮い立たせては、怒いかりに震える声を必死で吐はき出す。

「昨日あんなこと言ってたから、あんたになら取られてもいいって思ったのに！」

　中也は二人の間に割り込むようにして駒井に突とつ進しんしていった。シャツの胸むな元もとを掴つかまれた駒井は驚おどろいた顔をして中也を見るが、驚いたのはこっちだと心の隅すみで毒づく。

「え、なに？」

「それも、将威さんのいない時になんて最低だっ。その程度にしか思っていないなら、身を引こうとしていたおれが馬鹿みたいだ！」

　一方的にしゃべっているうちに、中也は勝手に自分の中のテンションが上がるのを感じる。このままでは口にしてはまずいことまで言ってしまいそうだが、興奮している自分を止めることはできなかった。

「身を引くっていうのは、先生のこと？」

　中也の言葉を拾って、駒井は眉まゆをひそめた。

「そうだよ。人がせっかく諦めようとしていたのにっ、あんたには敵かなわないからって思って……。それなのに他の男となんて、将威さんが……っ」

「おまえ、将威のことが好きなのか」

　冷めた目で中也をじっと見ていた男がおもむろに口を開いた。その低い声こわ色いろに熱を冷やされたのか、少し現実に帰った中也は、なんだか自分がすごく恥はずかしいことを言っていると感じてきた。

「す、好きっていうか……でもあいつはおれのことなんか、ペットかなんかにしか思っていないだろうけど、おれなんかガキだから、好きになったって相手にされなくても仕方ないってゆーかっ……。って、あ、あれ……？」

　とうとう口ごもった中也は、今自分の吐いた言葉を頭の中で整理すると、とんでもないことを口走っていたのではないかと知って真っ赤になる。まるで相手にされなくて拗すねているような言葉じゃなかっただろうか？

「え、おれ……」

　それに、勢いで将威のことを好きだと言ったような気もする。

「なんか、おかしなこと言って……？　今の、なんでもな……っ」

　カーッと熱いものがこみ上げて、中也の頬ほおを真っ赤に染める。

　こんな恥ずかしい思いをするなら、ここまできて我に返らなければよかったのにと、中也は消えてなくなりたい気持ちになった。

「見てないで、そろそろ助けてやったらどうだ？」

　男は中也の向こうにそう声を掛かける。なんのことかと振ふり向くと、そこには将威の姿があった。上品なベージュの三つ揃いのスーツに臙えん脂じのネクタイを締しめていて、普ふ段だんはあまりすることのない細い銀ぎん縁ぶちの眼鏡めがねが、華はなやかな容姿をキリッと引き締めて見せている。

「──いや、あまりにも初うい々ういしかったもんで、ついね」

「なっ……」

　いつからそこにいたのか、将威はリビングの入り口のところで腕を組んでしばらく三人の話を聞いていたようだった。

　泊とまりがけで学会に出席しているはずなのに、なぜこの場にいるのだろうと思い、次の瞬しゆん間かん、中也は全身からサッと血の気が引くのを感じた。

「い、今の、聞いて……」

　いったいどのあたりから話を聞いていたというのだろう。叶かなわない想おもいをこんな形で知られてしまうなど予想もしていなかった。言うつもりすらなかったはずなのに。

　背後を振り返ったまま、中也はそれ以上の言葉もなく立ち尽つくした。

「あ、あのさ、中也くん。なにか誤解しているようなんだけど……」

　後ろからちょいちょいと駒井に背中をつつかれて、中也は呆ぼう然ぜんとした顔のままそちらをそろそろと振り向く。

「ちょっと落ち着いてよく聞いて。この人、昨日話したおれの好きな人で、門倉堅森。先生の甥おい……」

「は？　好きって？　だって将威さんは？」

　中也は頭の中を疑ぎ問もん符ふでいっぱいにして、部屋の中にいる者たちの顔を見回した。

「将威にやった覚えはないな」

　将威の甥だと紹しよう介かいされた門倉堅森という男は、愛あい想そもなくそう答える。

　見た目のワイルドさが目を惹ひくが、よくよく見れば男らしい魅み力りよくに溢あふれて整った顔立ちをしていた。目元の彫ほりが深いところは将威と似ているかもしれない。

「ややこしくなるから、堅森は黙だまってて」

　駒井は男に向かって厳しい声をあげるが、嬉うれしいことを言われたようで、微かすかにはにかんだような表情をした。そうと言われて改めて二人を見れば、門倉の腕に抱かれている駒井の姿が自然な感じがする。

「えっと、きみこそ先生と付き合っているんじゃないの？　同じ家に住んでいるのに」

「付き合って……？」

　あまりの衝しよう撃げきに中也はぽかんと口を開けて立ち尽くす。本気で何を言われているのか理解できないという顔をした中也のことを、駒井は同情のまなざしで見た。

「ったく。堅森も先生も、こういうとこは似てるんだから」

　駒井の呟つぶやきは、シンとした部屋にやけに響ひびいた。

「……おれと、将威さんが？　付き合ってる？」

　どうやら今の事情が飲み込めていないのは自分だけのようで、中也はそれに気づくと瞬まばたきを繰くり返して将威を見た。どうしたらいいのか分からずに、思わず縋すがるような視線を送ってしまう。

「わたしの愛情に気づいていない顔だな」

「アイジョ……？」

　軽いパニックに陥おちいったせいか、「アイジョウ」とはなんだったろうと一いつ瞬しゆん分からなくなった中也だったが、何度か口の中で繰り返してその意味に気づく。

「はぁ……!?」

　思いがけないことに背筋がしゃんと伸のびる。直立不動になった中也に将威は優やさしいまなざしを送った。そのブラウンの瞳ひとみは言葉以上に雄ゆう弁べんに気持ちを語っているようでドキッとさせられる。

「えっ……だって、あの。おれ、将威さんを……」

「わたしを、なんだ？」

　ふんわりと柔やわらかな空気が流れてくるようだった。いつも自分を甘やかす居い心地ごこちのいいものが。今ならどんなことも言ってしまえるような気すらする。

「す、好きで──」

「知ってるよ」

　将威はそんなことはとっくに知っているといった顔でゆっくり頷うなずいた。

「これだけ好意を示しているのに、理解されていないとは思わなかったな」

　心底呆あきれたような声で将威は言った。どことなく情けないような感情も滲にじんでいて、中也は身を縮こませる。けれども精せい一いつ杯ぱいの力で将威を睨にらむように見上げた。

「えっ、だってそんなの。あんなくさいセリフばっかり、たぶらかそうとしてるとしか……」

　しかしよくよく思い返してみれば、将威が自分に言うことはすべて口説き文句とも取れた。けれども初めから浴びせられすぎていて、言葉が意味を持っていなかった。そんな状じよう況きようにあって、中也だけ責められるというのはずるい。

「それに、おれを好きとは言ってない！」

　他にも言いたいことはたくさんあるが、とりあえず一番気がかりなことを口にすると、将威はそんなことかと言いたげな顔をした。

「大人おとなは相手に『好き』と言うだけが好意の示し方ではないんだよ」

　もっともな言い分なのかもしれない。言葉がなくても始まる関係があると知ってはいるが、恋れん愛あい初心者の中也には目に見えるものや耳で聞いたことしか信じられなかった。

「わ、分かるかよっ、そんなのっ」

「それなら今ここで言っておこう。二人の証人も付けてね」

　将威は喚わめく中也を納得させようと、駒井と門倉に視線をやる。駒井は心配そうに、そしてその傍かたわらの男はあまり興味なさそうに、対たい照しよう的な態度でそこにいた。

「いいかい、よく聞きなさい。わたしは、おまえを……」

　そう言いながら、将威は誘さそうように静かに手を差し出した。すらっとした指先を持つ将威の手に自分の手を重ねようと中也は手を伸ばす。

　二人の手が重なるその瞬間──。

　中也の耳をつんざくように警告音が響き渡わたった。

　その場にいる誰もが、いったいなにごとかと辺りを見み渡わたす。

　どうやら屋や敷しきのセキュリティーが作動したようで、バタバタと足音がして何事かと黒木が駆かけてくるのが見える。

「──待ってもらおうか」

　急に空気が緊きん迫ぱくしたものへと変わった。

　タタッと軽快な足音を鳴らして、一人の男が勢いよく駆け込んできた。二人の間を引き裂さくように、強い力で中也の手首を掴つかむ。

「中也、無事か？」

「に、兄さんっ！」

　中也は悲鳴にも似た声を上げていた。男は兄だった。あれほど焦こがれていた相手が、今このタイミングで現れようとは──。

「弟を返してもらおうか」

　公也は将威を見み据すえると、公也は内ポケットの中から銃じゆう器きを引き出した。

　リボルバー式の拳けん銃じゆうにも似た型式をしたものだが、弾だん倉そうにある弾薬は本来のものとは違ちがい、太いニードルのような形をしていた。

　これが背後から吸きゆう血けつ鬼きの心臓を貫かん通つうすれば、彼らの命はひとたまりもない──。

　驚おどろいて公也を見れば、普段は髪かみと同様に漆しつ黒こくの瞳が、吸血鬼を前にして右だけが静かに金色の光を放っている。これは公也が目の前の男を敵と見定めた証しよう拠こだった。

　精せい悍かんな顔から鋭するどい視線が容よう赦しやなく飛んでくる。

　しかし、突とつ然ぜん現れた公也を前にしても将威は動どう揺ようすることなく、吸血鬼の屋敷へ一人でやってきた若者を賞賛するように好戦的な目で見る。

　黒木が警報を解除したのか、煩うるさかった警告音はピタリと止んでいた。

「きみが中也の兄か？」

　将威は腕うで組ぐみをすると、ますます愉たのしそうに言った。眼鏡のレンズがキラリと光る。

　さっきまでの甘いまなざしはどこへ行ったのか、吸血鬼の冷れい酷こくさがありありと表に現れていた。しかし公也も怯ひるむことなく、堂々とした態度で視線を返す。

「ああ、そうだが。ずいぶん中也が世話になったようだ」

「いや、こちらも楽しい思いをさせてもらったよ。──それより、きみと遭あうのは二度目だったな」

　薄うすい笑いを口元に貼はり付けたまま将威は言う。それならば、やはり公也は将威のことを狙ねらっていたのだろうかと思い、中也は身み震ぶるいした。

「さあ、どうだったか。いちいち吸血鬼の顔など覚えていないもんでな」

　公也は考える素そ振ぶりすらせず、将威へと銃器を向けたまま言う。

「ふふっ、そうか──。きみは確かハンターでも一流の腕うで前まえだと聞いていたが、覚えがあるのは腕だけか」

　あからさまな揶や揄ゆに公也は無言で応じる。けれどもそれも予測済みといった様子で、将威は気にせず続けた。

「わたしも第一ケミカルとはまったく知らない間あいだ柄がらではないからな。きみたちの活かつ躍やくは時折耳にするよ。捕とらえた吸血鬼たちを研究所に売り渡すなんて、ずいぶんな正義のヒーローじゃないか」

「黙れ。吸血鬼などどう処分しようが、こちらの勝手だ。貴様らのような魔ま物ものに、身内を殺された者の無念など分かるはずがない」

「ほう。被ひ害がい者しやならなにをしてもいいということか。きみたちを破格の報ほう酬しゆうで雇やとっている第一ケミカルが捕ほ獲かくした吸血鬼をどうするのか知らないわけはないだろう？　果たしてきみは弟の前で堂々と胸を張っていられるのか？……ああ。中也が向けてくる憧どう憬けいの眼差しから逃にげたんだな」

「それ以上何か言ったら、これを撃うち込むぞ」

　カチャという金属音が響ひびいて、撃げき鉄てつが跳はね上がったのが分かる。

「兄さん？」

　それが単なる脅おどしではないように思えて、中也は悲鳴にも似た声を上げた。

「おれはこんなところへ貴様らと話をしにきたわけではない」

「待って、やめっ」

　公也の意図に気づいた中也は、阻そ止ししようと腕に飛びついた。

「おまえは下がっていなさい」

「……あっ」

　立派な体たい躯くをした公也に一ひと振ふり腕を払はらわれただけで、中也は情けなくもよろけてしまう。

「やめて、兄さん。お願いだっ」

　自分など公也を止められる力はないと分かっていても、兄に再び立ち向かっていかずにはいられなかった。

「なぜ庇かばうんだ。相手は吸血鬼だぞ」

「そんなの関係ないっ」

　思わず中也はそう叫さけんでいた。自分だって少し前までは吸血鬼は退治するものだと思い込んでいたというのに、そういう考えがほとほと嫌いやに感じる。

　この半月でずいぶん認識が変わってしまったが、その信念を曲げるつもりはなかった。

「おまえ……」

　初めて自分に口ごたえした弟を、信じられないと言いたげに公也は見る。中也はあれほど慕したっていた兄を敵とばかりに見つめた。

「そうか、貴様が弟をたぶらかしてくれたわけか」

　しかし、兄のショックは怒いかりという形で将威に向かうことになった。ジロッと鋭い視線で射るように将威を睨みつける。しかし、将威は静かにそれを受け止め、目を細めるだけに留とどめていた。

「違ちがうっ。将威さんは、そんなんじゃっ」

「黙だまるんだ。おまえを助けようとしたのに戻もどってこないと思ったら、そういうことだったのか。吸血鬼に洗脳されるなんて」

　兄がリアクションを起こす前にと、公也を阻止するように飛びついた。

　公也の右みぎ腕うでに体重をかけてぶら下がると、さすがの兄も応こたえるようで、二人はしばしもみ合いのようになる。銃器を構えていた兄には、体当たりの不意打ちは不利なはずだった。

「中也、よせっ」

「あんたは、来るなよっ」

　しかし、中也の制止を聞くことなく、将威は中也を止めようと近づいてきた。

　せめて兄の銃器を奪うばい取ろうと決意していた中也は、ここで将威に取り押さえられるわけにはいかず、抵てい抗こうするように手足をばたつかせて暴れる。

　しかし次の瞬しゆん間かん、ガチャという鈍にぶい音と共に拳銃を撃った時のような乾かわいた音が空気を突つき破やぶる。その反動を受けて体がよろけた。

　中也が闇やみ雲くもに暴れたせいで、公也の手にしていた銃器に誤って触ふれてしまったようだ。

　弾薬が発はつ砲ぽうされたのだ。

「う……っ」

　くぐもった呻うめき声を聞いて、中也は思考を止めた。ドサッという重みのある音が床ゆかを伝って足元を震ふるわせる。

（えっ、誰か──！）

「将威っ」

　門倉の声を聞いて、弾はじかれたように顔を上げると、床には蹲うずくまった将威の姿があった。弾たまに当たったのだ。

　右のわき腹を押さえた将威は、苦痛に歪ゆがんだ顔をゆっくりと上げる。

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　しかしその声は掠かすれ、少しも大丈夫ではないと語っている。銃じゆう創そうを押さえた指の間からしみ出た鮮せん血けつが、背広を赤く染めていた。駆かけ寄った甥おいを、大げさにするなというように苦く笑しようして止める。

　中也はその光景を立ち尽つくして見ていた。

（おれが、暴れたせいで──）

　自分が原因で怪け我がを負った将威を目前にして、呼吸すら止まってしまったようだった。将威はそれでも平静を装っているが、すぐに立ち上がらないところがダメージの大きさを物語っている。

　公也は茫ぼう然ぜんとした中也に近寄ると、その手を掴つかんだ。

「……っ！」

「目を覚ませ、中也っ」

　公也の激げつ高こうが意識を無理やり揺ゆさぶった。震える手にずっしりとしたものを預けられて背筋が凍こおる。

　確かく認にんせずとも、それが公也の銃器だということが分かる。

「兄さん……？」

「これがトリガーだ」

　大きな手が無理やり中也に銃を握にぎらせた。引き金に指を引っ掛かけ、逃げられないように公也の手がきつく握りこむ。少し力を加えれば発砲してしまう構えだった。

「な……にを？」

　震える声を振ふり絞しぼって中也は尋たずねた。カチカチと歯が鳴ってうまく言葉が紡つむげない。もちろん体も震えているが、きつく公也に押さえられて標的はぶれることがなかった。

「あの男を撃つんだ。お前の手で」

　力の抜ぬけた中也の体をぐいぐいと引っ張って、公也は将威の背後に立った。銃の先が心臓のある部分を狙う。

「い、やだ。できない……っ」

　精せい一いつ杯ぱい体を捩よじるが、自分が無理に動くことでさっきのように発砲してしまうという恐おそれが頭を過よぎり、うまく公也から逃のがれられないでいた。

　どうしたらいいか分からず、強いストレスを受けて大おお粒つぶの涙なみだが頬ほおを次々と伝った。

「──撃ちなさい」

「えっ」

　落ち着き払った声が響いて、中也はそちらを見る。予想外の言葉に驚おどろいて、涙が止まっていた。

「ハンターとして生きるつもりなら、わたしを殺しなさい」

　将威はゆっくり振り返って中也を見た。レンズの奥の瞳ひとみに淀よどみはなく、心からそう言っているように思えた。

　こんな状況下にあるというのに、落ち着いた表情で穏おだやかに見つめてくる。死を恐れていないのか、強がりでもなんでもなく、まるで自分の命など惜おしくないと言っているようだった。

「ハンターなんて、おれはっ……！」

　中也にとってそんな立場はどうでもいいものになってしまっていた。嫌だといいながらもなかなか捨てきれずにいたものなのに、それを放ほう棄きすることにもう迷いはない。

「……中也に殺されるなら本望だよ」

　しかし将威は優やさしい声で自分を倒たおせと言う。

　こんな時になぜそんな顔をするのか、甘い視線で自分を見るのか分からない。

　いつも自分を蕩とろけさせるダークブラウンの瞳が今は赤く光って、トリガーを引くよう強く誘さそう。しかしその誘ゆう惑わくを中也は懸けん命めいに振り切った。

「いやだっ。おれに殺せるわけがないじゃないかっ」

　すべてを言い切らないうちに門倉が近づいたかと思うと、中也の手首に衝しよう撃げきが走って銃じゆう器きが弾はじけ飛ぶ。それは放物線を描えがくように宙を泳ぐと、絨じゆう毯たんの上を転がった。

　その行方ゆくえを見届ける間もなく中也の視界は反転した。ドンと強く突き飛ばされ、したたかに背中を打っては激しく咳せき込む。けれども銃器が奪われてよかったと安心しながら公也に視線をやると、門倉の腕うでから逃れた兄はブーツの中に隠かくしていたバタフライナイフを取り出した。

「銃がなくても貴様は殺せる」

　武器がなんであれ、背後から心臓を一ひと突つきされれば吸きゆう血けつ鬼きの命はそれまでだ。一流の腕を持つ公也であれば、その的を外すなんてことはあり得ない。

　公也は素す早ばやく将威の背後に立つと、ナイフを持った腕を大きく振り上げた。

「……兄さんっ！」

　咳せき込こみながら立ち上がった中也は、絞るような声を上げた。弟の悲ひ愴そうな声を聞いて、兄はわずかに動どう揺ようしたのか、ほんの一瞬振ふり下ろす腕を止める。

　その隙すきを見た中也は、体全部を使って兄に体当たりした。重そうな金属の音が部屋に響ひびき渡わたる。すかさずナイフを拾おうとした公也だったが、それより早く門倉が取り上げていた。

「──この人は、だれにも殺させないから」

　中也は将威を庇かばうようにして立つと、しっかり兄を見つめて言った。

　心臓が速く脈を打つが、体の震えは不思議と止まっていた。

「おれに逆らうというのか」

　深く静かに響く、耳に馴な染じんだ兄の声。けれどもそこにはいつもの力強さが欠けていた。

「……おまえは元から吸血鬼を狩かることに嫌けん悪お感を持っていたな。それでも今までは嫌だと言って歯向かったことなどなかったというのに」

「ハンターは家業だから仕方がないと思ってた。でも、吸血鬼を殺すことに疑問を持ってしまったから、もうこれ以上はハンターとして生きてはいけないよ」

　何度も迷って到とう達たつした答えだった。嫌いやだと言いながらもハンターという肩かた書がきは簡単に捨てられるものではなく、この決断をするまでにずいぶん時間をかけてしまっていた。けれども、由ゆい緒しよある家いえ柄がらだからこそ迷いを抱かかえたままハンターを名乗ることは相応ふさわしくないだろうと思った。

　自分の考えに間ま違ちがいはないと思うのに、それを告げることがとても困難に感じる。

「だから、おれを……破門にして欲しい」

「中也っ」

　極きよく端たんな決断を下した中也に、咎とがめるように将威は声を上げる。

　そういえば、将威は自分がハンターであることを忌いみ嫌きらってはいなかった。それはなぜなんだろうと中也はぼんやり思った。

「その男のせいか──」

　公也の視線が将威に向いて、中也はまるで敵を見るように兄を見た。敵意に満ちた弟の視線を受けて、公也は傷ついた表情をする。

「あ……」

　その姿を見て、中也も切ない気分でいっぱいになった。

　二人だけで生活するようになってからは、常に指針となっていた兄である。

　誰よりも大切で、兄以上の存在など現れることなどないと思っていた。それでも構わないと思えるほど絶対的な存在だった。

　その気持ちは今も同じだった。ただ気づけば自分の心を将威が占しめてしまっていただけのことで、公也を慕したう気持ちに変わりはない。

　言葉にできない思いを伝えるように、兄を見る目に力をこめる。すると公也は同じ強さでじっと見返してきた。なにを言われるのだろうかと、中也は身構えてしまう。

「残念ながらおまえのセンサーが働く限り、おまえはハンターのままだ。破門になどできない」

「兄さん……」

　悩なやんだ挙げ句の決断を受け入れてもらえず、中也は肩かたを落とす。

「それに、おまえたちの関係など認めるつもりはない」

「さっきの会話、聞いて……!?」

「だが、今回は多勢に無勢だな」

　息を呑のんで構えるが、公也はそれ以上強く出てはこなかった。

「おれの部下が中也を連れ出すのに失敗したと聞いて、気が急せいて敵てき陣じんに単身で乗り込んだおれの方が分ぶが悪い」

「えっ」

　心配そうに萎しおれていく弟を前にして、仕方なくわがままを聞いてやる兄の顔になった。ため息をひとつついて続ける。

　公也が突とつ然ぜんこの屋や敷しきに乗り込んできたわけを明かす。

　用よう意い周しゆう到とうともいえる公也なのに、なんともらしくないことだ。中也は信じられないことを聞いたというように、目を見開いた。さらに言えば、公也が自分の失敗をわざわざ人にさらすなんてことも、彼らしくなくて驚く。

「──ひとまず、中也の身み柄がらを預けておくことにする。だが、覚えていろ。中也に何かあったら、貴様を必ず葬ほうむってやる」

「え？」

（それって──）

　およそ考えられないことだが、この屋敷にいてもいいといってくれているのだろうか、兄は。

「出直してくる。次に会うときは覚かく悟ごしておけ」

　厳しい声でそう言うが、金色の瞳が光っていなかったことを中也は見み逃のがさなかった。

「忘れるな。再度言うが、おれはお前たちの仲など認めないからな」

　その場にいた者たち全員を見回して念を押すように言うと、公也は最後に中也を見た。そして、久々に会った弟の顔を懐なつかしむように見つめた後、唐とう突とつにまた姿を消した。

　その時見せた寂さびしげな表情を、中也はしっかり胸に焼き付けていた。







　将威の負った傷は幸い大事には至らず、救命医であるという門倉の処置を受けると、もう怪け我がなどなかったかのように快復していた。銃弾を受けたというのに、長命種である吸血鬼のすさまじい生命力を見せ付けられたような気分である。

　門倉と駒井の二人は、将威の症しよう状じようが軽いことを知ると、後は中也に任せて連れ立って帰ってしまっていた。二人が恋こい人びと同士だということは、冷静になってみればすぐに見み抜ぬけることだったというのに、自分がどれだけ周囲を見ていなかったのかを思い知らされるようだった。

　とはいっても、夜な夜な吸血鬼が将威の許を訪ねてきていたことは、言い逃のがれのできない事実だろうが。

「くっ、う……」

　硬かたいエナメル質のものが首筋から抜ぬけ出る感かん触しよくを中也は堪こらえた。

　先ほどの失血は大量だったのか、将威は元々低めの体温をさらに低くしていたようだ。中也の頬ほおに触ふれた指先は、氷のように冷たかった。

　けれども若い血を貪むさぼるうちに体温は急に上じよう昇しようしたのか、今ではもう触れ合った部分はほのかに熱い。いつもより熱いと感じるくらいだ。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　噛かみ痕あとを舐なめて塞ふさいだ将威は、中也の顔を覗のぞきこんだ。処置の際に眼鏡めがねを外した将威はなんだか艶なまめかしい。その口元は赤く、血液がいやらしい艶つやを放っていた。

「いいから、もっと吸えよ」

　官能的にも感じる吸血行こう為いで目元を潤うるませた中也は、魅み入いるようにその赤く色づいた唇くちびるを見つめる。

「どうした。珍めずらしく従順じゃないか」

「うるさい……」

　その理由は中也が口にしなくても将威にははっきり分かった。将威の怪我に負い目を感じているのだ。

「気にするな、おまえのせいじゃないし、ほらもう──」

　将威はさきほど着き替がえたばかりのシャツの裾すそを捲まくり上げると、引き締しまった脇わき腹ばらを見せた。

　皮ひ膚ふにはまだうっすらと攣つれたような痕があるが、そこに銃弾が当たったとは思えない。あと少し時間が過ぎれば、傷痕など綺き麗れいになくなってしまうだろう。

「……！」

「貫かん通つうしていたからな。治ち癒ゆも早い」

　驚おどろいて声を無くす中也を見て、将威はなんでもないことだと言いたげな顔をした。

「わたしは血よりおまえの身体からだを貪りたいね」

　柔やわらかなまなざしの奥が暗い欲望の色を見せた。それがまるで風を起こすようにゆっくりと中也を煽あおり立てる。

「あの、ここ、リビングだけど……」

「ん、なにか不満があるか？」

　男の目が静かに赤く光るのを見て、中也はもう他ほかに何も考えたくなくなった。黒木も凪紗もこちらから呼びつけない限りは部屋にやってくることはないだろう。

「なにも……」

　言葉を掠かすめ取られるように唇を重ねられた。

　何度も合わせるようにしたキスは、次し第だいに深いものへと変わる。舌を絡からませ吸いあう頃ころには、全身をヒリヒリと焼くような熱いものが駆かけ巡めぐっていた。

　中也は大きなソファに横たえられると、着ていた服を脱ぬがされる。一枚ずつ剥はぎ取られる度たびに期待と緊きん張ちようが湧わき起こって、喉のどが小さくわななく。将威はそれを宥なだめるようにいちいちキスをくれた。

　下着や靴くつ下したまで剥ぎ取られて全ぜん裸らになると、大きく足を開かされる。微かすかに兆きざしはじめたものを見て将威は愉たのしそうに唇を湿しめらせたかと思うと、息を吹ふきかけるようにしながら身体の中心に顔を寄せる。

「ちょ、そんな……っ」

　いきなり温かな粘ねん膜まくに包まれて、中也は焦あせった声をあげた。気持ちいいという感情よりも、初めてのことに驚いて硬こう直ちよくしてしまう。セックスの際にそうされることがあると知ってはいたが、まだ目覚めて間もない中也にはショックが大きかった。

　けれども将威が唇で扱しごくように舐め上げると、徐じよ々じよに反応を見せる。

「ふっ、や……、なに……っ」

　戸と惑まどいの色を見せる中也だったが、行為を受け入れるのにさほど時間はかからなかった。濡ぬれた舌の感触に視覚的な卑ひ猥わいさも作用して、ピクピクと身を震ふるわせる。将威が視線だけを自分のほうに向けているせいで、火が点ともるのは早かった。

　育ってきた欲望が蜜みつを溢あふれさせると、将威はそれを舐め取るように口こう腔こうへ含ふくむ。まるで中也に聞かせるように湿った音を立てて吸い上げる。

　耳からの刺し激げきは身体を熱くさせるのに有効だった。耳じ朶だに忍しのび込んでくる淫いん猥わいな音と施ほどこされる行為が連動して未知の快楽へと追い立てる。

　品のいい色をした将威の髪かみに指を絡ませて、中也は腰こしがうねるのを耐たえた。

「ダ、メっ。で……る」

　何度も波のように襲おそってくる感覚をやり過ごすが、とうとうそれも限界のようだ。

「いいよ。一度出しなさい」

「う、あっ……っ！」

　痩そう身しんを震わせて中也は果てた。将威は口の中で受け止めた中也の飛沫ひまつを手のひらに吐はき出すと、それを後孔に塗ぬりこめる。

　後ろを弄いじるぬるぬるした感触に中也は肩かたを揺ゆらしながら眉まゆをひそめた。長い指が体内を広げるように押し入る。襞ひだを撫なでるようにされると、果てたばかりの敏びん感かんな身体は痛いほどの刺激を享きよう受じゆする。

　今までの逢おう瀬せで開発された秘ひ孔こうは、将威の指がもたらす刺激を待ち望んでいるようにヒクついた。

「んんっ、それ、やめっ」

　感じることに慣れていない中也は嫌いやがるように首を振ふる。するとそれまで執しつ拗ようだった指の動きが体内で止まった。

「嫌なら止めるか」

　今まで自分を弄もてあそんでいた男は、仕方がないというようにため息を吐いた。

「止め……る……な……っ！」

　ゆっくり退こうとする指を引きとめるように締め付つける。将威に意地悪をされて、図らずとも身体がいやらしい動きをしてしまったことに、中也は泣きそうな顔になった。

「冗じよう談だんだよ。そんな顔をされて止められるわけがないだろう」

「くっ……」

　中也は恥はずかしさを隠かくすようにして上うわ目め遣づかいで将威を睨にらんだ。その仕草が男を悦よろこばせるとは知らないようだと、将威は人前で決して見せることのない濁にごった闇やみのような笑いを口角に乗せた。

「そんな顔をされたら、ますます意地悪したくなるな」

　言葉とは裏腹に将威は甘い声こわ音ねで言った。中也が目元に涙なみだを滲にじませれば、それを優やさしく拭ぬぐってくる。細い腕うでで頼たよるように縋すがりつくと、将威は満足そうな顔をした。

「……はやく」

「ああ、もちろんだ」

　将威は優しく微笑ほほえみかけると、困こん惑わくの表情を浮うかべる中也に口づけた。

　柔らかな唇は中也の首筋を伝い、胸や腹に降りる。

「あ、そん……なっ」

　内部で指が蠢うごめくたびにキュッと締め付けてしまう。勝手に動く自分の身体を止めることができずに中也は咽むせび泣いた。

「ここも、もうこんな風になってる」

　赤みの強い屹きつ立りつの先せん端たんを撫でると、若い身体はヒクリと震える。小さな孔から蜜が零こぼれ落ちその先をねだる。

　はじめの時以外はいつも一方的に高められるだけで、最後まですることがなかった。今日こそはという期待感に、どこかおかしくなってしまいそうだった。

「お、お願……い」

　もどかしい疼うずきを覚えて、中也は懇こん願がんする。しかし、なにが欲しいのかを明確に口にすることはできなかった。ついと視線を外して、中也はその羞しゆう恥ちに耐える。

「なにをお願いしているんだ？」

　将威は囁ささやきに近い声で中也に問う。自らの中に潜ひそむ魔ま物ものが顔を出したように騒さわいでいるのを中也は分かっていないようだった。

　ぞくぞくとするものが背筋を這はい上がって、中也は自分の身体が昂たかぶるのを無理やり堪こらえる。

「や……っ」

「言わないと分からないよ」

　熱くなった内ない壁へきが捏こねられ腰が揺れる。

　普ふ段だんなら耐え切れないようなことを、それでも今言わなければと、手のひらをきつく握にぎった。

「な、中に……」

「うん？」

　蚊かの鳴くような声で中也が言うと、将威は続きを促うながしてくる。もちろん中也の望みなど分からないはずがない。分かっていて困惑する中也を面おも白しろがっているのだろう。

「だ、して……」

　今にも消えそうに言うと、将威の視線を感じる。そろそろと中也が目を向けると、そこには自分を愛いとおしむように見る美び貌ぼうがあった。

「またセンサーが鳴りを潜めるかもしれないが」

「いい。おれ……は、ハンターじゃなくて、いい……っ」

　恐おそれにも似た感情に駆られて中也は言った。こうでも言わないと将威は最後までしてくれないような気がした。

「だから、あんたの手でどうにかして……」

　頻ひん繁ぱんに抱だかれれば、センサーなど消えてなくなってしまいそうで、それを望む自分がいる。好きな人と同じものになりたいと言った駒井の気持ちが、すごくよく分かる。

「いいだろう。おまえの望みを叶かなえよう」

　将威は指を引き抜ぬくと、自分の前をくつろげた。そのわずかな時間を中也は緊張して待つ。やがて両りよう膝ひざを抱かかえるよう促されて、熱い肉につ塊かいをあてがわれた。

「力を抜いていなさい」

「はっ……んっ」

　指でほぐされた場所を熱い切っ先でつつくようにされると、待ち望んでいたようにヒクヒク蠢くのが自分でも分かった。

　まだ挿そう入にゆうされていないというのに、緊きん張ちようからか息があがる。いつ入ってくるのかと想像しただけで急に肌はだがしっとり濡れた気がした。

　やがて将威がそこに先端を潜もぐり込ませると、吐く息に甘い声が混ざる。くびれた部分がグイッと襞を捲まくった。

「うっ……んっ」

　くすぐったいような疼きが背中を走って甘い声をあげてしまう。将威はその隙すきを突ついて自身を深く沈しずめた。

「あ……ぁっ！」

　中也の中は柔やわらかく男を迎むかえ入れた。わずかに押し返しはするが、十分に慣らされているせいで、根元まで入れても拒きよ絶ぜつすることはない。

「しょ、……い、さん……」

　腕を伸のばすと将威に手を取られ、涙に濡れる睫毛まつげを慰い撫ぶするように口づけられた。

「愛してるよ」

「えっ」

　思いがけない言葉を貰もらって、中也はキュウと締しめ付けてしまう。それを合図にしたようにとろりと蕩とろけた身体からだに、将威はゆっくり抽ちゆう挿そうを始めた。

「う、あ……」

「ここか」

　ひどく感じるポイントを探さぐり当てられて、そこを執拗に擦こすりあげられる。繋つながった場所がヒクヒクと収縮をはじめた。

「いい子だ。もう少し我が慢まんしなさい」

「ふっ、あ、あ」

　将威が腰こしを打ち付けるたびに息が漏もれる。その度に湿しめった音が響ひびいて、中也は髪かみを振り乱す。

「う……や……い、くっ……」

　涙ながらに訴うつたえると、まだイクなというように屹立を握られた。逐ちく情じようを果たせずブルッと肌を震ふるわせると、我慢を強しいたまま将威は何度も突き上げを繰くり返した。

「あっ……しょ、い……さ、っん」

　呂ろ律れつの回らなくなった口で名前を呼ぶと、赤い舌が目め尻じりを拭ってきた。ぼんやりとした脳のう裏りにもその姿は艶なまめかしく、目が合っただけで奥がうねった。

「おねが……っ、だ……して、なかっ──」

　まるで何かに囚とらわれたかのように懇願する。自分に流れるハンターという血を、将威にこそぎ落として欲しかった。

「いい子だから、少し待ってなさい」

　将威は繋がったまま中也を抱えなおすと体を倒たおしてのしかかる。近くで見ると将威の額にも汗あせが浮かんでいるのが分かって、その重みを嬉うれしくなりながら受け止めた。

　抉えぐるように内部が擦られて下腹が波打つ。

「うっ、あ、あ……っ」

　急に起こった身体の収縮は、もう絶頂がすぐそこだと教える。

「中也、もう少し──」

　言い聞かせるようにすると、将威は突き上げを強くする。中也はとめどなく零れる嬌きよう声せいを抑おさえられず叫さけび続けた。

「いいよ。イキなさい」

「……あっ──！」

　一際奥を抉ると、中也は背中をしならせて放ほう埓らつを遂とげた。将威も一瞬息を詰つめたかと思うと、熱い迸ほとばしりを中也の最さい奥おうに解き放つ。そして、自分の色に染まっていく中也に満足した表情を浮かべていた。







　自分を翻ほん弄ろうした熱が体内から引き出されると、中也は細く息を吐はき出した。

　視界に白い天てん井じようが映り、ここがリビングだったことを思い出して、今さらながら後ろめたい気分になる。

「大だい丈じよう夫ぶかい」

　心配そうに覗のぞき込まれて、恥はずかしさのあまり視線を避さけるように身を捩よじる。

「……うん。あっ」

「どうした？」

　乱れた毛先を緩ゆるく撫なでられて、その違い和わ感かんに中也は気づく。

「センサーが──」

「また鳴りを潜めたか」

　全すべてを言わなくとも中也の表情から分かったのだろう。優やさしく緩められた双そう眸ぼうが近づいて、瞳ひとみを閉じると柔らかな唇くちびるが目ま蓋ぶたに押しつけられる。

「おまえの証あかしをまた奪うばってしまったな」

「ううん、おれがこうして欲しかったんだ」

　初めてセンサーの気配が自分の中から消えた時は言いようのない不安に襲おそわれた。

　なんといっても物心ついた時からずっと付き合ってきた感覚だ。それは味覚や聴ちよう覚かくといった五感に近いものがある。急になくなれば心細くもなるし、なによりハンターじゃなくなることが怖こわかった。

　けれども今は清すが々すがしいような気分だった。自分の中に受け継つがれたものが消しよう滅めつしたわけではないが、将威が近寄るだけで体が警けい鐘しようを鳴らすということはない。好きな相手を本能が危険と告げることは、とても切ないことだった。

「中也になら撃うたれてもよかったんだけどね」

「えっ」

　とんでもないことを言い出す将威を探るように見る。将威の言動はどこまでが本気なのか分からない時があり、こうして真意を見定める必要があった。

「おまえになら殺されてもよかったんだよ、わたしは」

　けれどもそれは本心らしく、穏おだやかな声が静かに告げた。

「なんで……？」

「ゲームだったからさ」

「ゲーム!?」

　その言葉に、ざわざわと胸が騒さわいだ。やはり弄もてあそばれたのではないだろうかと不安が過る。

　けれども変わらず優しい手つきで頬ほおを撫でられて、中也は湧わきあがる憂うれいを抑えつけた。

「もっともおまえはもう覚えていないだろうがね」

「どういう……こと？」

　将威の言うことに心当たりのない中也はパチパチと瞬いて疑問を投げる。そういうやり取りを自分が交わした記憶は全くなかった。

「十年ほど前のことだ。おまえはまだほんの子供で、偶ぐう然ぜん出くわしたわたしを見て怯おびえきった顔をしていたな。おそらくセンサーの反応に驚おどろいたんだろう。泣きそうになりながらも必死で涙なみだを堪こらえる姿はずいぶん愛らしかったな」

　そう言って中也の眦まなじりに残る涙の跡あとをそっと指先で拭ぬぐい取った。

「わたしが何年生きているか知っているか？」

「な、なんとなくは……」

　あまり考えたくはない事じ項こうだったが、この古い洋館以上は生きているだろう。時代にして三つほどは。将威ははっきり年ねん齢れいを口にしたことはないが、もしかすると自分でももう覚えていないのかもしれない。

「われわれ吸きゆう血けつ鬼きは死ぬことを恐おそれはしない。むしろ長く生きすぎたせいで、死への憧あこがれすらある。わたしも単調な生活に飽あき飽きしていたところだ。生命力に溢あふれたおまえを見て思いついた自分だけのゲームだった。次に再会することがあったら、ハンターとして成長しているだろうおまえに殺してもらおうとね」

「そんな、十年前の話だなんて……」

　記き憶おくを手た繰ぐり寄よせるが、もちろんそんな思い出は残っていなかった。

　つれない恋こい人びとをなじるように「長い片かた想おもいだな」と将威はぼやく。しかし中也は嬉しいと思うと同時に、自分だけが責められる不公平さも感じていた。

「それなら、もうおれ以外のやつとこういうことしないでよ」

　きつい口調で言うと、将威は曖昧に笑う。そういうことを少しも隠かくそうとしてないところが面おも白しろくなくて、怒いかりを露あらわにする。

「おまえ一人でわたしの相手をするのは大変だぞ」

　しかし、将威は慌あわてることも取り繕つくろうこともせずに、まるで中也の気持ちを試すように、意地悪くそう言った。

「あんた一人くらい、おれだけで十分」

　強く言い切ると、将威は言げん質ちを取ったようににっこり笑う。

「それなら、もう一度お手合わせ願いたいな。中也くん」

「えっ、あ……っ！」

　すかさずソファに身を深く埋うめられて、中也は足あ掻がく。しかし将威はもう唇で柔やわらかに肌はだを撫で始めていた。その巧たくみさに引きかけていた熱がまた凝ぎよう縮しゆくし始めるが、感情に流されないうちに将威の肩かたを強く押しとどめる。

「ねえ、今でも死にたいと思う？」

　その声に真しん剣けんなものが混ざっていると知って、将威もしばし愛あい撫ぶをやめて顔を上げた。

「そうだな──」

　深い声がする。その唇が答えを告げる前に、中也は一番のわがままを口にした。

「おれと、一いつ緒しよに生きて」

「──おまえが望むなら、そうしよう」

　時折悪あく辣らつにも見える瞳が、今は優しく見返してくれる。

　それでも将威が死を望むというのなら、それを与あたえてあげられるハンターというのも悪くはない気がした。ただし、これ以上吸血鬼を手にかけるつもりはないが。

「あんたを殺していいのはおれだけだ」

　言葉とは裏腹に、勝手に遠くへ行かないでくれと願う。

　中也がそう宣言すると、将威は今まで誰にも見せたことのないような表情で破顔したのだった。



【終】
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